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ルースターズ


１．魔法銃とアルフライラの秘宝
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき








お城じゃ豪ごう華か絢けん爛らんな舞ぶ踏とう会かいが催もよおされてるってのに、自分だけ招待されないってのは最悪の気分だよな。


だからっていつまでも灰にまみれたままショボくれてるなんてつまらない。


親切な魔ま女じよが手助けに来るのを悠ゆう長ちように待ってるなんて似合わないだろ？


招待状も、綺き麗れいなドレスも、カボチャの馬車も必要ない。


危険と戯たわむれる遊び心と、コインが少しあればいい。


推参上等、呼ばれなくてもこっちから勝手に押しかけてやる。


なにせ、こちとら生まれついての冒険家アヴアントウリエだ。


そう、我が名は──
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　ルバート・スカラムーシュは自室に戻もどってくるなり苛いら立だちを隠かくさず悪態をついた。


「……ったく、女ってのはつくづく度どし難がたい生き物だな！　そうだろ、ヴィクトール？」


　ヴィクトールと呼ばれた長身瘦そう軀くの老執しつ事じは穏おだやかに微び笑しようし、冷ましたグリーンティーをグラスに注いで若き主人に差し出した。ルバートは苦い茶でいったん喉のどを潤うるおした後、さらに愚ぐ痴ちを並べたてる。


「呼びもしないのに勝手にやって来て居座るだけならまだしも、金魚のフンよろしくまとわりついて、訊きいてもいない話を飽あきもせずに延々しゃべりまくるんだぞ!?　トルドの博覧会に出品されたオートマトンが凄すごかっただの、龍盤ロンバン国のさらに東の果てにある島国特産のサーベルの切れ味がカミソリ以上だの──」


「興味深いお話ばかりですね」


「ところがどっこい、いざこっちが突つっ込こんだ質問をするとどうだ？　細けえところは忘れちまっててものの役に立ちゃしねえときた！　だいたい博覧会の他の話題といえばパリで流は行やってるドレスを仕立てただの、新しく雇やとったシェフの作る料理が美う味まいだの、どうでもいい自じ慢まん話ばなしばっかだ！　そんなのはてめえの日記に書いとけっつーんだよ！」


「シャルロット様はお優やさしい方ですね」


　主人に追従する気がまるでないらしいヴィクトールに、ルバートは露ろ骨こつに苦い顔をして見せた。


「今日お持ちになったプディングはシャルロット様が手ずからお作りになったとか」


「手作り？　ゾッとするね」


「ルバート様の好物でございましょう？」


「今日を限りに嫌きらいになりそうだ」


　ルバートは憂ゆう鬱うつそうに唇くちびるをひん曲げながらも手早く着き替がえを済ませる。


　ヴィクトールが主人よりも公爵令嬢を持ち上げる理由はよく分かっていた。三日とあけずにやってくる公爵令嬢は実際のところルバートを心配して来ているからだ。


　ルバートの父親ジェラール・ド・スカラムーシュ男爵の訃ふ報ほうが届いたのは先月のことである。遠えん征せいに同行していたアスプリン公爵──つまりシャルロットの父親の海軍提てい督とく──の書簡によるとアメリア大陸への航海中に船が流氷に激げき突とつし大破、船ごと北氷洋に沈しずんだという。


『山さん賊ぞくの末す裔えが海の真ん中で溺おぼれ死ぬなんて締しまらない話だ』


　報しらせを聞いたルバートはそう冗じよう談だんめかして言ったきりで、それ以降ジェラールの死について一度も言げん及きゆうしていない。遺体がないのに死んだと言われても実感が湧わかないこともあり、遺品の整理にも手をつけていなかった。


「旦だん那な様の訃報に触ふれて以来、ルバート様はお笑いになっていません」


「俺が笑ってない？　そんなわけないだろ」


　ルバートは姿見を覗のぞき込んで確かく認にんした。どんより曇くもった目とふて腐くされた仏ぶつ頂ちよう面づらが映っている。愛あい嬌きようたっぷりの笑え顔がおを作ろうとするが、頰ほおが引き攣つったように歪ゆがんだだけで、底意地の悪そうな皮肉たっぷりの表情にしかならない。


「俺は気が塞ふさいで見えるか？」


「左様で」


「そいつは気がつかなかった」


　ルバートは両手で自分の頰をピタピタと叩たたいた。


「それにしてもガキ臭くせえ面つらだな」


「年相応かと存じます」


　ルバート・スカラムーシュは当年とって十歳の少年である。子供らしくて当然だった。しかも利発かつ愛くるしい美少年（自じ称しよう）ときている。気難しそうに振ふる舞まったところでかえって同情を誘さそうばかりで、人を遠ざける効果は望むべくもない。


「ルバート様に邪じや険けんに扱あつかわれても懲こりずにおいでになるのはシャルロット様のお優しいところです」


「天てん涯がい孤こ独どくになった俺を慰なぐさめようってんなら、ちんくしゃの末っ子じゃなくてメグ姉ねえを寄よ越こしゃいいのに。そしたら俺も無条件にニコニコだぜ」


　アスプリン公爵家の三男四女の兄弟姉し妹まいたちの内、ルバートの一番のお気に入りは長女のマルグリット（メグ）だった。美人で寛かん容ようなマルグリットはやんちゃなルバートを可愛かわいがってくれたが、今はルリタニアの侯こう爵しやく家に嫁とついだため、社交界ではさして有名でもないスカラムーシュ男爵の訃報に触れているかどうかさえ怪あやしい。たとえ知っていたところで侯爵夫人という立場上ルバートのためにわざわざ見舞いに来てもらえるはずもなかった。慰めの手紙のひとつも貰もらえれば万ばん々ばん歳ざいといったところだ。


　鏡に映る物言いたげなヴィクトールの憂うれい顔に、ルバートはフフンと鼻を鳴らした。


「……仕方がねえな。不ま味ずいプディングでも食ってやるとするか。御ご令嬢がおむずかると後が面めん倒どうだ」


　渋じゆう面めんを引っ込めて接待用の澄すまし顔を作ると、ルバートは執事を従えて自室を出た。


　フランスに数多あまたいる地方領主がこぞって真ま似ねているような装そう飾しよく過多な宮きゆう廷てい風デザインとは真逆の、直線主体で質実剛ごう健けんな作りのモノトーンの廊ろう下かを踊おどるような足取りで進む。


「ところで今日の公爵令嬢御一行様は総勢何人だっけ？」


「お付きの侍じ女じよが二名、馬車の御ぎよ者しやと馬ば丁ていの四名です」


「じゃあさっき見たので全員かよ。しょっぺえな……前は十人以上ゾロゾロと引き連れてたはずだろ？」


「人数を絞しぼられたのはルバート様の苦情に従った結果でしょう」


「メイド二人に御者に……ってことは、さっきの若いのは馬丁か？　護衛かと思ったぜ。馬丁にしちゃあずいぶんと育ちが良さそうに見えたが」


「確かに」


　ヴィクトールが同意するということはルバートの見立ても捨てたものではないらしい。


「メイドも馴な染じみのブスペアか。澄まし屋のソフィーにドジっ娘このブリジット……付き合わされるあいつらもいい迷めい惑わくだな」


　大勢いる公爵家の使用人の顔と名前が一いつ致ちするのは、それだけ何度も屋や敷しきに来て顔を合わせている証しよう拠こだった。ルバートは二人を十じつ把ぱ一ひと絡からげにメイド呼ばわりしているが正確にはヴィクトールの言う通り侍女待たい遇ぐうであり、いわゆる使用人よりも格上である。大人ぶるなら配はい慮りよして然しかるべきだろう。


（いっちょソフィーをからかってやるとするか。あいつが慌あわてる面をまだ拝んでないし、シャルも血相を変えるだろうし一石二鳥だ）


　悪戯いたずらを思いついたルバートは軽かろやかにステップを踏ふんだが、不意の出来事がその足を止めさせた。絹を裂さくような女の悲鳴が聞こえてきたからだ。


「──!?」


　ルバートは猟りよう犬けんの速さで廊下を走り抜ぬけた。影かげのように付き従うヴィクトールと共に中庭に面したテラスに駆かけつけると、一目で異変に気付いた。


　初秋の柔やわらかな日差しの下、藍あい色いろのドレス姿の公爵令嬢がテーブルに突っ伏ぷしている。


　行ぎよう儀ぎの悪いことにプディングの皿に顔を埋うずめ、繊せん細さいなブロンドのロールヘアを白いテーブルの上に花びらのように広げている。画期的な食べ方を思いついて発ほつ作さ的に実行に移したわけではないらしい。だらりと脇わきに垂れた右手に握にぎられていた金のスプーンが指の間から滑すべり落ち、白黒のタイルの上で澄んだ音をたてた。


「シャ……シャルロット様……!?」


　普ふ段だんから落ち着いている黒くろ髪かみのソフィーは気き丈じように見えるが、蒼そう白はくな顔で立ち尽つくしたままシャルロットを介かい抱ほうすることも忘れて呆ぼう然ぜんとしていた。栗くり毛げのブリジットが腰こしを抜かしている。先ほどの悲鳴はこちらのものだろう。


　ルバートは床ゆかに落ちたスプーンにプディングが付着しているのを見て、何が起きたのかを察した。シャルロット嬢じようは自分の作ったプディングを試食し──その直後に昏こん倒とうしたのだろう。


（気絶するほど不味かったのか？　それとも──）


　シャルロットを助け起こそうとしたルバートは、頭上から聞こえてきた鳥の声を耳にして手を止めた。


　チリリリ……キチキチキチ……


　駒こま鳥どりの鳴き声に似ているが、それは生きた鳥の声ではなかった。ごく薄うすい金属の板を組み合わせて作られた精せい巧こうな機械仕じ掛かけの発する人工の音色である。


「ヴィクトール！　ここは頼たのむ」


　ルバートは令嬢の容よう態だいを確認することなく踵きびすを返すと、屋内に戻って階段に向かった。途と中ちゆう、壁かべに掛かけてある刃は渡わたりの長いナイフを手に取り、階段に至ると足音を忍しのばせて上っていく。向かう先は三階にある父ジェラールの書しよ斎さいだった。


　蒐しゆう集しゆう家だったジェラールの書斎には大量の本と雑多な美術品が所ところ狭せましと積み上げられている。ジェラールは一日の内の少なくとも一時間から二時間を書斎の奥にある書庫で過ごし、その間は誰だれとも会いたがらなかった。先ほどの駒鳥の声は書庫の扉とびらと連動する仕掛けで、男爵が書庫に籠こもったことを知らせる合図になっている。書庫の鍵かぎはヴィクトールが管理していた。その書庫の扉が開いたということは、死んだジェラールが幽ゆう霊れいとなって舞い戻ったか、招かれざる客が侵しん入にゆうしたかの二つに一つだ。


　ルバートは三階に上がると足音を忍ばせて書斎に足を踏み入れた。裏庭に面した窓と、書庫に通じる扉が手前に開いたままになっていて、書庫内を物色しているらしい物音が聞こえてくる。


（いい度胸だ──面おも白しろい）


　ルバートは胸躍おどる緊きん張ちよう感から思わず舌なめずりをした。プディングに毒を盛ったのはその騒さわぎに乗じて仕事を容易にするためだろうか。しかし盗とう賊ぞくが何を目当てに書庫に入ったのかルバートには見当もつかなかった。ガラクタにしか見えない蒐集品の山の中からお宝を探し出してくれるとなれば感謝してもいいとさえ思える。


　ルバートは書庫の扉の陰かげに身を潜ひそめた。書庫には鉄てつ格ごう子しのはまった天窓しかなく、人が出入りできるのは扉一つきりである。外から扉を閉めれば侵入者を閉じ込めることも出来るが、ルバートはそれをしなかった。盗賊の慌てる顔を見てやろうと思ったからだ。


　息を殺して待つこと数十秒──侵入者は予想したよりも早く書庫から出てきた。


　乗馬服姿の若い男である。扉の陰にいるルバートに背中を向けているため顔は確認できないが、細身ながら肩かた幅はばは広く、筋肉質でしなやかな体つき。服装と体格には見覚えがあった。シャルロットの馬車に同乗してきた馬丁に違ちがいない。


　速すみやかに立ち去るかと思われた馬丁は書庫を出たところで立ち止まり、明るい書斎で持ち出した品を確認している様子を見せた。


「──おい、こそ泥どろ」


　いきなり背後から声をかけられた馬丁は一いつ瞬しゆん棒立ちになり、無防備に振り向いた。馬丁は黒い布で覆ふく面めんをしていた。ルバートは放たれた矢のように飛びかかり、馬丁の顔を狙ねらってまっすぐナイフを突き出した。馬丁は上体をのけぞらせ、とんぼ返りをきって大きく後ろに跳とぶ。四つん這ばいに着地した馬丁の顔から斜ななめに切り裂かれた覆面が落ちた。露あらわになったのは二十代半ばと思おぼしき碧へき眼がん白はく皙せきの美び貌ぼうである。


「馬丁にしちゃ妙みようにヒョロいイケメンだと思ってたが、正体は盗賊とはね。おっと、今や元イケメンと言うべきかな？」


　馬丁の顔の右頰から眉み間けんにかけて斜めに鮮あざやかな朱しゆの線が走り、鮮せん血けつが流れ落ちた。ルバートのナイフは覆面だけでなく顔面をも切り裂いていたのだ。馬丁が咄とつ嗟さに身を躱かわしていなければ顔の肉をごっそりと抉えぐり取っていただろう。


　ルバートは左手で床から分厚い手帳を拾い上げた。馬丁が落としたものである。長年にわたって使い込まれた品らしく革の装丁は端はしがすり切れ、紙の間には大量のメモが挟はさまれて膨ふくれている。適当な箇か所しよを開いてみると、見覚えのある手しゆ跡せきでぎっちりと文章や図が書き込まれていた。


「親父おやじの手記？　こんなものがお前の目当てか」


　青ざめた馬丁の目に狼ろう狽ばいと憤ふん怒ぬがないまぜになった光が宿る。


「ジェラールの……息子むすこか」


「男爵様を付けやがれ、タコスケが。お宝の目星をつけていたわりには書庫の仕掛けを知らないとはお粗そ末まつだな。盗賊としちゃ三流……いや、素人しろうとか？」


　先ほどの身のこなしからただの馬丁ではないと知りながら、ルバートはわざと煽あおるような台詞せりふを吐はいた。手傷は負わせたが油断は禁物だった。


「馬丁にしちゃあ姿が良すぎるし、盗賊が本職とも思えないな。育ちがいい。子供の頃ころから馬に乗ってるな？　体操とフェンシングも？」


　素す性じようを詮せん索さくされて馬丁は自分の立場を思い出したようだった。顔を切られた痛みと屈くつ辱じよくに動どう揺ようしている場合ではない。ルバートから手帳を取り戻もどすか、諦あきらめて逃にげるかを速やかに決断しなければならない──


（こいつはとんだお坊ぼつちゃんだ）


　馬丁の顔には葛かつ藤とうが見られた。まだ逡巡していられる余よ裕ゆうがあると思っているのか。


　不意打ちで後おくれを取ったものの、相手はたかが十歳の子供にすぎない。正面から向き合えば自分の敵ではないと踏んでいるのだ。ルバートから手記を奪うばい返して逃げおおせるのも不可能ではない──そう考えている。だったら即そく座ざに実行すればいいものを、確実にやりとげる自信がないのだろう。殺してでも奪い取るという覚かく悟ごが欠けている。


　その迷いこそルバートの思うつぼだった。ルバートの狙いは時じ間かん稼かせぎにすぎない。一人でこの賊を取り押さえるのは難しいが、ヴィクトールが駆けつければ形勢は逆転する。あとほんの十秒も足止めすれば──


「──ルバート様！」


　ヴィクトールの声が聞こえた。しかし聞こえてきたのは廊下の方ではなく階下からだった。続いて侍女の金切り声とガラスの割れる激しい物音が響ひびく。


「ルバート様、お逃げください！」


「逃げろ──だと!?」


　不可解な警告だった。こちらの状じよう況きようを知らないはずのヴィクトールは何をもって危険だと言っているのか。ルバートの気が逸それた隙すきをついて馬丁が襲おそいかかってきた。ルバートは馬丁の顔の高さでナイフを大きく振ふり、次に脛すねを狙って突つき出した。足に怪け我がを負わせて逃げられなくするつもりだったが、馬丁は飛び退のいてナイフを躱した。ルバートは舌打ちし馬丁とにらみ合う。


　黒い津波のごときものが室内に押し寄せてきたのはその時だった。


　漆しつ黒こくの影が床に広がり、壁から天てん井じように這はい上る。影が馬丁の足に触ふれると、影の中から太さが女の腕うでほどもある実体のイバラが触しよく手しゆのように伸のびた。


　悪夢が現実を浸しん食しよくしたかのような光景に肝きもをつぶした馬丁は床を蹴けり、開いたままの窓から身を躍らせた。


　ルバートはそれを追おうとするもイバラに行く手を阻はばまれた。ナイフで切りつけてみると生木を思わせる手て応ごたえで切断は容易だったが、イバラは怯ひるむ様子もなく生長し続け、見る間に書斎を埋め尽くすほどに増ぞう殖しよくしていく。やむなくルバートは書庫に逃げ込み、内側から扉を閉とざした。


「いったい何だってんだ、あのイバラは!?」


　そう口にして初めてルバートはあれこそがヴィクトールが警告した未知の危険そのものだと思い至った。書庫の天窓には鉄格子がはまっているが、ルバートの体格なら通り抜けられるかもしれない。とはいえ屋根の上に出られたところで謎なぞのイバラに取り囲まれては逃げようもない。


「退たい屈くつな一日になるかと思ったが案外そうでもなかったな」


　執しつ事じがこの場にいれば気の利きいたコメントのひとつも返してくれるところだが、ひとりでは冗じよう談だんも様にならなかった。


　シャルロットの容態が気になったがヴィクトールに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだろう。救出が来るまでの間の籠ろう城じようを決め込み、ルバートは父の手記を開いた。


　ページの間に挟まれていた大きめの紙は地図だった。しなる鞭むちのように蛇だ行こうして都市の中央を走る川、そしてそこに浮うかぶ船のような中なか州すの島──ひと目でフランスの首都パリだと分かる。


　しかし奇き妙みような点が多々あった。ツルツルとした手て触ざわりの紙質というのも珍めずらしいが、地図があまりに精密すぎる。写真だとすれば高性能のカメラを使い、気球でかなりの高度から──おそらく千メートル以上の高みから撮さつ影えいされたものだろう。問題は後からジェラールによって書き加えられたと思おぼしき注ちゆう釈しやくである。


『一五〇〇年頃ごろのガルリア王国の王都ルテシア（現在のパリ）』


　わずかな単語の組み合わせにすぎないにもかかわらず、その内容は何度読んでも納なつ得とくしがたいものだった。


「およそ三百八十年前？　この地図が？　それにパリは千年以上前からパリのはずだろ。大昔は『ルテシア』と呼ばれていたって……そんな話は聞いたことがないぞ。ガルリアなんて国名も知らないな」


　フランスがガルリアなる国に侵しん略りやくされてパリを奪われた時期があった──そう考えれば納得もできるが、ルバートの学んだフランス史にそんな出来事はない。


　後でヴィクトールに確かく認にんしようと考え、ひとまず地図の謎は保留にしてルバートは他のページを調べた。他人に読ませることを考こう慮りよしていない書き方のうえ、知らない言葉が多すぎるため気になった箇所だけを適当に拾い読みしていく。頻ひん出しゆつする単語から、この手記が何について書かれたものかはすぐに分かった。


「〈アルフライラ〉──失われた魔ま法ほう文明の遺物？　親父のやつ、ただの学者かぶれじゃなかったのか」


　ページの間から銀色の金属板がこぼれ落ちた。


　手に取ってみるとそれは辺に微び妙みような丸みを帯びた六角形のコインで、片面には六芒星ヘキサグラムの図形と見たこともない文字が彫ほられていた。裏側（あるいは表側）には精せい緻ちなレリーフで美しい女性の肖しよう像ぞうが描えがかれている。表面にこびり付いた錆さびや汚よごれからするとかなり古いもののようだが、コインそのものはエッジが立っていて鋳ちゆう造ぞうされたばかりにも見える。


　一いつ般ぱんに〈アルフライラの遺物〉と呼ばれる物体はダイヤモンドよりも硬かたい未知の金属でできていて、現代の技術では加工も破は壊かいもできないと言われている。このコインも遺物のひとつだろう。遺物の中には失われた魔法の力を宿した〈秘宝〉が存在すると噂うわさされている。馬丁がこの手記を狙ったということは──


「親父の手記に〈アルフライラの秘宝〉の手て掛がかりがある？　つまり本物の魔法があるってことか……」


　いつしかルバートの目は好こう奇き心しんに輝かがやき、口元は綻ほころんで白い歯を覗のぞかせていた。


　手記の紙面に影かげが落ち、書庫内が暗くなった。見上げると黒いイバラが天窓を覆おおっている。ほどなくガラスが破られ、イバラの触手が束になって書庫に侵入してきた。


「……てことは、こいつも魔法絡がらみの何かか!?」


　ルバートは近くに置いてあった小こ振ぶりの斧おのを手に取った。人間相手ならナイフだが相手が木なら斧の方が有用だろう。応戦しようと身構えたが、イバラの束は奇妙な動きを見せた。普ふ通つうの植物の生長を何百倍にも加速したような動きが急に鈍にぶり、イバラ同士が絡からみ合って柱のような塊かたまりを形作る。


　ルバートはその塊の形にどこか既き視し感を覚えた。幹のねじくれた大木のシルエットが別の生き物を連想させるのと同じような錯さつ覚かくかと思ったが、イバラはそんな考えを否定するように明確な形をなして生長を止めた。


「……まさか、だろ？」


　ルバートの顔から再び笑えみが消えた。


　斧を持ったままイバラの柱に近寄る。束になったイバラは、その表面にまるで騙だまし絵のように人の形を浮き彫りにしていた。書庫の扉とびらの向こうからヴィクトールの切せつ迫ぱくした声が聞こえてくる。


「ルバート様！　ご無事ですか!?」


「俺は大丈夫だ。ヴィクトール……ひとつ確認するぞ。シャルロットの容よう態だいはどうだ？」


「それが──」


　ジェラール男だん爵しやくの訃ふ報ほうを告げた時でさえ冷静だったヴィクトールが口ごもった。それだけでルバートにはもう充じゆう分ぶんだった。人の生死ならまだこの世の理ことわりの内である。ならば、目の前で起きているこの現実はその埒らち外がいにある出来事に違いない。


「こいつは……とんだ眠り姫だな」


　イバラの柱に浮かび上がったのは──公こう爵しやく令れい嬢じようの生き写しの像だった。
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　午後から降り始めた雨は、夜には嵐あらしになった。


　ブーローニュの森の西の外れにひっそりと建つ寂さびれた古い教会堂──


　老ろう朽きゆう化した建物を不気味に軋きしませる、吹ふき荒すさぶ強風と横よこ殴なぐりの雨。


　その風雨の最中に、激しく扉を叩たたく音が響いた。


　応対に出た老司祭は扉を開いてカンテラをかざし、驚おどろきに細い眉まゆを上げた。


　扉の外に立っていたのは、鍔つばの広いソフト帽ぼうを目ま深ぶかにかぶり、インバネスコートを羽織った男だった。嵐の中をどれほど歩いてきたのか全身ずぶ濡ぬれで、ブーツばかりかズボンの膝ひざの辺りまで泥どろ塗まみれになっている。男の右みぎ腕うでの肘ひじから先はシーツを裂さいて作ったらしい包帯代わりの布で巻かれ、首から吊つるされていた。


　男は左手で帽子を取って顔を見せた。まだ二は十た歳ちにもならない青年である。無ぶ精しよう髭ひげがなければ女性と見み紛まがいかねない優やさしげな美び貌ぼうの持ち主だった。見るからに憔しよう悴すいしきっており、司祭を見つめる翠みどりの双そう眸ぼうには追い詰つめられた獣けもののような必死の色がある。胸まで届く豊かな銀ぎん髪ぱつが雨に濡れ乱れ、額や頰ほおに張り付いている。
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「夜分に押しかけて申し訳ありません……司祭様、どうか僕の告白を聞いてください」


　青年は歯の根も合わない様子で震ふるえている。


「お入りなさい。すぐに毛布と温かい飲み物をお持ちしましょう」


「お気持ちだけで十分です。今の僕には時間が……時間が、ない」


　招き入れられた青年は、堂内の一いち隅ぐうに作り付けられた告解室を見つけると迷わず足を運び、倒たおれ込むように中に入った。司祭はもう一方のボックスに入り、格こう子し状の衝つい立たて越ごしに青年と向き合った。


「迷える子羊よ、汝なんじの罪を告白なさい」


「……罪？　僕にいったいどんな罪があるというのでしょうか？」


「貴方あなたは神の前で自分の犯した罪を告白し、赦ゆるしの秘ひ跡せきを得るためにいらしたのではないのですか？」


「これが僕の罪の報むくいだというのなら、理由を教えてもらいたいくらいです」


　青年は包帯を巻かれた右腕を押さえた。


「僕は罪の告白に来たのではありません。これから僕が話す内容を書き留め、故郷の父に伝えてもらいたいのです。でなければ……僕の身に何が起きたのか、どうして姿を消すことになったのか──誰だれにも知られないままになってしまう。だからどうか……どうかお願いします」


「つまり代筆を頼たのみたいと？　承知致いたしました。お名前を伺うかがっても？」


「ボガート……レミー・ボガート。アルビオン・ハートフォード領主の次男で、エリュシオン芸術大学美術学部の学生です。留学のためにパリに来て二か月になります」


　司祭が紙と羽根ペンを用意したのを確認すると、青年ボガートは語り始めた。


「あれは二日……いや、もう三日前になるのか……大学の友人たちと夜中まで飲んだ帰りで……時刻は確か午前三時をいくらか過ぎていたと思います。一人でアパルトマンに帰る途と中ちゆう、運河沿いの道を歩いていると不意に大きな水音を聞いたんです。興味を惹ひかれて岸に近寄ってみると、一人の男が水の中から這はい上がろうとしている。さては酔よっ払ぱらいが足でも滑すべらせたかと思って見ていると、男はずいぶん弱っているらしく、自力で桟さん橋ばしにも上がれない様子だった。放っておけば溺おぼれかねないと思った僕は、すぐに駆かけ寄よって手を貸しました……紳しん士しとして当然そうすべきだと考えたからです。それが取り返しのつかない事態を招くとも知らずに──」


　ボガートは忌いま々いましげに頭かぶりを振ふった。苦い悔かい恨こんが眉み間けんに深い皺しわを刻む。


「正しい行いに必ずしも善い結果が伴ともなうとは限らない──それが人の世の常です。ですが正しい行いをして望む結果が得られなかったとしても、己おのれを恥はじることはありません。勇気ある行こう為いはそれそのものが尊いのですから」


　司祭の言葉に慰なぐさめられ、ボガートは気を取り直して話を続けた。


「男を桟橋に引き上げてみると、月明かりの下でさえそれと分かるほどの酷ひどい怪け我がをしていました。まるで猟りよう銃じゆうの散さん弾だんを正面から浴びたような、人相の判別も難しい有様で……しかし助けを呼びに行こうとすると、男は僕を引き留めてこう言いました。


『遺産を受け取ってくれ』


　──と」


　青年の顔に痛みとも怯おびえともつかない表情がほんの一いつ瞬しゆん、掠かすめた。


「それで貴方は、今際いまわの際きわにある男の遺言を聞き入れたわけですね」


「是ぜ非ひを判断するだけの猶ゆう予よも与あたえられませんでした。男は右手を差し出して僕の手を摑つかみました。今にも息絶えんとしている男とは思えない、万力に挟はさまれたような力で握にぎられた次の瞬間──掌てのひらを通して僕の腕うでの中に何かが侵しん入にゆうしてきたんです！」


　ボガートはその時の恐きよう怖ふが蘇よみがえったように血走った目を瞠みはる。


「骨に楔くさびを打ち込まれたような凄すさまじい痛みと、血肉が凍こおりつくほどの冷たさを感じ、僕は思わず悲鳴を上げました。振り解ほどこうとしても男は決して力を緩ゆるめず──何十秒か何分か経たって……解放されたのは男が事切れた後です。僕は恐おそろしくなってその場を逃にげ出し、アパルトマンの自分の部屋に帰り着いたのですが、それから間もなく全身を駆け巡めぐる激痛のため気を失いました」


　ボガートの額からしたたり落ちる滴しずくの半分は雨水ではなく脂あぶら汗あせだった。悪お寒かんのためか蒼そう白はくな顔色がさらに蠟ろうのように白くなっている。


「具合が悪そうですよ。せめて身体からだを拭ふいて……」


「いけません……確かに僕の身体は冷えて弱っていますが、それでいいんです。今の状態が最も安全だから」


「安全とはどういうことです？」


「僕の中の〈悪あく霊りよう〉が眠っている今だからこそ、この身体は僕の自由になっている……だからですよ……さあ、話はまだ終わっていません」


　青年の身に起きていることの異常さに気付き始めた司祭は険しい顔つきになりながらも黙だまって頷うなずいた。


「目覚めたのは翌日の午後でした。全身が高熱に浮うかされたようにだるく、しかし同時に芯しんから冷えているような異様な感覚がありました。目覚めた僕はすぐに外出し……死体公示場モルグへ向かいました。パリのモルグといえば有名ですからどういった場所かは御ご存ぞんじでしょう。身元不明の遺体が一般に公開され、信じがたいことに驚くほど多くの市民が暇ひま潰つぶしの娯ご楽らくとして見物にやって来る──」


「貴方は昨夜の男の遺体がそこにあるのではないかと考えたのですね？」


「いいえ……確かに男の遺体はモルグにありました。しかし僕の目当てはそれではなかった……僕が観察していたのは、男の遺体を確かく認にんしに来た人間の方です」


「それは何な故ぜですか？」


「……分かりません」


「分からない？」


「目覚めた時から僕の身体は僕のものではなくなっていたからです。肉体の感覚はあるものの、まるで他人の夢を覗のぞき見ているように、その行動に自分の意志はなかった……死んだ男の〈悪霊〉に取り憑つかれていたんです」


　司祭はわずかに眉をひそめたが青年の話を否定はしなかった。


「〈悪霊〉は自分の遺体が並べられたモルグで誰かを待っているようでした。そして……モルグが閉まる間際にやって来た一人の男に目をつけ、その男を尾び行こうしました。建設現場で働く労務者風の体格のいい三十代の男でしたが……」


「その男に見覚えは？」


「僕の記き憶おくにはありません。覚えているとすれば〈悪霊〉の方でしょう。しかし何のつもりでその男を追ったのか、今となっては……何故って〈悪霊〉は途中で別の人間を追い始めたからです」


「別の人間？」


「労務者風の男はパブに入り、僕──つまり〈悪霊〉はしばらく路地の陰かげで待っていたのですが、パブの裏口から出てきたギター奏者風の瘦やせた長ちよう髪はつの男を見ると、そちらを尾行しはじめたんです。その後も尾行相手は次々に変わりました。男であるという以外には何ら共通点のない……太っていたり瘦せていたり、年ねん齢れいも若者から老人まで、見るからに貧しい身なりの者もいれば裕ゆう福ふくな商人風の男もいた。人種も様々で、髪かみや肌はだや目の色まで違ちがう……丸二日かけて十人以上の人間を尾行しました」


「〈悪霊〉は何を手て掛がかりにして尾行相手を選んでいたのですか？」


「僕は見ているだけで〈悪霊〉の考えまでは……ただ、そう……足あし跡あとが光って見えたような……蝶ちようの鱗りん粉ぷんのようにキラキラと光るんです。〈悪霊〉はそれを目印に追っていたようです。だからどんな人ひと混ごみの中でも見失わなかった。あれは……今になって考えると『臭におい』のようなものなのかもしれない。警察犬が優すぐれた嗅きゆう覚かくで遺留品の『臭い』を覚えて犯人を追つい跡せきするように──」


　ボガートはペンで供述を書き留めている司祭の手元に視線を落とした。


「どうされました？」


「いえ……何でも……たぶん気のせいです」


「それで〈悪霊〉の尾行はどうなったのです？　その目的は？」


「僕に〈悪霊〉の考えは読めませんが、その感情は伝わってきました。底なしの暗黒の淵ふちを覗き込むような……どす黒い憎ぞう悪おで塗ぬり固められた執しゆう念ねん……あれは紛まぎれもない殺意です。尾行相手が隙すきを見せるたびに僕の中に〈悪霊〉の殺意が膨ふくれあがり、爆ばく発はつしそうになるのを必死で抑おさえました。肉体は支配されていても、理性の働きによって〈悪霊〉が凶きよう行こうに及およぶのを押し止めることだけはどうにか……」


「今は貴方自身の意識で身体を支配できていますね？」


「ええ……この嵐あらしのおかげです。〈悪霊〉は僕の体力の限界などお構いなしに、不ふ眠みん不休で尾行を続けましたからね……尾行相手が馬車に乗ったため徒歩でこの近くまで追跡してきたのですが、雨に打たれて衰すい弱じやくし、〈悪霊〉は遂ついに眠ねむりにつきました。しかし体力が回復すれば──再び乗っ取られるでしょう」


　すべてを語り終えたというようにボガートは安あん堵どの息を吐はいた。


「以上が僕の告白です……それを書簡にしてソートレル通り五五五番地のアパルトマンの大家ヴィドック氏に託たくしてください。間違いなく父に届けてくれるはずです」


「こんな話を知らせたところで父君を困こん惑わくさせるだけではありませんか。安心も納なつ得とくもできそうにない……あまりに謎なぞが多すぎる」


「こんな事態に直面した紳士がいかに振る舞まうべきか──父なら理解してくれます」


「お待ちなさい！」


　椅い子すから腰こしを浮かせた青年を、司祭は鋭するどい声で制止した。青年の目つきに悲ひ壮そうな決意を読み取ったからだった。


「この嵐の中をどこへ行くというのですか？　まさか〈悪霊〉に乗っ取られる前に、自分で自分に始末をつけるつもりではないでしょうね!?」


「僕には時間がない……そう言ったはずです」


「絶望して早まってはいけません。たとえ相手が〈悪霊〉でも戦う方法はあるはずです。貴方の愛する人を、貴方を愛している人のことを考えるのです」


　この説得は図星を指し、青年の心をかき乱し狼ろう狽ばいさせたようだった。ボガートは苦く悩のうに歪ゆがむ顔を左手で覆おおい嘆たん息そくする。


「ああ──アデル……アデル！　僕はもう君には会えない……!!」


「迷える子羊よ、お座りなさい。手紙を書く他にも貴方あなたの力になれることがあります」


　ボガートが言われるままに腰を下ろすと、司祭は格子に顔を寄せて語りかけた。


「まずひとつ謎解きをして差し上げましょう。あなたに取り憑いた〈悪霊〉の目的です」


「話を聞いただけの司祭様に何がお分かりに……？」


「貴方のお話の中に十分な手掛かりがありましたよ。運河で出会った男は何者かと争い重傷を負っていた。その男が〈悪霊〉となって貴方の肉体を乗っ取ってまで追っていた相手というのは──自分を殺した仇と考えるのが妥だ当とうでしょう」


「しかし尾行した相手は何人もいました」


「いいえ、たったひとりですよ」


「……ひとり!?」


　司祭の話に興味を惹かれた青年が顔を上げた。


「貴方は尾行相手に共通する『臭い』のようなものがあったとおっしゃいましたね？　それが証しよう拠こです。姿形は変えられてもその『臭い』までは消せなかった」


「つまり変装だったと!?　確かに性別は同じでしたが……年齢や背格好や歩き方まで違っていましたよ？」


「優れた俳優であれば全くの別人になりきることも可能でしょう。ともかく、貴方の置かれた状じよう況きようは異様ではあってもそう複雑なものではありません。二人の男の争いに巻き込まれた被ひ害がい者しやだということです」


　司祭を見つめるボガートの顔つきが変わっていた。暗くら闇やみに一筋の光明が差し込んだように目に潤うるおいが戻もどっている。いまだ戸と惑まどいはあるものの、性急に答えを出すべき状況ではないと理解した顔だった。


「今度はこちらの問いに答えてください。その右手を──見せていただけますか？」


　ボガートはしばし躊ちゆう躇ちよしたが、もはやこの老司祭に従うほかないと悟さとり、右みぎ腕うでを覆い隠かくしていた包帯を解いた。


「むう……」


　そこに現れたものを目にした司祭は低く唸うなった。青年の右腕の肘ひじから先は金属の光こう沢たくを帯び、手首から先は水銀に浸ひたしたように滑なめらかな銀色に輝かがやいていた。


「それが貴方の譲ゆずり受けた〈遺産〉ですか……なるほど」


「この半ば金属と化した右手は僕の自由になりません。もう好きな絵を描かくことも……」


「〈アルフライラの秘宝〉なるものを御存じですか？」


　唐とう突とつな質問に、ボガートは怪け訝げんそうに片かた眉まゆを上げた。


「噂うわさで耳にしたことはあります。アルフライラと呼ばれる古代文明の遺物で、現代の技術でも真ま似ねできないほど精せい巧こうな加工が施ほどこしてあって……美術品としても極きわめて高価な代しろ物ものだとか。中には古代の魔ま法ほうや呪まじないのかかったものがあるとも──」


「貴方の右腕に融とけ合わさったものは、おそらくその〈秘宝〉のひとつでしょう」


「そんな……まさか！」


「驚おどろくのも無理はありません。人体と融ゆう合ごうした〈秘宝〉は私も初めて目にします。しかもそれを介かいして自分の魂たましいを他人に乗り移らせるとなると、やはり魔法の器うつわと考えて間違いないでしょう」


「その古代の秘宝についての知識をお持ちなんですね？　これを僕の腕から取り除くにはどうすれば……!?」


「〈秘宝〉は単に道具にすぎません。問題は取り憑いた〈悪霊〉の方です。元の持ち主の死霊を取り除くことが出来れば──幸いにしてここは教会堂で私は司祭です。悪霊退治を試みるには絶好の場所だとは思いませんか？」


「悪霊……退治!?」


　不意にボガートは見慣れないものに出会ったように当とう惑わく顔がおになった。慈じ悲ひ深ぶかく聡そう明めいな司祭が浮かべた微笑ほほえみ──そのどこか不敵な表情と愉たのしんでいるような物言いに違い和わ感を覚えたのだ。


「くっ──!!」


　青年の頰ほおが苦痛に歪む。司祭はどうしたのかと問い質ただそうとして絶句した。


　金属と化した右手が変形し始めていた。


　伸のびた食指と中指が癒ゆ着ちやくし、一本の太い棒状になる。司祭に向けられたその先せん端たんには穴が開き、銀色の筒つつの内側に螺ら旋せん状の溝みぞが一いつ瞬しゆんで刻まれた。


「だ、駄だ目めだ……抑えられない!!」


　直後、苦く悶もんの叫さけびとともに銃じゆう口こうから銀色の激光が迸ほとばしった。目ま映ばゆい閃せん光こうが衝つい立たてを貫つらぬき、司祭のいる側のボックスが爆ばく裂れつする。


「なん……て……ことだ──」


　ボガートは半はん壊かいした告解室からよろめきながら歩み出た。辺りには焼け焦こげた木もく片へんが散乱している。呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ青年は司祭の姿を求めて顔を巡めぐらせたが、影かげも形も見当たらない。


「親切な司祭に向かっていきなりぶっ放すやつがあるか」


「────!?」


　その声にボガートは頭上を振ふり仰あおいだ。


　身長に倍する高みにある教会堂の梁はりに両足を引っかけ、天地逆さまにぶら下がっている男がいる。


　激光を受けた黒い法衣は見る影もなく破れ、その下に着込んだ金属の小片を鱗うろこのようにびっしりと貼はり付けた奇き妙みような服が露あらわになっていた。司祭はフックにしている足を梁から離はなすと、空中で猫ねこのように身体からだを捻ひねり、半回転して床ゆかに降り立った。体重を感じさせない軽かろやかな身のこなしで、着地しても足音が聞こえない。到とう底てい老人とは思えない見事な体術に度ど肝ぎもを抜ぬかれていると、司祭はボガートの右手に目を向けた。


「そいつが噂のシルバーガン──〈銀の指〉の正体ってわけか。ちょいとビビッたが……俺を仕留めるには少々威い力りよく不足ってとこだな」


「し、司祭様……貴方はいったい……!?」


　ボガートは自身の右手と司祭の変化を目まの当たりにして二重に狼狽した。


　先ほどまでの穏おだやかで威い厳げんのある声とは似ても似つかない、若々しく尊大な声こわ色いろ。態度を一変させた司祭はからかうような笑えみを浮うかべてウインクすると、


「落ち着けよレミー・ボガート。疲つかれすぎて脳のう味み噌そが腐くさったプディングにでもなっちまった気分だろうが、冷静になって考えりゃ答えはすぐだ」


「つまり……僕が……いや〈悪あく霊りよう〉が追っていた男というのは──」


「ウイ、ジュ・スゥイ！」


　司祭は掌てのひらで自分の顎あごから額へと顔を撫なで上げた。皺しわに覆われた老人の顔が仮面を外すように綺き麗れいに剝はがれ、その下から浅黒い肌をした精せい悍かんな若者の顔が現れる。白はく髪はつのカツラを取り、破れた法衣を脱ぬぎ捨てると、そこには老司祭の面おも影かげは微み塵じんも残っていなかった。司祭は六十を過ぎていそうだったが、この若者はボガートとそう変わらない年とし頃ごろに見える。


「自己紹しよう介かいする間、その物ぶつ騒そうな右手を黙だまらせておけよ」


　偽にせ司祭は指を鳴らして警告すると、芝しば居いじみた身み振ぶりで胸に手を当て、視線をボガートから外すことなく深々とお辞じ儀ぎした。


「俺の名はジェスター。遠からず〈ジェスター・ザ・ルースター〉の二つ名で有名になる予定の男さ」


　ジェスターと名乗った男はどこからか取り出した櫛くしで短い金きん髪ぱつを整えた。カツラをかぶるために押さえつけられていた前まえ髪がみを立たせると、手の中の櫛は魔法のように消え失うせる。


　仕草のひとつひとつが洗練されていて無む駄だがなく、そのくせどこか色気を感じさせる。


　野性的でありながら卑いやしからざる整った面おも立だち、陽気に輝く瞳ひとみと悪戯いたずらっぽい笑みを含ふくんだ口元──やんちゃで落ち着きのない少年がそのまま成長したような愛あい嬌きようと危なっかしさが同居していた。


　スリムな体つきに見えるが、実際は強きよう靭じんなバネを秘ひめた体操選手のように鍛きたえ上げられた肉体の持ち主である。その身体を包んでいるのは黒い革のスーツで、第二の皮ひ膚ふのように身体の輪りん郭かくに沿っている。その表面に鱗のように貼り付けられているのは薄うすい金属片ではなく古いコインだった。この男は大量のコインを鎧よろいのように身に纏まとっているのだ。


「財さい布ふやポケットを小銭でパンパンに膨ふくらませるのが嫌いやでね」


　ボガートの疑念を察したらしいジェスターが説明したが、誰だれにでもジョークだと分かる言い訳だった。わざわざ大量のコインを身につける理由にはなっていない。〈自惚れ屋ルースターの道どう化け〉を名乗るだけあっていかにも人を食った態度だ。


「君は……いったい何者だ？」


「肩かた書がきに何か意味があるのかい？　司祭にも流しのギター奏者にも裕ゆう福ふくな大商人にも化けられるってのに。それとも本名を知りたい？　身の上話でもしようか？」


「……質問を変えよう。君は僕が運河で出会った男を知っているんだな？」


「さあ？　知らないね」


　ムッとするボガートに、ジェスターは肩をすくめておどけて見せた。


「その男のイニシャルがＪ・Ｄで、〈銀の指〉を持つ凄すご腕うでの殺し屋だって噂以外はね」


「殺し屋……」




[image: ]


「手ぶらのくせに大たい砲ほうを隠し持てるんだ。暗殺には持ってこいだよな。ま、俺の敵じゃあなかったがね」


「するとあの男の傷は……君と戦った結果か」


「悪業の報むくいってやつさ。ところがどっこい、モルグからしつこく尾行つけてくる野や郎ろうがいると思ったら死体になった当の御ご本人の亡ぼう霊れいとはね。どうあっても自分の仇かたきを取らないことには収まらないってわけだ。ゾッとしねえや」


　ジェスターはいかにも面めん倒どうくさそうに顔をしかめて鼻に皺を刻んだ。


「しつこい悪霊はとっとと地じ獄ごくの底に蹴けり落としてやろうぜ。それにはレミー・ボガート──おたくにも協力してもらわないとな」


「僕に……どう……!?」


　ボガートの目の焦しよう点てんが合わなくなり、ガクリと首が垂れた。


　右肩から首筋にかけて何本もの銀色の糸が這はい上っていく。皮膚から染しみ出した水銀が顔の右半分を瘤こぶのように覆った。


　再び面おもてを上げた青年を見て、ジェスターは息を呑のんだ。ボガートの顔の右側に水銀でできたもうひとつの小さな顔が現れたからだ。瞳のない目が開き、小さな歯が鋸のこぎりのようにびっしりと並んだ口から耳みみ障ざわりな叫び声が上がる。


『ジェェェェェェスタァァァ～～!!』


　それは、金属を擦こすり合わせて無理矢理に人の声に似せたような、聴きくだけで肌はだが粟あわ立だつ不快極まる〈悪霊〉の声だった。





　　　　[image: ]





『ククク……ようやく追い詰つめたぞ！　この十分に馴な染じまない身体を使って尾び行こうするのは少々骨が折れたがなあ～』


　レミー・ボガートが完全に〈悪霊〉に乗っ取られたのを知り、ジェスターは舌打ちした。


「追い詰めた？　まあおたくがそう思いたきゃ思ってりゃいいさ。こっちは野の良ら犬に懐なつかれて面倒くせーって気分なだけだが」


『強がるなよ小こ僧ぞう。お前の変装もタネ切れだろう。パリ周辺の隠れ家もここが最後のはずだ』


「てめーの正体を見極めるために戦いやすい場所に誘さそい込んだとは思わねえのか？　Ｊ・Ｄ……Ｊ・Ｄ？　そうか──ジャン・デュパンか！　要は名無しの権兵衛じゃねえか。ひでぇ手て抜ぬきだ。偽ぎ名めいにしてももっと気の利きいたのにしやがれ」


『名前など問題ではない。シルバーガンの持ち主は代々Ｊ・Ｄを名乗る。このボガートというガキもすぐにＪ・Ｄになる』


「なんだと？　まさかてめえ……」


　ジェスターはきな臭くさい顔になりＪ・Ｄの銀の面を指した。


「身体を乗っ取ったのは今回が初めてじゃないってのか？　シルバーガンを魂の器にして他人の身体を取とっ替かえ引っ替え……？　いったい何人犠ぎ牲せいにしやがった!?」


『食ったバゲットの数をいちいち覚えているか？　肉体など所しよ詮せんは仮の宿、使い捨ての容いれ物にすぎん。フフ……永遠不ふ滅めつなるは我が魂のみだ』


「胸むなくそ悪い……てめえはなルりーたキてーじゃねえ。もう何年も……下手すりゃ何十年も前からやってるベテランの〈悪霊〉ってわけか。ああん？　ふう～ん……へへっ」


『何が可お笑かしい？』


　Ｊ・Ｄは不ふ審しんな顔つきになった。一度は怒いかりを露わにしたジェスターが一転、満まん更ざらでもないといった風の薄ら笑いを浮かべたからだ。


「いやあ……ある意味、大先せん輩ぱいにデビュー戦の相手をしてもらって光栄だな～と。そしてそんな大物に勝っちゃう俺って超ちようカッコイイ～って思ってね。ついでに……てめーみたいな死に損ぞこないを地獄送りにしても誰にも文句は言われねえしな！」


『威い勢せいだけは一人前だな小僧。〈悪霊〉に勝てるつもりか？』


「そっちこそ忘れたのか？　すでに一勝してるんだぜ」


『そうか……ならば一イ勝ー一ブ敗ンにしてやろう。三戦目はないがな！』


　シルバーガンが火を噴ふいた。ジェスターの背後の円柱が抉えぐられ破は片へんをまき散らす。


「外れたぞ。よく狙ねらえ」


　ジェスターは散歩の途と中ちゆうにふと物思いにとらわれて立ち止まった詩人のような優ゆう雅がな姿勢のままで挑ちよう発はつした。Ｊ・Ｄが再びシルバーガンを撃うつ。ジェスターが上体を仰のけ反らせると、魔ま弾だんはその鼻先を通過して背後の壁かべに拳こぶし大だいの穴を穿うがった。


『貴様……魔避よけの護ご符ふを!?』


「言ったろ？　ちゃんと狙わないと当たらないってな。その指鉄砲はずいぶんと狙いが付け難にくそうじゃないか。見てから余よ裕ゆうで避けられるぜ」


『この〈銀の指〉が至近距きよ離りからの不意打ちの暗殺にしか使えないとでも？』


　シルバーガンの輪郭が融とけて手から分ぶん離りし、瞬またたく間に水平二連の短い銃じゆう身しんを持つショットガンに変形した。本物の銃であれば木製の銃把までメッキしたように銀色に輝かがやいている。


　ジェスターは素す早ばやく右手を突つき出し、熊くま手でのように指を鉤かぎ状に曲げた。


『──ぬうっ!?』


　Ｊ・Ｄの右手が前方に伸のびきった。月光が凝ぎよう固こしたような朧おぼろな手の影がシルバーガンの銃身を摑つかみ、ジェスターの方に引き寄せようとしている。


『シルバーガンを取り上げようというのか？　無駄だ！』


　バチッと何かが破は裂れつするような音がして、〈月つき影かげの指〉はシルバーガンから離れて霧む散さんした。ジェスターは手を引っ込め歯は嚙がみする。


『今のは何だ？　魔法にしては随ずい分ぶんとチンケな芸だな！　見た目は手持ちの銃に変わってもシルバーガンはこの肉体と一体化している。銃だけを奪うばい取れるものか！』


「……本当に覚えていないのか？　この俺にどうやって負けたのか」


『思い出させてみろ。この俺をもう一度殺してな！』


　Ｊ・Ｄは嘲ちよう笑しようし、ショットガンを腰こしだめに構えてトリガーを引いた。魔法の散弾がジェスターの胸部を直ちよく撃げきし、銀色の火花を散らす。吹ふっ飛とばされたジェスターは──しかし、空中でとんぼをきり、一回転して足から着地した。


　魔弾の効果に疑念を抱いだいたＪ・Ｄは即そく座ざに第二射を放つ。二発目の散弾は初弾よりも拡散し、全身に魔弾のシャワーを浴びせたが、ジェスターは両りよう腕うでで顔面を防ぼう御ぎよしたのみでこれに耐たえきった。


『……何な故ぜだ!?　このシルバーガンの魔弾はただの弾丸とは違ちがう。厚さ一センチの鉄板を紙のように貫かん通つうできる。そのぺらい魚鱗鎧スケイルアーマーごときで……』


「単純な仕し掛かけさ」


　ジェスターの指の間に辺が膨らんだ正三角形のコインが現れる。


「こいつも〈アルフライラの遺物〉──つまり物理的に破は壊かい不可能な金属でできてる。このコインで鎧を仕立てれば最高の防弾服の出来上がりってわけだ。コインならその辺の土産みやげ物もの屋でも買えるしな」


『コインだと？　くだらん……実にくだらんアイデアだ。確かに鎧そのものは無敵かも知れんが……中身の方はどうだ!?』


　シルバーガンが輝き、銃身の両側から翼つばさのようなパーツが伸びた。


　それが弓だと気付いたジェスターは開いた両手を正面に突き出し、見えない壁を撫でるように二重の円を描えがく。クロスボウに変形したシルバーガンから〈光の矢〉が放たれた。破壊エネルギーを凝ぎよう縮しゆくした矢はジェスターの描いた円に接せつ触しよくすると炸さく裂れつし、青白い閃せん光こうと爆ばく風ふうを撒まき散らした。


『小僧──やはり貴様、魔法を使うか』


　爆発の中心にいながら無傷で立っているジェスターを目まの当たりにして、Ｊ・Ｄは初めて警けい戒かいする様子を見せた。


「さすがに〈レベル[image: ]〉の直撃に耐えられるかどうか試ためすほど馬ば鹿かじゃない」


　そう答えるジェスターの顔からは余裕が消えていた。口元に貼はりついた笑えみも強こわ張ばり気味だ。


『お前の考えを当ててやろう。シルバーガンが魔弾のレベルに応じて形を変えるとして、果たしてこのクロスボウよりも上があるのか？　あと何発残しているのか？　自分の扱あつかえる魔法の盾たてはレベル[image: ]が上限だが──』


「どうしてレベル[image: ]までだと言い切れる？」


『レベル[image: ]を超こえるカテゴリーの魔法を使える者はごくわずかだ。コインで鎧を作るようなコソ泥どろ風ふ情ぜいに扱えるわけがない。さっき見せた〈遠くの物体を手元に引き寄せる魔法〉にしたところで初歩も初歩、レベル[image: ]にすぎん。貴様は正式な魔法使いとしてのイニシエーションすら受けていない、見み様よう見み真ま似ねでやっているだけの素人しろうとだ……違うか!?』


「おいおい、自じ虐ぎやく的すぎるだろ。俺が素人なら、その素人に負けたあんたは何だ？」


『その減らず口もそろそろ聞き飽あきたぞ』


　Ｊ・Ｄがクロスボウを構える。ジェスターが再び正面に魔法円の盾を展開すると、Ｊ・Ｄはシルバーガンを天てん井じように向けてトリガーを引いた。放たれた〈光の矢〉はジェスターの真上で炸裂し、無数の針の散弾と化して降り注ぐ。


「ちいいっ！」


　ジェスターは床ゆかに転がりながら魔法円の盾を頭上にかざして魔弾のシャワーを防いだ。直撃は免まぬかれたものの周囲に着弾した爆圧で身体からだは木の葉のように翻ほん弄ろうされる。攻こう撃げきを耐えしのいで身を起こしたジェスターの顔が青ざめた。シルバーガンが新たな形態への変形を完かん了りようしていたからだ。


　それはボガートの背せ丈たけほどもある長大な銃身を持った大口径のライフル──否いな、ドラゴンでも殺せそうな大砲だった。あまりにも大きいため二脚きやくで砲ほう身しんを支えている。ジェスターは大急ぎで何層もの魔法円を重ねたが、Ｊ・Ｄはすでに発射態勢を整えていた。


『──地獄で会おうぜアスタ・ラ・ビスタ、小僧ベイビー！』


　重々しい砲声が轟とどろいた。


　発射された巨きよ大だいな魔砲弾がすべての魔法円の盾を貫通し、凄すさまじい閃光を発して爆発した。ジェスターが背にしていた東側の壁がほとんど吹き飛び、爆風で長なが椅い子すの列が薙なぎ倒たおされる。老ろう朽きゆう化した教会堂全体が軋きしみ、わずかに傾かたむいたようだった。広間を照らしていたランプの火が吹き消され、辺りは闇やみに包まれる。


　やがて、破壊された壁の穴から星明かりが差し込んだ。


　嵐あらしは過ぎ去り、雨はすでに止やんでいた。


「──危ねえ危ねえ。うっかり影かげも形もなくなるとこだったぜ」


　静まり返った広間におどけた声が響ひびく。


『ジェェェェスタァァァ～!!』


　Ｊ・Ｄは振ふり向きながら仰あおぎ見た。天井の梁はりに片手でぶら下がっているジェスターと目が合う。ジェスターがいるのは広間の反対側だった。元いた場所から距きよ離りにして十メートル以上、高さで五メートルは離はなれている。いかに運動能力に優すぐれていたとしても跳ちよう躍やくして届く距離ではない。


『貴様……どうやって逃のがれた!?』


「レベル[image: ]の魔法でも極きわめれば役に立つんだぜ」


　Ｊ・Ｄは右手を持ち上げようとして大砲のままだったことを思い出した。シルバーガンの銃身を〈月影の指〉が摑み──次の瞬しゆん間かん、実体の右手に変わる。梁にぶら下がっていたジェスターはＪ・Ｄの目の前に瞬間移動していた。


『──なにぃ!?』


「反応がスッとろいぜ、ジャン・デュパン！」


　ジェスターはボガートの顔の右半分を占しめる銀色の人じん面めん瘡そうに左拳を叩たたき込んだ。飛び散った大小十数枚のコインが床に落ちて澄すんだ音を立てる。


　シルバーガンは急速に縮んでボガートの右手と一体化し、五本の銃身を環かん状じように束ねたガトリング砲に姿を変えた。


『粉こな微み塵じんと化して砕くだけ死ねえぇぇい！』


　ジェスターの鼻先に突きつけられた銃身がカラカラと乾かわいた音を立てて回転した。


　しかし──魔弾は発射されない。それを承知しているらしいジェスターは口元を押さえて笑いをこらえた。


「〈悪あく霊りよう〉さんよ……てめーの敗因は不ふ眠みん不休で俺を追ってきたことだ。どんな立派な銃でも弾たまがなきゃ無用の長物だよなあ」


『弾切れだと!?　そんなはずはない！　貴様を蜂はちの巣にするだけの残弾は十分に……』


　Ｊ・Ｄはシルバーガンを次々に変形させてトリガーを引いたが、ショットガンもクロスボウも沈ちん黙もくしたままで反応がない。


「魔法を使う際にはそのレベルに応じた精神領域を消費する。回復には十分な睡すい眠みんと休養が欠かせないが……他人の身体だからか？　気の毒なレミー・ボガートの身体を鞭むち打うって駆かり立てるのに夢中で、弾薬の補給を疎おろそかにしたのが運の尽つきってやつさ」


　ジェスターは笑みを消し、冷ややかで厳しい顔でＪ・Ｄを睨にらんだ。


「さて……ひとつ取引といこうか。俺の要求は──まずはその紳しん士しの身体から出ていってもらおう。次にてめーの雇やとい主について知っていることを洗いざらい喋しやべってもらう」


『知ったところでどうする？　魔法の力は貴様ごときの手には余る代しろ物ものだ。我が主に仕えると言うなら取りなしてやらんでもないがな』


「意外だな。〈悪霊〉にも忠誠心があるとはね」


『伯はく爵しやくとは古い友人だ』


「友人？　てっきり弱味でも握にぎられて裏切れないのかと思ったぜ。で……返答は？」


『応じてやってもいい』


「……なに？」


　当然拒きよ否ひされるものと予想していたジェスターは拍ひよう子し抜ぬけした。


『この身体から離れること、雇い主についての情報を教えること──二つの要求を同時に満たす方法はひとつしかない』


　シルバーガンが融ゆう解かいし〈銀の指〉に戻もどる。Ｊ・Ｄはその右手をジェスターに差し出した。


『この手を摑めジェスター。そうすればシルバーガンとともに俺はお前の身体に移り、俺の記き憶おくを共有することになる。身体を乗っ取られるのが心配か？　今の俺は弱っているからな……どちらが肉体の主導権を握るかは五分五分だ』


　差し出された〈銀の指〉を見つめていたジェスターは、やがて肩かたをすくめた。


「……なるほど。確かに俺の要求は完かん璧ぺきに満たしてるようだな。〈悪霊〉と握あく手しゆするなんてなかなか魅み力りよく的な提案だ。試してみたい気もするが──やっぱり遠えん慮りよしとくぜ」


『怖おじ気けづいたか？』


「いや……俺の身体を乗っ取ったお前が最初にやることは、シルバーガンの秘密を知ったレミー・ボガートを始末することだろうからな」


『交こう渉しようは決けつ裂れつか』


「残念ながらな」


『俺も残念だ。お前はいけ好かないガキだが見所がある。ここまで俺を手こずらせた敵は数えるほどしかいない』


「急に誉ほめたって手加減はしないぜ。それとも……待て、『俺も残念だ』と言ったか？　どういう意味だ？　シルバーガンの残弾はゼロのはずだ……」


　鼓こ膜まくに針を突つっ込こまれたような不快な音が鳴る。Ｊ・Ｄが笑ったのだ。


『お前の装備は魔ま法ほう使つかいと戦うためのものだ。当然、魔法の体系についてもよく調べているのだろう？　ならば問う……魔法には何段階の領域がある？』


「七段階だろ。レベルが上がる毎ごとに使える魔法は強力になるが使用限度回数は減る。レベル[image: ]だと最大でも三回しか使えないし、回復には数日かかる──」


『模も範はん的な解答だな。だがレベル[image: ]のさらに上があるとしたら……？』


　ジェスターは思わず噴ふき出した。


「出任せを言うんじゃねえぜ。七段階ってのは〈魂の光冠オーリオール〉を一番外側の層から順に区分した結果だろうが。レベル[image: ]なんざバウムクーヘンで言えば真ん中の穴ぼこ──」


　そこまで口に出して言ったところでジェスターの顔色が変わる。


『どうやら気付いたようだな。見せてやるぞ……〈レベル[image: ]の魔ま弾だん〉を!!』


　ボガートの右みぎ腕うでが銀色に輝かがやき、異様な形態に変形した。巨大な巻き貝そのもののドラムマガジンに、ホルンを思わせる大口径の銃じゆう身しん──およそ現存するいかなる銃砲にも似ていない形状である。外観は銃というよりも金管楽器に近い。


　ブゥン……


　巻き貝部分が青白く明めい滅めつし、モーター音のような唸うなりを上げて震ふるえた。大きく開いた銃口に稲いな妻ずまの輝きが膨ふくれあがる。


　ジェスターは五角形のコインを両手に一枚ずつ取り出し、指で弾はじいて真下に飛ばした。二枚のコインがそれぞれブーツの外側にあるスロットに飛び込むと、足あし下もとから冷気を帯びた波は紋もんが広がり、靴くつ底ぞこが床からわずかに浮ういた。青白く光る両手の指先で空中に描えがいた二つの正三角形が重なり、六芒星ヘキサグラムの防ぼう御ぎよ結界が形成される。


　バシュウ！


　シルバーガンから銀色の砲弾が発射された。人頭大の魔弾が六芒星ヘキサグラムの結界に触ふれると、ジェスターの身体は磁石の同極が反発し合うように圧おされて後退した。両足は氷の上のように摩ま擦さつ抵てい抗こうが極めて小さくなり滑かつ走そうの状態にある。六芒星ヘキサグラムの結界は魔弾に完全に接触しているわけではなく、弾力のある力場を形成して魔弾の圧力を受け止めていた。


　六芒星ヘキサグラム結界が大きくたわみ、亀き裂れつが走る。限界だった。ジェスターは床を蹴けり、マタドールよろしく魔弾をいなすようにして紙かみ一ひと重えで身を躱かわした。


　呪じゆ詛そのごとき不気味な咆ほう吼こうを上げながら脇わきを通過した魔弾は祭さい壇だんの天使像に突っ込み、像の腰こしから上を抉えぐり取るように粉ふん砕さいする。


「これが……〈レベル[image: ]〉だと？」


　教会堂を丸ごと破は壊かいするほどの大爆ばく発はつを警けい戒かいしていたジェスターは我が目を疑った。


　物音に振り向くと、発射直後の姿勢のまま硬こう直ちよくしていたＪ・Ｄの──つまりレミー・ボガートの身体が糸の切れた操あやつり人形のようにその場にくずおれるところだった。ジェスターはコインを指で弾丸のように飛ばしてボガートの頭に当てた。反応は──ない。


　不意に、ジェスターは背筋に氷柱つららを差し込まれたように全身が総毛立つのを感じた。理り屈くつではなく本能で危険を察し、考えるより先に右手が動いた。数メートル先の柱に固定された燭しよく台だいに〈月つき影かげの指〉を飛ばして摑つかむ。


　ガォォォン！


　直後、青黒い影がジェスターの残像を貫かん通つうし、軌き道どう上にあった長椅子に丸い穴を穿うがって通過した。


『ヌウウウ……ナントイウ悪運……勘かんノ良サヨ……』


　陰いん鬱うつな呟つぶやきが聞こえた。燭台にぶら下がったジェスターは声の主に目を向ける。


　青い鬼おに火びに包まれた魔弾が空中に静止していた。その表面に憤ふん怒ぬに象かたどられた凶きよう相そうが浮かび上がる。ジェスターの額に冷たい脂あぶら汗あせがにじんだ。


「そうか……まさかと思ったが……クソッ、何てこった！〈レベル[image: ]の魔弾〉は──てめえの魂を弾丸にして撃ち出しやがったのか!!」


　魔弾どころか文字通りの〈悪霊弾〉である。広こう範はん囲いに及およぶ爆発力はないが触れただけで物体を塵ちりと化す破壊力──形を得た『死』そのものだった。


「冗じよう談だんじゃねえぜ！」


　ジェスターはするすると柱を登り、明かり取りの窓を破って屋根の上に出た。板いた葺ぶきの屋根の上には身を隠かくせるような場所はない。ジェスターは七角形のコインを取り出し、右手の手てつ甲こうにあるスロットに挿そう入にゆうした。屋根に右手で触れると、その表面に波紋が広がる。屋根にピタリと張り付いたジェスターは板葺きの模様をまるでブランケットのように頭から被かぶった。


『じぇぇぇぇすぅぅぅたぁぁぁぁ～!!』


　屋根を突き破やぶって躍おどり出た〈悪霊弾〉は、ジェスターの姿を求めて辺りを漂ただよった。


『ククク……ドコニ隠レタ!?　逃にゲ場ハナイゾ小こ僧ぞう！』


　仰あお向むけに寝ねそべっているジェスターの目と鼻の先を〈悪霊弾〉がゆっくりと通り過ぎていく。ジェスターの全身は完全に板葺き屋根と同化していた。カメレオンのように模様を身に纏まとって擬ぎ態たいしているので動けば見破られる。ジェスターは息を殺して〈悪霊弾〉を見送りながら次の一手を思案した。


（さあて、俺の切り札は──と）


　教会堂の屋根に作り付けられた小さな鐘しよう楼ろうに目を留める。左手を慎しん重ちように持ち上げると、鐘かねに繫つながったロープに〈月影の指〉を飛ばして摑み、下に引いた。


　カァ──ン！


　甲かん高だかい鐘の音が響ひびく。


『グヌウ……ヤカマシイ！』


　その音がよほど不快だったのか〈悪霊弾〉は怒いかりに震えて鐘楼に突とつ撃げきした。古い鐘が歪ひずんだ音を立てて粉砕される。その隙すきに移動しようと身を起こしかけて、ジェスターはすんでのところで思いとどまった。鐘楼を破壊した〈悪霊弾〉が教会堂の上をぐるりと一回りして数秒と経たたずに戻ってくる。再び頭上を行き過ぎ、ジェスターに背中──あるいは尻しり──を向けたままで呼びかけた。


『聞イテイルカじぇすたー！　貴様ハ俺ガドウヤッテ負ケタノカ覚エテイルカト言ッタナ……今度ハコチラガ訊きク番ダ。俺ガドウシテオ前ヲ見失ウコトナク追つい跡せきデキタカ分カッテイルノカ？』


　ジェスターは目の前にある物理的な恐きよう怖ふではなく、別の不安から肝きもが冷えるのを感じた。自分が重大な見落としをしている可能性に気付いたからだ。


『しるばーがんノ魔弾ヲ食ラワセタ相手ハまーきんぐサレル。俺ノにおいガコビリツクノダ。ツマリ──』


（……マジでか!?）


　ジェスターは偽にせ司祭の手元を凝ぎよう視ししたボガートの目つきを思い出した。


（そういや俺はさっきから魔弾をしこたま食らってるよな……ってことは!?）


〈悪霊弾〉がくるりと振ふり向いた。擬態しているジェスターとまともに視線がぶつかる。Ｊ・Ｄはこの世のものとは思えない邪じや悪あくな笑えみを浮かべ──真下に動いた。


　ズゴゴゴゴォン！


〈悪霊弾〉が屋根を縫ぬうように抉りながら周囲を一周した。ジェスターは円く切り抜ぬかれた屋根ごと堂内に落下し、強したたかに床ゆかに叩たたき付けられる。


「ああ～……クソッ、痛てえじゃねえかよこの悪あく霊りよう野や郎ろう！」


　悪態を吐つくジェスターの頭上に〈悪霊弾〉が舞まい降りてきた。


『くははは……アレデ上う手まク隠レタツモリカ!?　貴様ハばか丸出シダ！』


「へえへえ、そーかよ」


　ジェスターはふて腐くされたように寝ね転ころがって足を組んだ。両手は頭の後ろで組んで枕まくらにする。自宅のカウチに寝そべっているかのようなくつろいだ様子に、Ｊ・Ｄの嘲ちよう笑しようが止まった。


『何ヲシテイル？　モウ逃ゲナイノカ？』


「どうせ無む駄だなんだろ？　〈ムーンレイカー〉の瞬しゆん間かん移動っつっても所しよ詮せんは裏うら技わざだしな。それだけで足あし跡あとを残さず逃にげきれるわけでもない……」


『諦あきらメガ早イナ。ナラバセメテ泣ケ！　喚わめケ！　命いのち乞ごイヲシロ！』


「その必要はないね」


　神しん妙みような顔になっていたジェスターの口元が綻ほころんだ。やがて堪たえかねたように肩を震わせて笑い声を上げはじめる。


『小僧……恐怖ニ狂くるッタカ？』


「ウッフフフ……いや、狂っちゃいないさ。こいつは完全勝利の笑いだぜ。俺の作戦は既すでに完かん了りようしてるんだよ。とっときの切り札が使えるようになるまでの時じ間かん稼かせぎはな」


　ジェスターは右手を差し上げ、指をピストルの形にしてＪ・Ｄに突き付けた。


『今サラオ前ニ切リ札ダト？　安イはったりダナ……所詮子供ダマシヨ！』


〈悪霊弾〉の纏う青黒い鬼火が激しく燃え上がる。


　ドガォン!!


　重い銃声が天に響き渡わたった。


　銀色の閃せん光こうが背後から〈悪霊弾〉を貫つらぬき、右目ごと顔の三分の一を抉り取った。


『ナ……ニィッ!?』


　振り向いたＪ・Ｄは残った左目で自分を攻こう撃げきした相手を確かく認にんした。


　銀色のライフルを構えたレミー・ボガートがそこにいた。水平二連のハンティングライフルの銃口は微び動どうだにせず、〈悪霊弾〉に狙ねらいを定めている。


「祈いのれ──そして、逝ゆけ」


　二発目の銃声が轟とどろいた。さらに下半分を砕くだかれた〈悪霊弾〉はバランスを失い、明滅しながら痙けい攣れんするように揺ゆらめく。ジェスターは会心の笑みを浮かべた。


「どうだい、俺の切り札は？　気に入ってくれたかな？」


『じ……じぇ……す……』


〈悪霊弾〉は形を失い消滅しかけていた。それでも最後の執しゆう念ねんでジェスターにとどめを刺さそうと接近してくる。ジェスターは跳はね起きると、六角形のコインを取り出して右手の二指に挟はさんで見せた。


「文字通りの冥めい土どの土産みやげってやつだ……ひとつ教えておいてやる。俺の鎧よろいは伊だ達てや酔すい狂きようで着てるわけじゃない。てめーらはこのコインをただの骨こつ董とう品ひんだと思ってるだろうが、実は違ちがうんだなあ。こいつは〈魂の光冠オーリオール〉の結けつ晶しようなんだよ。コインに封ふうじられた魔ま力りよくを解放すれば自前の精神領域を消費することなく魔法を使うことができる。そして俺の装備〈バンディット・ギア〉は──」


　ジェスターはベルトに付いている大型のバックルのレバーを引いてスロットを開き、六角形のコインを挿入した。スロットを閉じて腰にあるスイッチを叩くと、バックルの内部でコインが高速回転し、そこから光のラインが四し肢しに向かって伸のびていく。


「魔法使いの魂たましいを砕く！」


　ジェスターの両の拳こぶしと足首に真しん紅くの輝かがやきが宿った。


「──〈ヘイロウ・ブレイク〉!!」


　ビキィン！


　真紅の右拳が〈悪霊弾〉に叩き込まれ、目ま映ばゆい火花が散る。


　その一撃は、それに続く怒ど濤とうの連撃のほんの手始めにすぎなかった。


　怒りの咆吼とともに繰くり出される烈れつ火かの拳、拳、さらに拳。無数の拳けん撃げきを浴びせられた〈悪霊弾〉は溶よう鉱こう炉ろに放ほうり込まれたように赤熱化していく。


「ソルバニアまでぶっ飛びな！」


　とどめの回し蹴りを受けたＪ・Ｄの魂は、目映く輝く光の柱と化した。


　光が天に昇のぼって消えた後、一枚の金属板が床に落ちて鈍にぶい音を立てた。それを拾い上げたジェスターは鼻で笑う。


「超ちようレアなレベル[image: ]の〈ヘイロウ・コイン〉が手に入るかと思ったが……こいつは使いものにはならねえな」


　そう言ってボガートに見せたのは鉛なまり色いろをした大型のコインだった。


　しかしそれは完全な円形ではなく、齧かじり取られたように二箇か所しよが抉えぐられている。断面から覗のぞく中身も空くう洞どうだった。


「こいつは記念に取っとこう。俺たちの……今日の勝利の記念にな」
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　日が昇ると十月の空は澄すみ切った青一色だった。


　教会堂裏手の納な屋やにジェスターが隠していた車を見て、ボガートは怪け訝げんそうに首を捻ひねった。


「車輪は四つあるが車高がずいぶん低いな……前半分が貨物室で、座席が後ろ側にあるのか。ところで馬はどこだ？」


「こいつは馬車じゃなくて自動車オートモービルだ」


　ジェスターは運転席に座り、スターターを操作した。ボガートが貨物室と見立てた箇所からモーターの回転する音がして車体が震ふるえる。


「なるほど、蒸気機関車の小型版か」


「蒸気じゃなくてテトラドライブから直じかに動力を取り出す新型エンジンを積んでる」


「路面電車とも違うのか。しかし黄色と黒のツートンというのもなかなか派手だな。とくにこの黄色は下地の銀を透すかしているのか？　綺き麗れいな発色だ」


「いいからさっさと乗れよ」


　促うながされてボガートは右側の助手席に乗り込んだ。ジェスターはサイドブレーキを解除し、ギアを入れ、アクセルを踏ふみ込んで車を急発進させた。車は豪ごう雨うでぬかるんだ田舎いなか道みちをものともせず、泥どろ水みずを跳ね上げながら疾しつ走そうする。ボガートは鼻歌交じりに気分良く運転しているジェスターの横顔を物言いたげな顔で凝視した。


「言いたいことがあるなら遠えん慮りよしないで言えよ」


「質問したいことが多すぎて、何から訊きいたものかと思ってね」


「何なりと」


「どうして僕を助けた？　Ｊ・Ｄに勝つだけなら簡単だったはずだ」


「取り憑つかれた肉体が滅ほろんでも〈悪あく霊りよう〉はシルバーガンに残る。それじゃ退治したことにならないだろ。勇気ある紳しん士しがひとり犬死にするだけだ」


「そうは言っても……最後の最後で僕が目を覚まさなかったらどうするつもりだった？」


「目覚ましの鐘は聞こえたろ？　コインもぶつけたし」


「あのコインは痛かったぞ」


　ボガートは後頭部を手でさすった。コインが当たったところに小さな瘤こぶが出来ている。


「目覚めても僕がシルバーガンを撃うてなかったら？　撃ったとしても〈悪霊〉に効かなかったら？」


「その時は俺が死ぬだけだ。〈悪霊〉も宿主までは殺さない」


「自分の命を天てん秤びんにかけたのか!?」


「他人の命で博ばく打ちを打つよりは気楽なもんさ」


「君という男は……」


　ボガートは誉ほめるべきか呆あきれるべきか分からないといった風ふ情ぜいで頭を振った。


　丘おかをひとつ越こえると、朝の光が行く手を白く照らした。眩まぶしさから顔の前にかざしたボガートの右手は人の肌はだに戻もどっている。〈悪霊〉を倒たおすために夢中でシルバーガンを撃ったが、今はどうやって手から出したのかさえ分からなくなっていた。


「僕は……これからどうすればいい？」


「人生を楽しめよ」


　ジェスターはさらりと答える。


「生きてるだけで丸まる儲もうけだ。楽しまないでどうする」


「簡単に言ってくれるな」


「愛いとしのアデルちゃんにだってまた会えるんだぜ？」


「なっ……!?」


　ボガートの狼狽うろたえぶりに、ジェスターはからかい甲が斐いありと見て意地悪く笑った。


「そういや言ってたよな？　『アデルたんとチュッチュしたいよ～』って」


「そんな言い方はしていない！」


「いいじゃないか。恋こい人びとなんだろ」


「違う。アデライードは……妹みたいなものだ」


「ふふ～ん、妹ねえ？」


　ボガートはアデルの話題で別のことを思い出し、疑わしい目をジェスターに向けた。


「その軽けい薄はくな物言い……司祭の時とは大違いだ。感動的な言葉で人を勇気づけておいて……ひどい詐さ欺ぎじゃないか」


「子供の頃ころには話す言葉も子供、思うことも論ずることも子供。しかし大人になればすべて忘れてしまう。それと同じで司祭の時は司祭として考え、司祭らしい理り屈くつで司祭の言葉を話す──」


「そして今は道どう化けらしくってことか」


「ちなみに先祖は山さん賊ぞくでね」


　ボガートは今度こそ呆れた顔になった。


「まったく、君という男は……つくづくだな！」


「つくづく──何だよ？」


「残念ながら僕の語ご彙いには当てはまる言葉がない」


「さすがは紳士だな」


　ジェスターは陽気に笑った。


　石いし畳だたみで舗ほ装そうされた街かい道どうに入るとジェスターはギアをトップに入れる。ふたりを乗せた自動車は、燃える朝日を反射して輝く道を疾しつ駆くした。




　[image: ]　わがままロッタとイバラの館やかた
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　柔やわらかな羊毛に優やさしく包み込まれるような、温かで安らぎに満ちた夢の中──不意に、身体からだのあちこちを小鳥の嘴くちばしで突つつかれるような痛みを覚えて、ボガートの意識は眠ねむりの海の底から呼び戻された。


（あったかい……でも痛い……何だこの感覚は……？）


　半ば夢の中にいるボガートは、肌に感じる温かさを羊毛のブランケットによるものだろうと考えた。チクチクと肌を刺す痛みの正体は虫か鳥かも分からないが、何か尖とがったものが身体にまとわりついているらしい。


　ボガートはほとんど無意識にその『何か』を右みぎ腕うでで払はらい除のけようとした。


「──つっ！」


　思わぬ痛みの鋭するどさにボガートは目を覚まし──眼前の光景に呆ぼう然ぜんとなった。


　ボガートは独りで眠るには大きすぎるサイズのベッドに寝ねかされていた。


　それ自体は問題ではない。


　異常なのは、そのベッドごと有ゆう刺し鉄線で包囲されていることだった。


　包囲というよりは有刺鉄線で編まれた棺かん桶おけに入っていると表現した方が相応ふさわしい厳重さである。辛かろうじて寝返りが打てるだけのスペースは確保されているが、起き上がろうとすると顔中に棘とげが刺ささりそうだ。


　目覚めて早々パニックに陥おちいりかけたボガートは、ひとまず深呼吸して冷静になろうとつとめた。記き憶おくの糸を手た繰ぐって自分がここにいる理由を探さぐろうとしたが、ジェスターの自動車に同乗した後のことがまるで思い出せない。


（とにかく疲つかれていたからな……それこそ泥どろのように眠ってしまったんだろう。するとここはジェスターの家か？　しかしこの状じよう況きようは──）


　寝覚めは悪かったが温かいベッドのおかげで体調そのものはすこぶる快調だった。むしろ眠りすぎたようにも思える。窓の外は明るいが朝なのか午後なのかは分からない。


　ノックの音がした。


　ボガートが応こたえるより先に扉とびらが開き、エプロンドレス姿の女中らしき少女が部屋に入ってくる。少女は可愛かわいらしい制服姿に不ふ釣つり合いなものを携たずさえていた。


　死神が持っているような長なが柄えの大おお鎌がまである。


　ボガートは少女の容よう貌ぼうと動作にも違い和わ感を覚えた。


　色白すぎる陶とう器きのような肌、地毛ではありえないスミレ色の髪かみ、ガラス玉のように透とう明めいな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ──その中心にあるのは五芒星ペンタグラム型の瞳どう孔こうだった。


（この娘むすめは人間じゃない……自動人形オートマタか!?）


　自動人形オートマタの少女はベッドの側に歩み寄ると、両手に持った大鎌を振ふりかぶった。


「き……君！　ちょっ……」


　逃にげられないボガートは反射的に身体をピンと伸のばした。仰あお向むけに硬こう直ちよくしたボガートの鼻先十数センチ上を大鎌の刃はが唸うなりを上げて通過する。


　ザシュッ！


　ベッドを繭まゆのように覆おおう有刺鉄線が真一文字に切り裂さかれた。


　少女は大鎌を脇わきに立てかけると、両手で抱かかえるようにしてベッドから有刺鉄線を取り除いていく。生身の人間なら棘が刺さって痛がるところだが機械仕じ掛かけの身体には平気らしい。有刺鉄線をすっかり除去してしまうと、少女はにっこりと微笑ほほえんで一礼した。


「おはようございます、ボガート様。お風ふ呂ろとお着き替がえをご用意しているのです。十五分で身み支じ度たくをお済ませるください、なのです」
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　ガラスの鈴すずを鳴らすような澄すんだ声。耳に心ここ地ちよく聞き取りやすいが言こと葉ば遣づかいは子供のようにややたどたどしく、動詞の活用や語ご尾びが少々怪あやしい。


「君はいったい何者だ？　ここはどこだ？」


「ここは領民の方々から〈イバラ荘そう〉と呼ばれているのです。ワタクシはジェスター様にお仕えするセルヴァンティーユのアイリスですのです」


　アイリスと名乗る自動人形オートマタの受け答えは何の問題もないように思えた。言葉に慣れていない外国人のメイドよりも流りゆう暢ちようだ。おそらく極きわめて高度な技術で造られているのだろうが、人形としてはあまりに自然すぎて逆にどう驚おどろいていいのかよく分からない。


「ジェスターの屋や敷しきか……彼は？」


「ジェスター様はお出で掛かけ中なのです。ロッタお嬢じよう様さまがボガート様をお連れするようお命じられたのです」


「お嬢様？」


「ロッタ様はとてもお厳しい方ですのです。ボガート様がちっともお目覚めにならないのでずっとご機き嫌げん斜ななめっているのです」


「僕はここに運び込まれてから……どれくらい寝ていたんだ？」


「三日と四時間と十七分でしたのです。なのでイバラも伸び放題なのです」


「イバラ……？」


　ボガートはベッドの上に残された有刺鉄線の切れ端はしを拾い上げた。


「これは……鉄線じゃないぞ？　植物か!?」


　よくよく観察してみると、それは棘の付いた細い蔓つるが捻ねじり合わされた代しろ物ものだった。それがベッドを覆っていた理由は──考えてもよく分からない。


「これはいったい……」


　さらに質問しようとすると、アイリスはボガートのズボンのベルトに手をかけて外しにかかった。


「なっ……何を!?」


「脱ぬぎ脱ぎのお手伝いするのなのです。ボヤボヤしていると大目玉なのです」


「うわ……待った！　じっ、自分で……自分で脱ぐから！」


「待ったなしなのです！」


　両手でズボンを押さえたボガートはアイリスに凄すごい力で身体ごと持ち上げられ、そのまま隣となりの浴室まで運ばれていった。


「ご希望でしたらお体をキレイキレイするお手伝いもしますのですよ」


　何な故ぜかデッキブラシを手にしてやる気満々のアイリスに不ふ吉きつな予感を覚えたボガートはその申し出を丁てい重ちように断り、浴室から追い出した。


　浴室の内装はモノトーンで統一され、床ゆかには白と黒のタイルが敷しき詰つめられている。植物をモチーフにした有機的な曲線を取り入れた最近の流行とは違ちがう直線主体のストイックなデザインはこの屋敷の主人の趣しゆ味みなのだろう。ボガートはハートフォードの実家の質実剛ごう健けんな石造りの屋敷を思い出した。


　都合七日間着たままの服を脱ぎ、熱いシャワーを浴びて汗あせを流す。右腕を入念に調べたが金属化の痕こん跡せきは見当たらない。指を一本ずつ動かして拳こぶしを握にぎり、開く。違和感がないことを確かく認にんし、深々と安あん堵どの息を吐はいた。


　手早く入浴を済ませ、用意されていた服に急いで袖そでを通す。微かすかに薔ば薇らの香かおりがした。肌はだに触ふれただけで高級なシルクだと分かるが、姿見に映った自分の姿を見てボガートは眉まゆをひそめた。襟えりや袖にやたらとヒラヒラしたフリルの飾かざりが付いたシャツだったからだ。


（いつの時代の王おう侯こう貴族だ!?）


　柔らかな肌はだ触ざわりがいきなりむず痒がゆさに変わった。たまらずドアを開けて廊ろう下かに控ひかえているアイリスに呼びかける。


「すまない。他のシャツは……？」


「ないのです」


　即そく答とうだった。


「ロッタお嬢様が三日間かけて選びに選んだ逸いつ品ぴんなのです。白いカツラも用意したのに執しつ事じのガルシアさんに反対されてとっても残念ですのです」


　どうやらこの恥はずかしいお仕着せのシャツを脱ぐわけにはいかないらしい。ボガートはまだ見ぬ執事に感謝した。アイリスは不思議そうに首を傾かしげた。


「どうしてボガート様は喜き怒ど哀あい楽らくのどれにも該がい当とうしない変な顔ですか？　と～ってもお似合いなのですよ？」


「……分かった。君の主人に会わせてくれ」


　アイリスに案内され、ボガートは屋敷の中庭を見下ろす回かい廊ろうに出た。


　奇き妙みような──否いな、奇き怪かいな屋敷だった。


　チェス盤ばんを連想させる白黒ツートンのデザインは内装だけでなく屋敷の外がい壁へきにまで及およんでいる。ならば〈チェッカー荘〉と呼ばれそうなものだが〈イバラ荘〉である理由もまた明白だった。イバラの蔓が外壁を覆っているだけでなく、子供の腕うでほどの太さの枝が床や壁かべや天てん井じようを貫つらぬいて生長している。すべてのイバラを取り去ると、この屋敷は穴だらけになって倒とう壊かいしてしまうのではなかろうかという有様だった。アイリスが歩いている廊下は綺き麗れいに清せい掃そうされてはいたが、周辺に残っているイバラはどれも切り口が鋭えい利りで、つい最近刈かったばかりに見える。


　ボガートが案内された先は、眼下に黒い森と緑の丘きゆう陵りようを見下ろす庭園にある洋風東屋ガゼボだった。鳥とり籠かごのような形をしたガゼボには例によってイバラの蔦つたが絡からみついていたが、ここだけは青々とした若葉が茂しげっていて、ちょうどいい日ひ除よけになっている。


　そのガゼボへの通路の左右に並んでいるのはアイリスと同型のメイドたちだった。姿形はまるで同じだが、鮮あざやかな髪の色だけが違う。右の列に四人、左の列には五人いる。


「ロッタ様、ボガート様をお連れしたですのです」


「──『です』がひとつ余計なのよ」


　ガゼボから嗄しわがれた高い声が聞こえた。


「レミー・ボガート──こちらへいらっしゃい」


　ここまで案内してきたスミレ色の髪のアイリスがボガートにお辞じ儀ぎして右側のメイドの列に加わる。ボガートは並んでいるアイリスたちの髪の色が綺麗なスペクトルを構成していることに気付いた。〈虹アのイ女リ神ス〉の名を与あたえられているだけのことはある。


「そこで止まりなさい」


　そう命じられ、ガゼボの手前でボガートは足を止めた。声の主であるロッタお嬢様の姿を目まの当たりにしたボガートは努めて表情を殺した。


　アイリスたちの主人はフリルをたっぷり使った白いドレスに身を包んでいた。


　背せ丈たけはおそらく百二十センチに満たないだろう。ヒールの高い厚底のブーツを履はいているが大人用の椅い子すに腰こし掛かけているため足が床に届いていない。


　最も気になるのは顔だった。フクロウを思わせる白い仮面が顔の鼻から上を覆い隠かくし、さらにヴェールが口元から胸までかかっている。手には長なが手て袋ぶくろを着けていて肌の露ろ出しゆつはほぼない。奇怪な屋敷に似合いとも言える仮面のお嬢様だった。


　ロッタ嬢の両脇には二人のアイリスが護衛よろしく控えていた。他のアイリスとは違って髪の色はそれぞれ純白と漆しつ黒こくである。カラフルな髪のアイリスたちと比べて表情もやや硬かたい。二人が腰こしに剣けんを帯びているのを見て、ボガートは自分が警けい戒かいされているという事実にようやく思い当たった。


「はじめまして、レミー。私のことはロッタと呼んでくれてよろしくてよ？」


「ご厚こう情じようを賜たまわり恐きよう縮しゆくの至りです。ロッタ嬢」


　ボガートは少々嫌いや味みに聞こえるほど謙へりくだって受け答えした。


　仮面で素す顔がおを隠しているうえ、ロッタという呼び名もそもそも愛あい称しようである。本名を明かした上で愛称で呼ぶことを許すというのとはわけが違う。


　素顔も本名も分からず年ねん齢れいさえ不ふ詳しようだが、とりあえず女性ではあるらしいのでボガートも紳しん士し的に振る舞まうことにはやぶさかではない。ロッタ嬢はボガートの態度をさも当然のように受け取ると、いきなり本題に入った。


「早さつ速そくで悪いけど、見せていただけるかしら？」


「見せるとは……何を？」


「貴方あなたが殺し屋から譲ゆずり受けたという〈アルフライラの秘宝〉──シルバーガンに決まっているでしょ？　それとも起き抜ぬけで頭に霞かすみがかかったままなのかしら？」


　アイリスの言う通りロッタ嬢はご機嫌斜めらしい。


　ボガートは右手を顔の前に持ち上げ、指を折ってピストルの形を作った。白黒のアイリスがロッタ嬢を庇かばおうとする動きを見せたが、結局右手は銃じゆうには変化せず、ボガートは肩かたをすくめた。


「申し訳ないが……出し方が分からない」


「忘れたとでも言うの？」


「もともと知らないんだ。元の持ち主の記き憶おくは僕にはない」


「冗じよう談だんはやめてちょうだい」


　ガゼボの鉄骨に絡みつくイバラの蔦がざわめいた。


「ボガート、貴方……使い方が分からないフリをしてシルバーガンを独り占じめにするつもり？」




[image: ]


「そうする理由が僕にはない」


「どうかしら？　魔ま法ほうの魅み力りよくに取り憑つかれた人間は秘宝を独どく占せんしたがるというわ」


「貴女もそうだと？」


「口を慎つつしみなさい！」


　ロッタ嬢が右手を差し上げると、白黒のアイリスが飛び出し、剣の切っ先をボガートの喉のど元もとで交差させた。白はく刃じんの起こした風が首を撫なでる──が、ボガートは身じろぎひとつしなかった。


「身の危険を感じれば反応して出すかと思ったけど……そうでもないようね」


　露ろ骨こつに落らく胆たんした口調で言うと、ロッタ嬢は二人のアイリスを呼び戻もどした。ボガートは右手を確認する。金属化の兆候はひとまず見られない。


　本気でボガートを害するつもりがないことはロッタの言葉を聞くまでもなかった。白黒のアイリスが腰に帯びている剣は儀ぎ礼れい用で刃はは付いていなかったからだ。


「戯たわむれでもやめていただきたい。下手に刺し激げきしてシルバーガンが暴発していたら……」


「出たら出たでいいじゃない」


「僕にはシルバーガンを制せい御ぎよできないと言っているんです」


「そんなことじゃ困るのよ！」


　ロッタ嬢はヒステリックに声を荒あららげた。かすれた高い声が鼓こ膜まくに刺ささる。


「貴方、ジェスターの役に立とうとは思わないの？　シルバーガンの所有者が味方になればどれほど頼たよりになることか……ジェスターはこの私のためにたった一人で戦ってくれているのよ!?」


「貴女のために……？」


　ボガートは思わず聞き返した。ジェスターが誰だれかに仕えたり命令されて動くタイプの人間とは思えなかったからだ。ジェスターのような自尊心の高い男を従えられるのはよほどの大人物か──さもなければ美しい貴婦人だろう。癇かん癪しやく持もちの老ろう婆ばのようなこの仮面の令れい嬢じようはそのどちらにも当てはまりそうになかった。


「ジェスターが僕の手を借りたいというのであれば協力は惜おしまないが……僕は一いつ介かいの学生です。事が命のやりとりとなると足手まといにしかならないでしょう」


「紳士の嗜たしなみは？　馬術に剣けん術じゆつ、騎き兵へい銃じゆうの撃うち方くらいは修得していて？」


「ひと通りは……ですが正直、どれを取っても兄の方が上でした。およそ自じ慢まんできるほどの腕とは言えません」


「これだから田舎いなか紳士は──」


　ロッタ嬢は小さく舌打ちした。


「じゃあ貴方にはいったい何ができるというの？」


「特技といえば……絵を描かくことくらいかな」


「絵描きですって!?　芸術家なんてこの世で一番頼りにならない人種じゃない」


　反論したかったが荒あら事ごとに限って言えばおおむね間違っていないのでやめておいた。


「そちらの都合で一方的に当てにしておいて失望されても困る。それに貴方は戦いとひと口に言うが、ジェスターは誰を相手に戦って──」


「黙だまって」


　ロッタ嬢はボガートの言葉を遮さえぎると、遠くの音に耳をそばだてるような仕草をした。


「……帰ってきたわ！　急いでお茶の支し度たくをなさい！」


　白黒の二人を除く十人のアイリスたちがわきゃわきゃ騒さわぎながら一いつ斉せいに動き出した。


　四人がかりで長テーブルを庭まで運んでくると、何種類ものガトーをはじめとする名前も知らない色とりどりの菓か子しが並べられ、ボガートはその前に座らされた。勢いよく置かれたソーサーとティーカップがぶつかって割れそうな音をたてる。ポットからカップになみなみと紅茶が注がれるのと、自動車のエンジン音が遠くから聞こえてきたのがほぼ同時だった。アイリスはボガートの注文も聞かずに勝手に菓子を取り分け、皿に山盛りにして目の前に置く。


「さあ早く！　食べて！　飲んで！」


「な、何な故ぜ……？」


「お茶会にならないからよ！」


　さっぱり要領を得ない話だが、仕方なくボガートはティーカップに手を伸のばした。


「熱っ！」


　煮にえたぎる紅茶のせいでカップの取っ手が持てないほど熱くなっていた。ナプキンで指先を保護しながらカップを傾かたむけ、ソーサーに移して冷ますという昔風のやり方でどうにか対処する。ボガートはロッタ嬢に急せかされるまま無む闇やみに甘ったるい菓子を口に運び、紅茶で流し込んだ。


「ようボガート！　無事に目が覚めたようだな──結構、結構」


　陽気な声とともに現れたのは長身瘦そう軀くをすっきりしたデザインの黒いスーツに包み、ダイヤ柄がらのネクタイを締しめた貴公子だった。見事な白はく髪はつの老執事を従えている。


『『『お帰りなさいませませ。ジェスター様』』』


　十二人のアイリスたちが声を揃そろえて主人を迎むかえる。


　ボガートは紅茶を噴ふき出しそうになった。ジェスターの行く手の地面から生気を与えられたようにイバラの枝がみるみる生長し、その先に可愛かわいらしい紫むらさき色いろの花はなを咲さかせたからだ。ジェスターは一度足を止めると、新しく咲いた薔ば薇らを一輪摘つんで香かおりを嗅かぎ、シャツの胸に挿さしてボガートのところへやってきた。


「いいところへ戻ってきたわねジェスター。ちょうどボガート様と午後のお茶会を愉たのしんでいたところよ」


　ロッタ嬢が猫ねこ撫なで声でジェスターを迎えた。掌てのひらを返したような態度の変わりようにボガートは啞あ然ぜんたる面おも持もちになる。


「俺の大事なお客をちゃんともてなしてくれてたんだな。俺はてっきりシルバーガンを出して見せろだの、絵描きなんて役立たずだのと言いたい放題でボガート君を困らせてるんじゃないかと心配してたんだが」


「そっ……そんなわけないじゃない」


　まるで見ていたようなジェスターの物言いに、ロッタ嬢は仮面の奥の目をパチクリさせる。ジェスターはテーブルに並べられた菓子を眺ながめて皮肉っぽく目を細め、


「しかし三日三晩寝ね込こんで起きた直後に熱々の紅茶と山盛りスイーツ一気食いってのもどうかと思うぜ。病やみ上がりの身体からだが受け付けねえだろ？」


「まあ、それは……うっ!?」


　不意に、ボガートの脛すねに刺すような痛みが走った。テーブルの下を探さぐると、いつの間にか足にイバラの蔓つるが絡からんでいる。ロッタ嬢が冷たい視線を送っているのを感じた。


「超ちようのつくほどの甘党でも無茶は禁物だ。ヴィクトールに胃い袋ぶくろに優やさしいスープを作らせてるから俺の部屋に行こう。ヴィオ、バウムクーヘンだけ持って一いつ緒しよに来い」


　ジェスターに腕うでを引かれてボガートは席を立った。イバラの蔓はすでに足から離はなれている。まだ物言いたげな様子のロッタ嬢を残し、ボガートは屋や敷しきの三階にあるジェスターの書しよ斎さいに案内された。


　広い書斎は書しよ棚だなに収まりきらない大量の書物と世界中から集められたと思おぼしき民芸品が雑然と置かれていて足の踏ふみ場にも困る有様だった。食事をとるには埃ほこりっぽい部屋だ。


「適当に片付けて座ってくれ」


　ヴィオと呼ばれたスミレ色の髪かみのアイリスはバウムクーヘンの皿を持ったままキョロキョロしている。ボガートはソファを占せん拠きよしている本の山を退どかし、天板がチェスボードになっているテーブルの上も片付けた。ジェスターが黒板を持ってきて、ボガートの向かいのソファに鎮ちん座ざしている東洋の神像に立てかける。


「体調はどうだい？　ひどい眠ねむ気けがあったり頭痛がするとかは？」


「とくに問題はない」


「よろしい。それじゃあ夕食前に講義をしておこう。ヴィオ、コーヒーをくれ。豆はケチらず濃こいめでな」


「かしこまりましたのです」


　アイリスはバウムクーヘンの皿をテーブルに置き、書斎から出て行った。


「講義というのは？」


「もちろん魔法についての基き礎そ知識だ。シルバーガンの使い方は分からなくても原理を知っておいて損はない」


「その前に訊ききたいことがあるんだが……」


「だろうな。ただ質問は的確に頼たのむぜ」


　この奇き妙みような屋敷についての疑問なら山ほどあったが、ジェスターとしてはあれこれと詮せん索さくされるのは好まないだろう。訊いてもいいが、それはジェスターの事情に深く踏み入ることになる。ボガートにはそこまでの覚かく悟ごはなかった。


「だったらひとつだけ……ロッタ嬢は君の何だ？　彼女がこの屋敷の主人というわけでもないんだろう？」


「ここは俺の屋敷で、彼女は長逗とう留りゆうのお客さ。根を生やしたように居座って帰ってくれなくてね」


　冗じよう談だんめかして答えるジェスターの顔からはどんな感情も読み取れなかった。


「ロッタから俺を手伝えと言われたと思うが、まあ気にするな。俺としてはＪ・Ｄを倒たおせたことで十分ラッキーだったからな。この上さらにボガート君のような頼もしい紳しん士しがシルバーガンを使いこなして俺に味方する？　そんなのは虫がよすぎる考えってもんさ」


　ジェスターが何と戦っているのか──その問いはあえて口にしなかった。少なくとも魔法使いであることは確実だが、ボガート自身、今回の事件で当事者になるまでは魔法なるものの存在を信じたことはなかったのだ。


　アイリスが戻ってきて二人に熱いコーヒーを淹いれた。ジェスターは左手にコーヒーカップを持ったまま、右手で黒板にチョークを走らせる。


「魔法といっても〈アルフライラの秘宝〉がもたらす力は昔ながらの魔術や呪じゆ術じゆつとはまったくの別モンでね。魔術は超自然の力を借りるが、〈秘宝〉そのものには魔力はない。人間の手が触ふれることで初めて作動する機械のようなものだ」


　丸と棒の組み合わせでできた簡単な人形を描き、その頭部から放射状に広がる線を加える。


「後光だの光こう背はいだのと呼ばれるものは知っているだろ？　絵描きならお馴な染じみだな。聖者の絵には付きものの頭から出てる神こう々ごうしいオーラの光──〈魂の光冠オーリオール〉が魔力の源だ」


「つまり〈秘宝〉と〈光冠〉は銃じゆうと弾だん丸がんのような関係にあるということか」


「まあ単純な話だな。ちょいと複雑になるのはここからで……魔ま法ほうには七段階のレベルがある。この間〈レベル[image: ]〉の存在が明らかになったばかりだが、あれは例外ってことで考えなくていい。この七段階ってのは〈光冠〉を外側から層ごとに区切ったもので、それぞれのレベルによって使える魔法の種類と強度、そして使用限度回数が決まっている。この区分された精神領域を便べん宜ぎ上じよう〈ヘイロウ〉と呼ぶ。レベル[image: ]は使える回数こそ多いが強度は低い。レベルが上がると強度も上がるが、回数は極きよく端たんに減ってしまう。そしてこのレベル間での魔力の融ゆう通ずうは利きかないんだ。例えばレベル[image: ]の魔力を使い切ると、レベル[image: ]や[image: ]がどれだけ残っていてもレベル[image: ]に回したりはできない」


「不思議なものだな」


「そのためにバウムクーヘンを持ってきた。試ためしに切ってみりゃ分かる」


　ボガートは木の年輪に似た層をなすバウムクーヘンにナイフを入れた。それぞれの層では弧この形が違ちがうため、外側の層の一部を内側の層に持ってきても合わない。逆もまた然しかりだった。


「なるほど……しかしレベル[image: ]の魔法が使えなくなると何か困るのか？　他のレベルの魔法で代用できそうなものだが」


「そのレベルにしか存在しない魔法ってのがあるからな。例えば魔法使い自身を守る『盾たての魔法』はレベル[image: ]と[image: ]にしかない。レベル[image: ]を常用したくても使える回数が少ないから主にレベル[image: ]を使うわけだが、同じレベル[image: ]に便利な魔法があると配分が難しくなる。もっとも俺の場合はそういった煩わずらわしさとは無む縁えんだがね」


　ジェスターは五枚の銀貨を手の中から取り出し、テーブルに並べた。〈アルフライラの遺物〉の中で最もありふれていて、護ご符ふとして土産みやげ物もの屋で売られているコインである。パリ市民なら誰だれでも見たことのある代しろ物ものだった。


　並べられたコインは辺の膨ふくらんだ多角形で、九角形のものはほとんど円形に近い。表側には幾き何か学がく的な図形と古代の文字が、裏面には精せい緻ちな人物画のレリーフが刻まれている。


「こいつは〈ヘイロウ・コイン〉だ。俺の〈バンディット・ギア〉はこいつを魔力に還かん元げんして、自前のヘイロウを消費することなく魔法が使える……要は魔法が買えるコインだな。表に書いてあるのが額面だとして、裏に彫ほられてる顔は誰だと思う？」


「古代の魔法の国を支配していた皇こう帝ていとか？」


「よーく見てみろ」


　ボガートはすべてのコインを裏返してみた。レリーフはどれも同じ男の顔だ。見覚えはないはずだが、ボガートは説明のできない不ふ吉きつな悪お寒かんを覚えた。


「そいつはＪ・Ｄの顔さ」


「何だと!?」


「まあ覚えてないのも無理はないか。出会ったのは夜で暗かったし、顔に怪け我がもしていたからな」


「どうしてコインにＪ・Ｄの顔が？」


「皇帝の金貨と同じで発行元だからさ。魔法使いを〈ヘイロウ・ブレイク〉すると魔力がコインとして吐はき出される。十分に残ざん弾だんを持ってたはずのＪ・Ｄがいきなり弾たま切ぎれになったのはそういうわけだ」


　ボガートはＪ・Ｄのコインを投げ捨てるようにしてテーブルに戻もどした。コインになったとはいえ忌いまわしい〈悪あく霊りよう〉の一部には違いない。


「つまり真っ向から魔法で勝負する以外に魔法使いを倒す方法は二つだ。そいつの持ってる〈秘宝〉を取り上げるか、〈ヘイロウ・ブレイク〉して魔力を枯こ渇かつさせるか──もっとも〈ブレイク〉するには拳こぶしで直接ぶん殴なぐる必要があるから楽じゃないが」


「ここにあるのはＪ・Ｄのコインだけか？　僕も一緒に殴られたはずだが」


「〈ブレイク〉できるのは魔法使いだけだ。〈光冠〉は誰でも持ってるが一いつ般ぱん人じんのそれは魔法用に分ぶん割かつ、規格化されていないからな」


「しかし僕はシルバーガンを撃うったぞ……？」


「だから三日も寝込む羽目になったのさ」


　ジェスターの言葉はボガートの胸に鋭するどく刺ささった。


「ヘイロウに細かく分割するのは魔法をコントロールするためだが、同時に〈光冠〉を保護するための仕組みでもある。バウムクーヘンに限った話じゃないが、普ふ通つうは食べやすい大きさに切り分けるよな？」


「つまり僕が撃った魔弾は……」


「限りなく〈レベル[image: ]〉に近いだろうな。なにせ〈光冠〉を丸のまま使ったわけだし。危ない橋を渡わたったのはお互たがい様ってことだ」


　ジェスターはチョークをトレーに戻し、コーヒーを飲み干した。


「魔法とヘイロウについて説明した理由は分かるな？　もし万一、君の右手にシルバーガンが再び現れたとしても、撃たない方が身のためだ。こいつは友人としての忠告というより警告だと受け取ってくれ」


「だが……ジェスター、君は──」


　その問いかけを遮さえぎるようにジェスターは背を向けた。


「そろそろいい頃ころ合あいだろう。ヴィクトールは料理の腕もなかなかだぜ？　それにしても……」


　ニヤけた横顔を見せながらボガートの身体を眺ながめる。


「その時じ代だい遅おくれの王子様みたいなヒラヒラだらけのシャツは何だ!?　酷ひどいもんだ。シャツなら俺のを貸してやるからさっさと着き替がえろよ」


「それを最初に言ってくれ」


　魔法についての講義はお開きになり、ボガートは客間に戻ってジェスターが用意した当世風のシンプルなシャツに着替えた。


　黄色の髪のアイリスに案内されて広間に向かうと、先に来ていたジェスターがエプロンを着けた老執しつ事じの給きゆう仕じを受けているところだった。


　細身でスマート、物もの腰ごしは柔やわらかだが、チックで固められたカイゼル髭ひげは落ち着きと厳格さを感じさせ、その風ふう采さいの良さはひと目でこの屋敷の家政一いつ切さいを取り仕切る立場の人間だと分かる。あまり普通でない主人と明らかに怪あやしい客人、それに十二人の自動人形オートマタのメイドという奇妙すぎる〈イバラ荘そう〉の住人の中で唯ゆい一いつ常識を堅けん持じしていそうな人物である。ボガートが無条件に親しみを覚えたとしても無理はなかった。


　ボガートはジェスターの斜はす向むかいの席を勧すすめられて着席した。


「紹しよう介かいしてもらえるかな？」


「いいとも」


　ジェスターに促うながされ、執事はエプロンを取って深々とお辞じ儀ぎした。


「ボガート様、御ご機き嫌げんよろしゅう。ヴィクトール・ガルシアと申します」


「父の代から執事として仕えてくれている。こう見えてもかつてはパリの暗黒街を支配していたボス……」


「ボ、ボス!?」


　ボガートが驚おどろいて聞き返す間をたっぷりと与あたえてからジェスターは先を続けた。


「……の右みぎ腕うでと呼ばれたこともある男でね」


「右腕か。紛まぎらわしい言い方を──って、右腕？　暗黒街のボスの!?」


「新しん鮮せんな反応だな」


　ジェスターの笑え顔がおを見て、ボガートはからかわれたのだと悟さとった。


「悪ふざけなら控ひかえてくれ。こっちは田舎いなか者ものだから何を言われても真に受けるぞ」


「真に受けてもらって結構だよ。ナイーブなところが君の美点だ」


　誉ほめられているのかバカにされているのかよく分からない物言いに、ボガートも曖あい昧まいに苦く笑しようするしかない。この主人の下で働くのは並々ならぬ苦労があるだろうとヴィクトールに同情の目を向ける。


「この屋や敷しきを切り盛りするのは大変でしょう」


「さほどのことはございません」


　ヴィクトールは涼すずしい顔で答えた。同意を得られないのは残念だが、執事としては当然の態度である。


　アイリスたちが料理を運んできた。オニオンタルトにニンニクスープル・トウリン、山さん賊ぞく風ローストチキン、たっぷりのキノコと熟成チーズを使ったキッシュの四品はすべてヴィクトールの手製だという。ニンニクスープル・トウリンは塩分強めで、チキンは様々な種類の香こう辛しん料りようを使っていて相当な辛からさだったが、ボガートは自分でも驚くほどの食欲で大いに食べ、飲んだ。身体からだが欲ほつしていたのは甘味ではなく肉と塩気だと本能で分かる。


「赤ワインのお代わりはいかがですか？」


「いただきます」


　ヴィクトールが四杯はい目のワインをグラスに注ごうとガラス製のデカンタを傾かたむけた時──ジェスターが音もなく跳ちよう躍やくした。


　椅い子すに腰こし掛かけた状態からふわりと飛び上がると、テーブルに片手をついて飛び越こえざまにヴィクトールに蹴けりを見み舞まう。ヴィクトールはわずかに首を傾けただけでそれを躱かわし、左手でデカンタを持ったまま、右手でジェスターの右足首をつかんで引いた。


　ジェスターの身体はヴィクトールの頭上を越えてすっ飛んでいき、壁かべ際ぎわに置いてあるチェストに背中から激げき突とつする。


「くっ……まだまだ！」


　ジェスターは素す早ばやく起き上がり、懲こりずに挑いどみかかった。


　目まぐるしく突つき出される両の拳をヴィクトールは右手だけで器用に捌さばき、ジェスターの胸に掌しよう打だを打ち込む。


　何の前まえ触ぶれもなく始まった闘たたかいに度ど肝ぎもを抜ぬかれたボガートは、ヴィクトールが左手で支えているデカンタが空中に固定されたように動かないことに気付いてさらに驚いた。


　押し返されたジェスターは身を沈しずめ、縮んだバネが弾はじけるような鋭い跳躍で長い間合いを一足飛びで詰つめた。右拳が槍やりのように突き出される。ヴィクトールはその拳けん突とつを右手首で巻き取るように受けて威い力りよくを殺し、同時に右足を出して着地寸前のジェスターの右足を払はらった。


「──なっ!?」


　ジェスターの体勢が崩くずれる。ヴィクトールはジェスターのネクタイを摑つかみ、バランスを取り戻そうとした瞬しゆん間かんを逃のがさずジェスターの足を逆方向に払った。果たしていかなる力学的なマジックがあったのか、ネクタイを中心としてジェスターの身体が天地逆に半回転した。ヴィクトールは軽く押し出すようにしてジェスターを投げ飛ばす。


「痛たた……ちょっとタンマ！」


　頭から床ゆかに落ちたジェスターは右みぎ肩かたを押さえながら立ち上がった。右腕はだらりと垂れ下がっている。


「受け身を取り損そこねて肩が抜けちまった」


　呼吸を整え、肘ひじを下から持ち上げるようにして肩関節を戻した。ゴキリと嫌いやな音が鳴る。自力で治せるところからしてこうしたことは一度や二度ではないらしい。


「お……おいジェスター！　今のはいったい何なんだ？」


「ん？　ああ、ヴィクトールは俺の武術の師し匠しようでもあるんだ。いつでも好きな時に稽けい古こをつけてもらっていいという取り決めになってる」


「師匠……!?　しかし食事中にいきなり襲おそうのはいくら何でも──」


　ボガートはワイングラスを見た。デカンタはすでにガラスの栓せんをされてテーブルに置かれている。赤ワインは正確にグラスの三分の二まで注がれ、周囲には一いつ滴てきもこぼれていなかった。ボガートはさっきまでとは別の生き物を見るような目をヴィクトールに向けた。


「確かく認にんしたいんだが、この屋敷の主人は……？」


「ジェスター様でございます」


「その……ここで働くのは大変でしょう？　いろいろと」


「さほどのことはございません」


　ヴィクトールの返事は先刻と何も変わらない。それを以もつて安心していいものか否いなか──ボガートには判断がつきかねた。とはいえ注いでもらったワインを辞退するわけにもいかないのでグラスを取って口に運ぶ。変なものを見せられて動転したせいか酸味が強くなった気がする。


「今の攻こう撃げきのタイミングはバッチリだったろ？」


　ジェスターは余よ裕ゆうであしらわれたことを忘れたように訊たずねる。その問いにヴィクトールは執事としての落ち着いた物腰を崩さず答えた。


「動き始めてから攻撃に移るまでがワンテンポ遅うございました。警けい戒かいしておらずとも対応されましょう」


「さらに早くったってこの距きよ離りじゃな……先にコインを当てて気を逸そらせるってのは？」


「それが上策でございましょう。ですが〈弾だん指し神じん通つう〉も実用にはまだ暫しばしの鍛たん錬れんが必要でございますな」


「やれやれ、厳しいなあ」


　ジェスターは文句を垂れつつ席に戻った。四杯目で酔よいがまわってきたのか、ボガートはあまり深く考えずに思ったことを口に出した。


「〈弾だん指し神じん通つう〉って何だ？」


「指を弾はじいて礫つぶてを飛ばす技わざだ。こう……親指と中指の間に挟はさんで人差し指で弾き飛ばす。達人になるとツバメを撃ち落とすこともできるらしい。ヘイロウ・コインを弾だん丸がんにして飛ばせば結構な威力になるだろ」


「君はいったい……」


　その技をマスターしてどうするつもりなのかと問い質ただしそうになって、さすがに思い留とどまった。〈魔ま法ほう使つかい〉には普通の弾丸では通用しないからに決まっている。


　ボガートの食欲が落ち着いたのを見計らってジェスターが訊きいた。


「ところでボガート。デザートはどうする？　こっちはヴィクトールの手製じゃないが」


「いや……甘いものはもう……」


　ジェスターの顔を見ようとしたボガートの視界が急に暗くなった。日が沈んだわけでも室内の明かりが消えたのでもない。意志とは無関係に目ま蓋ぶたが落ちたのだ。


「どうしたんだ……？　目蓋が重くて……目を開けていられないんだが……」


「心配ない。ワインに入れた眠ねむり薬が効いてきただけだ」


「く、薬を盛ったのか？　何な故ぜ……」


「値の張る薬だったから一度効き具合を確認しないとと思ってたんでね。他意はない。気持ちよ～く眠れるはずだぜ。その前にいくつかの質問に答えてくれると嬉うれしいんだが」


「ジェスター、君は──」


　どうにか抗こう議ぎの言葉を紡つむぎ出そうとしたがかなわず、ボガートの意識は小こ舟ぶねのように暗い眠りの海の波間にさらわれていった。


　夢と現うつつの狭はざ間まで、ジェスターの声が頭の中に響ひびく。


『若い女を覚えていないか？　ピンク色に輝かがやく金きん髪ぱつと、南の海のように碧あおい目をしたとびっきりのいい女だ──』




　[image: ]　愛いとしのアデルと幻まぼろしの美女
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　レミー・ボガートは再びあの感覚を味わっていた。


　目の前に広がるのは自分の記き憶おくにない光景、記憶にない行動──他人の夢を覗のぞき見しているように、目を逸そらすことも、瞬まばたきさえ出来ない。


　そこはとある屋敷の広間らしかった。〈イバラ荘そう〉ではない。装そう飾しよくが極きよく端たんに少なく、聖人の描えがかれた色あせたタペストリーが一枚掛かかっているだけの白い壁かべ。火の入った暖だん炉ろの上には燭しよく台だいと古い水差しがあるばかり。質素で禁きん欲よく的な雰ふん囲い気きから屋敷の主あるじは敬けい虔けんな信徒のようだ。


　その広間には四人の人物がいた。ボガート自身──正確にはボガートが憑ひよう依いしている人物──は壁かべ際ぎわに立って広間全体を視野に収め、三人をやや離はなれた位置から眺ながめている。ボガートの宿主になっている人物の容姿は鏡でも見ないことには分からない。顔を見せたくないのか、室内にもかかわらず、つばの広い帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶったままだ。


　低いテーブルを挟んで二人が対面していた。ボガートから見て向かい側のソファには二は十た歳ちそこそこの若い女が、手前側には白はく髪はつの男が座っている。


　女は煙水晶スモーキークオーツの板ガラスをはめた四角いサングラスをかけて目を隠かくしているが、それでも掛け値なしの美女だと分かった。


　双そう眸ぼうが隠れているだけに、すっきりと通った鼻び梁りようやルージュを引かれたふっくらとした唇くちびるに目が向く。頰ほおから顎あごの先に至る輪りん郭かくの曲線はとくに素晴らしい。ゆるく波打ちながら胸むな元もとへ流れる豊かな髪かみは赤毛混じりの金髪ストロベリーブロンドで、明るい昼間ならピンク色に輝いて見えるだろう。首筋から胸の谷間を強調するローブ・デコルテ姿ならさぞ艶あでやかだったろうが、修道服に近い地味なデザインのモノトーンのワンピースにケープを羽織っている。


　対する白髪の男の顔は見えないが、肌はだの皺しわや弛たるみ具合からして六十歳近い高こう齢れいだろう。光こう沢たくのあるロイヤルブルーの生き地じで仕立てられた豪ごう奢しやな礼服姿で、十指すべてに大きな宝石付きの指輪をはめている。座っているが上背があり、肩かた幅はばも広い。


　もう一人、白髪の老人の背後に立っている燕えん尾び服ふく姿の男は従者らしい。すらりとした長身で風ふう采さいのいい男だが、髑どく髏ろに似た白い仮面で顔を半ば隠している。ボガートと視線を共有している人物はこの従者にはまるで興味がないらしく、一いち瞥べつを与あたえただけでその後は完全に無視していた。


　三人の誰だれにとってもこの質素すぎる広間は似つかわしくなかった。何らかの事情で顔を合わせる必要があり、あえてこの場所を選んだように思える。この会合の目的はおそらく他人には知られたくない内密な話に違ちがいない。


　女が何事か話し始めたが、声は聞こえなかった。奇き妙みようなことにボガートが共有している感覚は視覚だけらしい。


　女は懐ふところから革の書類入れエンベロープを取り出し、中身の手形をテーブルに置いた。何らかの取引を持ちかけているらしい。しかし老人の側は手形を確認しようともせず、わずかに肩を震ふるわせた。女は頰を強こわ張ばらせ、不快な表情を浮うかべる。老人は嘲ちよう笑しようしたらしい。


　老人が左手を持ち上げ、指を弾く。テーブルの上の手形が旋せん風ぷうに飛ばされたように宙に舞まい上がったかと思うと、書類入れの中に吸い込まれ、留め具の紐ひもも巻き直された。


（魔法……か!?）


　ボガートの感覚ではそうとしか思えなかった。ジェスターの言うところのレベル[image: ]相当の魔法だろうか。手形を書類入れに戻もどす──たったそれだけの行こう為いに魔法を使ったのを見れば、老人が何者かは明白だった。


（あの女は老人から魔法のタネを買い取る交こう渉しように来たのか？）


　老人は相当に位の高い貴族に違いない。裕ゆう福ふくな資産家の中には爵しやく位いを買い取り貴族入りしたり、貴族に準ずる権力を得ている者もいると聞くが、即そく座ざに突つっぱねたところを見ると額面が足りなかったのか、最は初なから交渉する気などなかったのか──だとすればこの会合をもうけた目的は何なのか。


　ボガートは紳しん士しにあるまじき妄もう想そうだと自覚しながらも、この男たちの目的は彼女自身ではないかと邪じや推すいしたくなった。あまりに美しすぎるからだ。


　老人は尊大な態度で女に語りかけていた。声は聞こえないのであくまで身み振ぶりからの推測にすぎないが、外れてはいないだろう。交渉が頓とん挫ざしたことで女は一刻も早く立ち去りたがっている様子が窺うかがえたが、老人は女を引き留めて別の交渉を持ちかけようとしているようだ。


　女はシガレットを取り出し、マッチで火を点つけた。軽く燻くゆらせてから、尖とがらせた唇から老人に向けて紫し煙えんを吹ふき付ける。老人は再び指を鳴らそうとして左手を持ち上げたが、指を弾く寸前で動きを止めた。女はシガレットを暖炉に放ほうり込むと、立ち上がってボガートの目の前を通り過ぎ、ドアを開けて出て行った。


　何か奇妙なことが起きた──ボガートはそう直感した。


　ボガートの視線は動かず、女を目で追いもしなかった。ドアの方を向いたのは女が出て行ってから数秒も経たってからである。目を開けたまま眠っていたとでもいうのか。


　老人が立ち上がり、右手を横に振ふった。『あの女を追え』──そう指示したのだろう。ボガートが憑依した男は仮面の従者に先んじてドアから出た。隠し通路のような細い廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、突き当たりの鎧よろい戸どを開けるとそこはもう建物の外だった。


　空は暗かった。深夜だからか、さほど広くない通りには人ひと影かげはない。街路に敷しき詰つめられた石いし畳だたみの模様からしてパリ市内のどこかだろう。ボガートは路地を抜け、運河沿いの遊歩道を早足で進む。ボガートの宿主は女の行き先が分かっているのか、歩みに迷いがない。しばらくしてボガートは歩道の上にある星を撒まいたような煌きらめきに気付いた。街灯の反射に紛まぎれていたものが暗い場所に来てはっきりと目視できるようになったのだ。光る砂のような粒つぶが足あし跡あとを形作っている。


（これは……!?）


　見覚えのある光景だった。宿主は光る足跡を追い、運河を跨またぐアーチ形の歩道橋の上で女に追いついた。女は追つい跡せきに気付いていたのか、大だい胆たんにも歩道橋の半ばで立ち止まり、振り向いた。ボガートの宿主も足を止める。


　女はサングラスを外した。深夜に色付きの眼鏡を掛けていること自体が不自然なのだが、その行為には特別な意味があったらしい。


　素す顔がおを現した女は想像に違たがわぬ──否いな、それ以上の美女だった。


　射い貫ぬくような強い眼まな差ざしを放つ双眸は鮮あざやかな瑠る璃り色いろ。髪と同じ色の太い眉まゆは優美な弧こ形けいを描えがき、微び笑しようを含ふくんだ口元と相まって、揺ゆるぎない自信と気高さを感じさせる。女の表情には怯おびえも嫌けん悪おもなかった。ここで二人きりになったことも偶ぐう然ぜんではなく、あらかじめ示し合わせていたかのような錯さつ覚かくさえ覚える。


　ボガートの視線は女の美び貌ぼうに釘くぎ付づけになった。ボガート自身が生身で美女を前にしているのなら分かるが、この宿主に限っては有り得ない話だった。


（美女に見み惚とれて棒立ちに……？　この男が!?）


　女が両手で髪をかき上げ科しなを作った。紅あかい唇が動き、何か語りかける。自分を捕つかまえに来た男を誘ゆう惑わくし、逆に情報を聞き出そうというのか。男はまだ動かない。それどころか瞬きひとつしない。


（動かない……いや、動けないのか？）


　ボガートは宿主と視覚を共有しているだけで肉体の感覚や感情までは把は握あくできない。女が宿主に対して何かを仕し掛かけているのは推測できても、それがどんな効果を上げているのかまでは分からないのだ。


　女の顔が曇くもり、わずかな苛いら立だちの色が浮かんだ。色いろ仕じ掛かけが功を奏していないのか。女は左手を持ち上げ、掌てのひらをこちら側に向けて自分の左目に蓋ふたをするように重ねた。その左手の人差指と中指を開き、チョキの形にして外側にスライドさせる。


　次の瞬しゆん間かん──開いた二指の間から現れた左目がピンク色の光を放った。


　ボガートが目視できたのは女の左目の虹こう彩さいにハート形の模様が浮かび上がったところまでだった。宿主が右手で自分の視界を覆おおい隠し、光を遮しや断だんしたからだ。宿主の右手は水銀に浸ひたしたように滑なめらかな銀色に変わっていた。


（やはり──！）


　これはボガートと出会う以前のＪ・Ｄの記憶の再生だった。


　女は危険を察して逃にげ腰ごしになる。金かな縛しばりが解けたらしいＪ・Ｄが追おうとすると、女との間に突とつ如じよとして黒い影かげが立ちはだかった。空から降ってきたような現れ方である。黒ずくめの若い男で、欄らん干かんをつかむ右手の指が月光を帯びたように朧おぼろに光っている。


（ジェスター!?）


　覆ふく面めんはしていてもその不敵な眼差しは隠しようもない。離れた場所にあるものをつかんで引き寄せる〈ムーンレイカー〉の魔法を応用した瞬間移動だ。おそらく近くで女とＪ・Ｄのやり取りを観察していたのだろう。ジェスターは背後に女を庇かばう形で行く手を阻はばんだ。


（なんて無む謀ぼうな！）


　ボガートは愕がく然ぜんとした。シルバーガンの持ち主の眼前に堂々と姿を晒さらすとは。


　勝負は一瞬だった。


　二人は互たがいに相手に向けて右手を突き出す。


　Ｊ・Ｄが右手にシルバーガンを出現させるのと、ジェスターが〈月つき影かげの指〉を飛ばしたのはほぼ同時だった。


　直後、銀色の閃せん光こうが爆ばく発はつし、ボガートの視界を覆い尽つくす──
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　飛び起きたボガートはベッドの下に置いてあるスケッチブックを取ると、枕まくら元もとのペン立てから抜き取った鉛えん筆ぴつを走らせた。


　記憶が鮮せん明めいなうちに美女の顔を描いておきたかったからだ。


　しかしひと通り素そ描びようしたところでぱったりと筆が止まった。出来上がった絵はよく特とく徴ちようを捉とらえていたが、当人から受けた強きよう烈れつな印象とはほど遠い、魂たましいの抜けた似顔絵でしかなかった。霊れい感かんが去ってしまった後の虚むなしさを感じ、ボガートは鉛筆と一いつ緒しよにスケッチブックを放り出した。


　再びベッドに倒たおれ込んだ後、慌あわてて身体からだを起こし、あらためて周囲を見回す。


「ここは……!?」


　ボガートがいるのは広い屋根裏部屋ロフトだった。


　天てん井じようは高く、壁かべにある大きな採光窓からは暁ぎよう光こうが差し込んでいる。建物はそれなりに古いが内装は新しく、最近になって塗ぬり直された壁は白に近いグレーだ。床ゆかはベッドの置かれている一角を除いてほとんどが板張りのままになっている。暖だん炉ろの上に並んだ家族の写真。ベッドの横の壁に立てかけられた習作、描かきかけのカンバスのかかったイーゼル、テーブルや床の上に雑然と置かれている筆や顔料をはじめとする画材、それらすべてに見覚えがあった。


　この部屋はパリ市内ソートレル通り五五五番地のアパルトマンの最上階──レミー・ボガートのアトリエである。


　自分がどうやってここへ戻ってきたのか、意外にもすぐに思い出せた。薬を盛られて意識が朦もう朧ろうとした状態だったが、ここまでの道中の記き憶おくは断だん片ぺん的ながら残っている。ヴィクトールの運転する自動車でジェスター邸ていを出て、しばらく走った後（おそらくパリ市内に入る前）に馬車に乗り換かえてアパルトマンの前まで運ばれてきたのだ。ヴィクトールの肩かたを借りて階段を上がり、ベッドに横たえられたところまで覚えていた。薬のせいか移動中は口が軽くなり、取り留めもない話を延々と喋しやべっていたように思える。ヴィクトールもさぞウンザリしたことだろう。責任はジェスターに帰すべきだが、その忠実な執しつ事じに対しては手間を取らせて申し訳ないという気持ちが湧わいた。


　ジェスターは妙みような薬を使ってシルバーガンに残留している（可能性のある）Ｊ・Ｄしか知り得ない情報を引き出そうとしたのだろうか。しかし先刻の夢の光景がそれだとすれば語ったところでものの役には立ちそうにない。ジェスターには悪いが、忌いまわしい殺し屋の記憶など二度と思い出したくもなかった。


　ヴィクトールが気を利きかせたのだろう、暖炉にくべられた薪まきが燃え残っていて部屋は暖かったが、ボガートは窓を開けて外に顔を出した。


　空は高く晴れ渡わたっている。


　冬の気配を感じさせる冷たく乾かわいた外気を浴びた顔が引き締しまってむしろ心ここ地ち好よい。ようやく日常の生活に戻ってきたという実感に思わず笑えみがこぼれた。


　表通りを二頭立ての馬車の走る音が近付いてくる。早朝のため他に生活の音はまだ聞こえてこない。ボガートは都合一週間も留守にしていたことを思い出し、新聞が読みたくなった。このアパルトマンでは大家の厚こう意いにより新聞を二紙契けい約やくしており、共同ホールで誰でも読めるようになっている。


　梯はし子ごのような細い階段で小さなキッチンの付いた居間に下り、出口のドアに向かう。ドアの裏側に下げているコルクボードに数枚のメモが画が鋲びようで留めてあった。


『ドアの下に伝言が差し込んでありました。Ｖ・Ｇ』


　一枚目の署名はヴィクトール・ガルシアのイニシャルだった。他のメモはすべて同じ筆ひつ跡せきでヴィクトールとは別人のものだ。ボガートを部屋まで運んだ時に見つけてまとめておいたのだろう。日付の順に重ねているところから几き帳ちよう面めんさが窺える。


『お昼頃ごろに寄りました。明日あした午後に時間が取れたらまた来ます。Ａ』


　二枚目のメモの日付はその二日後だった。


『どうして二日も留守に？　サロンに入り浸びたるのもいい加減にしたら？　Ａ』


『大学とサロンへ行ったけど誰だれも貴方あなたの行き先を知らないってどういうこと？　Ａ』


『右手を怪け我がしたって本当？　お医者さんを紹しよう介かいするから戻もどってきて。Ａ』


『何ど処こへ行ったの？　戻ったらすぐに連れん絡らくをちょうだい。Ａ』


『レミーのバカ！　もう知らないから！　Ａ』


　六枚目は怒いかりにまかせて書き殴なぐられている。


『明日帰ってこなければ市警察に捜そう索さく願ねがいを出します。Ａ』


　一転して硬かたい文体で書かれた最後のメモを見て、ボガートはニヤニヤしている場合ではないと悟さとった。メモの日付は昨日である。


（早いうちに本人に会って釈しやく明めいしないと──）


　ドバン！


　いきなりドアが開き、メモを凝ぎよう視ししていたボガートの額を強打した。目ま蓋ぶたの裏に星が散り、転てん倒とうして尻しり餅もちをつく。


「レミー……兄様!?」


　チカチカする目め頭がしらを押さえながら顔を上げると、ダッフルコート姿の少女がドアの前に呆ぼう然ぜんとした顔で立っていた。


　襟えり首くびのところで綺き麗れいに切り揃そろえられたボックスボブの艶つややかな黒くろ髪かみ。大きく見開かれた目は深い鳶とび色いろだ。控ひかえめな鼻から頰ほおにかけて薄うす墨ずみの飛沫しぶきを散らしたようなそばかすがある。不ふ機き嫌げんだとアヒルっぽくなる薄うすめの上うわ唇くちびるも可愛かわいらしい。


　年ねん齢れいは十二歳と七か月。体つきは細く、背せ丈たけはボガートの鳩みぞ尾おちあたりまでしかない。


　現れた少女はメモの署名の『Ａ』──アデライード・ヴィドックだった。


　アデライードはボガートに駆け寄って膝ひざを折り、右みぎ腕うでをグイとつかむとシャツの袖そでを肘ひじまで捲まくり上げた。


「怪我は？　怪我はして……ないの!?」


　肘から手首を調べ、掌を裏返したり、指を一本ずつ伸のばしたり曲げたりしてつぶさに観察する。いきなり右手を見られてボガートは少し焦あせったが、皮ひ膚ふが銀色に変色する徴ちよう候こうはなかった。


「何ともないよ、アデル」


「じゃあ怪我したのは噓うそだったの!?」


「僕が怪我したって誰に聞いたんだい？」


「メルセデス・レイよ！」


　レイはこのアパルトマンの住人の一人で、ボガートと同じエリュシオン芸術大学の音楽学部に通う留学生である。


「確か五日前の夜に十四区のダロー通りでレミーを見かけたって。その時右手に包帯をして三さん角かく巾きんで吊つってたって……」


　五日前といえば変装したジェスターを追つい跡せきしていた頃だ。Ｊ・Ｄに身体を乗っ取られていたボガート自身は気付かなかったが、街中でレイに目もく撃げきされていたらしい。


「たぶん彼女は噓をついたわけじゃないよ。その時の僕は右手を怪我しているように見えたんだろう」


　同じ留学生とはいえレイとは親しい間あいだ柄がらではないが、今回はそれがむしろ幸運に働いた。下手に声をかけていたならどうなっていたか分からない。Ｊ・Ｄならジェスターの尾び行こうを優先するために彼女の口を封ふうじるくらいのことは平気でやってのけたはずだ。
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「怪我もしてないのに包帯を……？」


　アデルは納なつ得とくしていない顔で、左肘を右の掌に乗せ、左手の人差し指を顎あごの先に押し当てた。唇くちびるを尖とがらせ、上うわ目め遣づかいで虚こ空くうを睨にらむ。思案をめぐらせる時の仕草だ。


「アデルが心配したのは僕の右手だけ？」


　優しい声で訊たずねると、アデルはまたびっくりした顔になった。


「そ……それはそうよ。絵の勉強をするために留学して来たんだもの。利き腕が使いものにならなくなったりしたら……ほら、困るでしょ？　このアパルトマンは親おや御ごさんから大事な子息子女をお預かりしてるんだから、万一のことがあったら申し訳が立たないわ」


　まるで大家のような物言いだが、このアパルトマンはアデルの父親のアラン・ヴィドック氏が留学生支し援えんのために用意したもので、立場上は大家の娘むすめであり、あながち間ま違ちがいでもない。とはいえいかにも父親の受け売りだった。


「黙だまって一週間もいなくなるんだもの。何か事件に巻き込まれたんじゃないかって……レミー兄様ってパリに来たばかりで右も左も分からないくせに警けい戒かい心しんがまるっきりないから物ぶつ騒そうな裏通りにも平気で入ってくし……底そこ抜ぬけにお人好しだから困ってそうな人を見かけると放ほうっておけなくて、自分からトラブルに首を突つっ込こんで面めん倒どうなことになって、それで自力で帰ってこれなくなったとばかり──」


　まるで見ていたかと思うほど合っている。


「この一週間、電報のひとつも打てなかったの？」


「電報か……その発想はなかったなあ」


　ボガートが自分の肉体の支配権を取り戻せたのは夜半で、すでに電報局は閉まっていた。思いついたとしても送る機会はなかったろう。


「次に困った事態になった時には電報を打って知らせることにするよ」


「……それだけ？　他に言うことは？」


「他にって？」


　アデルはひどく苛いら立だっている様子で、腕組みしてボガートを睨む。


「そういえばどうしてここへ？　僕が戻ってきたことが分かった？」


「煙えん突とつから煙けむりが出てるのが見えたからよ！」


　アデルの住む屋や敷しきはこのアパルトマンが見える場所にあるが、望遠鏡を使わないとどれがボガートの部屋の煙突かまでは判別できない距きよ離りだ。いかに鈍にぶいボガートでもさっきの馬車が誰を乗せてきたものかくらいは想像がついた。


「どこで何してたのか……言い訳のひとつもしたらどうなの!?」


「実は少し冒ぼう険けんをしてきたんだ。アデルが想像した通りの顚てん末まつでね」


「弁明する気はないわけ？」


「いつか自じ叙じよ伝でんを書く時に取っておこうかと」


「そう──」


　アデルが表情を消し、氷の仮面を一枚かぶったように冷ややかな顔になる。


（ああ……まただ）


　ボガートは内心嘆たん息そくした。


　アデルとはアパルトマンの大家の娘と店子というだけの関係ではない。


　十二年前のある嵐あらしの日の午後──ボガートの地元ハートフォード領内で一台の馬車が崖がけ崩くずれに巻き込まれた。


　領主であるボガートの父は見回りに出ていて事故の第一発見者となり、領民を指揮して救助にあたった。夜になって屋敷に戻ってきた父は、事故の生き残りだという女の赤ん坊ぼうを連れていた──それがアデルとの出で逢あいである。


　馬車に乗っていたのはヴィドック夫妻だった。


　その事故でアデルの母親は亡くなり、父親のアラン氏も重傷を負って入院したため、アデルはボガート家に預けられることになった。前年に病気で母親と死別していたレミーは似た境きよう遇ぐうのアデルを不ふ憫びんに思い、誰よりも心配して乳う母ばさながらに世話を焼いた。アラン氏の療りよう養ようが長引いたこともあり、アデルは七歳になるまでボガート家で養育され、レミーとは本当の兄妹きようだいのようにして過ごしたのだ。


　アラン氏の本業は交易商人で、現在でも外国との取引のため一年の半分以上を商船の上で過ごしている。父親と暮らすようになってからもアデルは夏と冬の休きゆう暇かにはハートフォードを訪おとずれ、ボガート家の屋敷で過ごすのが恒こう例れいとなった。領内の外へはほとんど出たことのないレミーにとって年中外国を渡り歩いているアデルの土産みやげ話ばなしは何よりの楽しみで、遅おそくまでベッドの中でアデルの話に耳を傾かたむけ、いつの間にか手を繫つないだまま眠ねむってしまう──そんな夜も一度や二度ではなかった。レミーにとって少年時代の黄金の日々の記き憶おくはいつもアデルと共にあった。


　フランスの首都パリへの留学の話を持ってきたのはアラン氏である。


　父はボガートの画家としての才能にはまるで理解を示さなかったが、アラン氏の説得もあり、見聞を広めるという名目で留学を許された。アデルもパリ市内の中等学校に通うと聞いていたボガートは、近くに住むことになれば毎日のように会えるだろうと楽しみにしていた。


　ところがパリで再会したアデルは妙みようによそよそしい態度で以前のようには打ち解けず、距離を置きたがった。ボガートが幼おさな馴な染じみの気安さでその距離を縮めようとするたび、アデルは今のようにガラスの防ぼう壁へきを張り巡めぐらせるようにして拒きよ絶ぜつした。


　ボガートにとってアデルの心変わりは謎なぞだったが、光の都と呼ばれる大都会パリにおいて自分は所しよ詮せん田舎いなか者ものに過ぎず、アデルもまたハートフォードにいた頃とは違うのだという事実は認めざるを得なかった。


「とにかく、今度留守にするときはちゃんと知らせてよね！」


　アデルはコートの裾すそを払はらって立ち上がると、そのまま踵きびすを返そうとして──足を止めた。


「どうして……泣いてるの？」


「え？」


　ボガートは驚おどろいて自分の頰を撫なでた。いつの間にか目が潤うるんでいて、触ふれた指が涙なみだで濡ぬれた。


「一人前の紳しん士しが何をメソメソすることがあるわけ？」


「これは……悲しくて出た涙じゃないよ」


「じゃあ何？」


「こうしてアデルにまた会えたのが嬉うれしくてさ」


　アデルは胸を突かれたようにアッと口を開きかけたまま、ボガートの顔を凝視した。


　パリに来て初めて正面から視線が絡からみ合った──そう感じたボガートは、腰こしを上げて膝立ちになり、アデルに向かって両りよう腕うでを広げた。


「……アデライード」


　優やさしく呼びかけると、アデルは眉まゆ根ねを寄せて怒おこった顔を作ろうとしたが、それが果たせず、何かを必死に堪こらえるように口元を震ふるわせる。


「──ア・デ・ル」


　太陽の暖かさが旅人のコートを脱ぬがせるように、アデルの氷の仮面は融とけた。イーッと歯は嚙がみしてくしゃくしゃの顔になる。


「兄様ぁ！」


　首にしがみつくようにして胸に飛び込んできたアデルの細い身体からだを、ボガートは両腕でしっかりとかき抱いだいた。アデルは堰せきを切ったように感情を爆ばく発はつさせる。


「心配した！　心配した！　いっぱい心配したの!!　兄様ともう会えないんじゃないかって思うと怖こわくて怖くて、すっごく怖くて……兄様のバカ！　バカ！　バカぁ──」


「……ごめん」


「何よ、さんざん心配させといて！　ちっとも反省してないでしょ!?」


「ごめん」


　少女の震える背中をさすりながら、ボガートは本当の意味で自分の居場所に戻もどってきたのだと実感した。最後にアデルの身体を抱だきしめたのは一年以上も前だったと思い出す。


（背は少し伸びたけど相変わらず細いなあ）


　ボガートは子こ鹿じかのような少女の身体を抱いたまま立ち上がり、ロフトに上がってベッドに腰こし掛かけた。しばらく経たってアデルが落ち着いたのを見計らい、涙の跡あとを拭ぬぐうようにキスする。アデルはコートのポケットから出したハンカチで鼻をかむと、深々とため息をつき、咎とがめるような目をボガートに向けた。


「……ずるい。反則よ」


「何が？」


「トロットロに蕩とろけた笑え顔がおなんだもの。兄様にそんな顔されたら、女の子なら誰だれだって甘えたくてたまらなくなっちゃうんだから！」


「そんな顔したかな……」


　アデルに指し摘てきされてもボガートにはまるで自覚がなかった。自分では普ふ段だんから愛あい想そのない方だと思っているくらいだ。


「アデルを見ると自然に頰ほおが緩ゆるむんだ」


「それがダメなのよ」


「分からないなあ……」


　ボガートはアデルの頰を撫で、艶つややかな髪かみを指で梳すいた。


「アデルのことを世界で一番愛してるのに？」


「まっ……」


　耳まで真っ赤になったアデルは二の句が継つげずに口をパクパクさせ、ボガートの視線に堪えきれなくなったように肩かたに顔を埋うずめた。


「そっ、そんな言い方……どこで覚えてきたのよ？」


「思ったことを口にしただけなんだけど」


「い、い、いち、一番愛してるなんて、こ、こ、恋こい人びとに言う台詞せりふでしょ!?」


「恋人はいないから今のところ一番はアデルだよ。だから何も間違ってない」


「恥はずかしげもなくサラッと言わないでよ！　私がバカみたいじゃない！　ああん、もう……だから兄様って！　兄様って!!」


　アデルはボガートのシャツをつかんで顔を隠かくしたまま両足をジタバタさせた。素す直なおに接してくれるのは嬉しいが、やはりアデルの反応はよく理解できないところがある。そのギャップを埋うめるための最高の方法をボガートは心得ていた。


「じゃあアデル、脱ごうか」


「へっ？」


「とりあえずコートを……」


「ダメダメ！　これはダメだったら！」


　慌あわてて逃にげようとするアデルを後ろから抱きすくめ、ダッフルコートの前を留めている水牛の角のトグルを外す。この時期の防寒用としては厚すぎるコートを剝はぎ取ってみると、アデルが抵てい抗こうした理由が分かった。コートの下はパフスリーブのシュミーズとドロワーズのみだったからだ。ブーツを脱がせてみると靴くつ下したも穿はいていない。ボガートが帰ってきたと知って慌てるあまりコートだけ着て飛び出してきたのだろう。


「可愛かわいい寝ね間ま着きだね。それも脱いで」


「この下は何も着てないのよ!?」


「別に二人きりだし構わないだろ」


「構うに決まってるでしょ！」


　アデルはブランケットを身体に巻いて抗こう戦せんの構えを見せる。ボガートは暖だん炉ろに新しい薪まきをくべて部屋を暖めた。窓を開けたせいで室温が下がっていて、薄うす着ぎでは風か邪ぜを引くと思ったからだ。さっき放り投げたスケッチブックを拾い、ペン立てから鉛えん筆ぴつを選ぶと、ベッドの向かい側にスツールを置いて座る。


「僕の右手が心配なら、ちゃんと描かけるかどうか確かく認にんする必要があるだろ？　そのためにはモデルがいないとね」


「だ、だからって裸はだかにならなくても……」


「モデルになるのは慣れてるだろ？　どうして恥ずかしがるかなあ。鏡を使わないと見えないところにあるホクロの数だって知ってる仲なのに」


「わー！　わー！」


　アデルは誰かに聞かれると思ってか、誤ご魔ま化かそうと必死の形相で手を振ふり回した。


「昔の話を持ち出さないで！　私だってもう子供じゃないの！　立派なレディーになるんだから！」


「淑しゆく女じよに……？」


「あ……あと何年かすれば、だけど……たぶん……」


　ブランケットを頭から被かぶったアデルは蚊かの泣くような声でつぶやく。ボガートは不意にジェスターの言葉を思い出した。


（子供の頃ころは言うことも考えることも子供、だけど大人になると忘れてしまう……だったかな？）


　正確な言い回しまでは覚えていないが、意味するところは理解できた。


　美しい成虫になった蝶ちようは自分が芋いも虫むしだった頃を忘れてしまう──あるいは忘れようと努めるだろう。ブランケットを被ったアデルはさながら蛹さなぎだった。ボガートが昔のままの気分でもアデルは芋虫から蛹へ、さらに蝶へと成長しようとしているのだ。


「分かったよアデル。脱がなくていい。そのままで──」


　ボガートの言葉に裏がないことを知っているアデルは顔を上げた。少し恥じらいがちにブランケットを取ると、膝ひざを立てて揃そろえた両足の太ももを抱かかえるようにして座り、膝の上に頰をのせる。視線が絡み合った。


　アデルをモデルにして絵筆を取ることは、ボガートにとって絵を描くという行こう為いそのものの原点だった。当初は遊びで始め、後にはアデルの成長を記録するという名目が加わったが、それは二人が心を触れ合わせる最も濃のう密みつな時間であり、至福の時でもあったのだ。


　アデルの表情を、姿態を、その指の形や髪の毛一本に至るまでつぶさに観察し、目を閉じても目ま蓋ぶたの裏に再現できるまでに作り上げたその像をカンバスに定着させる──それは写真では代用できない甘美な儀ぎ式しきだった。


　朝の光が向かいの建物の白い壁かべに反射して窓から差し込む。窓を背にしたアデルの身体が光に縁ふち取どられ、輝かがやいて見えた。


（来た──）


　ボガートの網もう膜まくを通して痺しびれるような霊れい感かんが降りてきた。


　心が望むままに鉛筆を動かす。輪りん郭かくを捉とらえた線はたった一本、それ以外にはないという曲線が紙の上に描かれていく。まずは全身の輪郭から始め、四し肢しの指先まで細部を描き込んでから顔に移る。


　幼さを残す顔の輪郭。髪の間から覗のぞく耳。ややはにかんだ口元と、悪戯いたずらっぽい笑みを含ふくんだ目を描いた直後──それは起こった。


「うんっ……!?」


　ボガートは思わず声を上げそうになり、すんでのところで呑のみ込んだ。しかし平静を装よそおおうとしたところでアデルの目を欺あざむけるものではなかった。


「どうしたの？」


「い、いや……」


　鉛筆の先が折れたとでも言い訳すればよかったものの、スケッチブックを隠そうとしたことがかえって徒あだとなった。興味を惹ひかれたアデルはベッドからジャンプして飛びかかり、ボガートの手からスケッチブックを取り上げた。


「待った！　まだ見せるのは早──」


「隠したって無む駄だよ！　兄様の右手が心配だからモデルになってあげて……」


　アデルはスケッチブックに目を落とし──言葉を失った。


　絵は完成していた。


　しかしそれは人物のみを捉えたクロッキーではない。アデルを絶句させたのは、それが背景も含めて極めて精密に描かれた鉛筆画だったからだ。


「えッ……!?　は、早い……っていうか早すぎない!?」


　アデルはボガートの視点の位置に立ち、鉛筆画と見比べた。ベッドの位置や窓から差し込む光の角度が完全に一いつ致ちしている。モデルになったアデルの髪の毛一本一本や寝間着のレース柄がらまでもが精せい緻ちに描かれていた。


（これは……まずい……非常にまずい状じよう況きようだ！）


　ボガートは言い訳を探したが、動どう揺ようのため何も頭に浮うかばなかった。何より自分自身でも何が起きたのか分からない。ボガートが実際に鉛筆で描いたのはアデルだけだった。ところが気付くとスケッチブックにはベッドや背景、後から加えるつもりだったレース柄の部分をはじめとして細部に至るまで描き込まれていたのだ。思い返してみればアデルのクロッキーが完成した直後、右手が紙面に触ふれたところからインクの染しみが広がるように鉛筆画が出来上がったように思えた。


（これはシルバーガンのせいか？　それとも何か……別の魔ま法ほうが働いたのか!?）


　この一週間の間に起きたことはアデルには秘密にしておきたかった。しかしシルバーガンが自分の意志とは無関係に魔法の力を発現したのだとすれば──それはボガートの日常の崩ほう壊かいを意味している。


「ふう～ん……なるほど、分かったわ！」


　ボガートに背を向けたままスケッチブックとにらめっこしていたアデルが、急に明るい声とともに振り向いた。ニンマリと勝ち誇ほこったような笑みを見せる。


「この私を煙けむに巻こうったってそうはいかないわよ、レミー兄様」


「何を……言ってるんだ？」


「短時間でこれだけ見事な鉛筆画を仕上げられた秘密よ。これは簡単なトリックだわ！」


　アデルはスケッチブックをボガートに向け、背景の部分を指で軽く撫なでた。


「この部分は一見して鉛筆画に見えるけど、触さわっても指に鉛筆の粉は付かない……つまり鉛筆とは別の方法で描かれたものよ。しかもこれが描かれたのはついさっきのことじゃないわ。あらかじめ事前に描かれていたのよ！　そしてモデルになった私だけを後から描き加えた──それが真相ね!?」


　ボガートはポカンと口を開けたまま謎なぞ解ときを聞いていた。描いた本人でさえ思いつかなかった合理的な説明をアデルの口から聞くことになるとは思いも寄らなかったのだ。


「アデル……アデルは賢かしこいなあ」


「ふふん、兄様の考えそうなことくらい何でもお見通しなのよ！」


　ボガートは決して正解だと認めたわけではないが、都合良く解かい釈しやくしたアデルは誇らしげに平らな胸を張った。


「でも、この絵の出来にもびっくりさせられたわ。兄様は鉛筆はクロッキーと下書きくらいにしか使わないと思ってたけど……」


　自分の推理が見けん当とう違ちがいだと気付くのではないかと冷や冷やしていると、アデルはスケッチブックのページをめくり、新たな発見に目を丸くした。


「……誰だれ？　この綺き麗れいな人」


　アデルが見せたのは先ほど描いたストロベリーブロンドの女のスケッチだった。


「私の知らない人だわ。もしかしてここに来たの!?」


「それは実際に会ったことのある人じゃなくて、似顔絵というか──」


　そう答えながらボガートの脳のう裏りに新たな疑問が浮ふ上じようした。絵を描く時に発現する現象なら、夢で見た謎なぞの女を描いた時にそれが起きなかったのは何な故ぜなのか。


「特とく徴ちようを聞いて想像で描いたの？　もしかしてこんな感じの美人が理想？」


「とくにそういうわけでは……ただの習作だよ」


「習作？　確かに出来はイマイチって感じね。生々しさに欠けるっていうか」


　アデルは精密な鉛筆画と謎の女のスケッチを交こう互ごに比べて見る。絵としてのクオリティの差に違い和わ感を覚えないか心配したボガートは不自然でも話を変えなければと焦あせった。


「そういえばアランおじさんはどうしてる？」


「今いま頃ごろまたアメリア行きの船の上よ。昨日電報が来たけど、兄様が行方ゆくえ不明になってたことは知らせてないわ」


「そうか……」


　ボガートは物知りのアデルの父親ならより博識だろうと思い当たった。アラン・ヴィドック氏は今でこそ主に食用油の取引で財を成しているが、商売で取り扱あつかう品目は幅はば広ひろく、その数は百を下らないという。


「そうだ。変なことを訊きくようだけど……アランおじさんは〈アルフライラの秘宝〉について何か知らないかな？」


「秘宝？　アルフライラの？」


　アデルはとたんに怪け訝げんそうな顔になった。少し考えた後、口くち髭ひげをつまむ仕草とともに咳せき払ばらいをする。アラン氏の真ま似ねだ。


「『なに？　〈アルフライラの秘宝〉やて？　アカンアカン！　ワシもこれまでたいがい胡う散さん臭くさい商品扱あつこうてきたけど、あれだけはアカン！　素人しろうとが興味本位で手ェ出したらヤケドどころや済まへんで！』……だって」


「おじさんの真似……上手だね」


　一いつ瞬しゆん、生き霊りようが取り憑ついたかと思えるほどのアデルの芸達者ぶりに、ボガートは笑うのを忘れて戦せん慄りつさえ覚えた。


「秘宝って……高いのかい？」


「値付けがメチャクチャなんだって」


　アデルは細い肩かたを大おお袈げ裟さにすくめて見せた。


「秘宝ってほら、魔法の力が秘ひめられているとか言われてるじゃない？　絶対傷つかない不思議な金属で出来てるのは事実だから、あやふやな噂うわさを真に受けて欲ほしがるお金持ちが多くて、競売にかけられるとそれこそ天てん井じよう知しらずなわけ。それに出回っている物の半分以上は贋にせ物ものらしいし、たとえ本物だったとしても実用品じゃないし……お父様は世間様の役に立って喜ばれる商品しか扱いたくないっていつも言ってるから、香具師やしみたいな詐さ欺ぎ商売は軽けい蔑べつしてるの」


「なるほど」


　いかにも堅かた気ぎの商売人のアラン氏らしい。


「兄様、どうして秘宝のことなんか訊くの？　まさか誰かから取引を持ちかけられたりしてないでしょうね？」


「そういうわけじゃないんだ。ほら、美術的価値が高いって言われてるし……」


「ならいいけど、気をつけてよ？　そういう話って十中八九は詐欺ね。法外な値段を吹ふっかけられた挙げ句に贋物をつかまされるのがオチなんだから」


　逆に無料で譲ゆずられたうえに本物だったケースも目の前にあるのだが、肉体を乗っ取られかけたことを思えば法外な対価を要求されるという点では結局変わらないとも言える。


「でもまあ、見るだけならいいかもね。後学のためにも」


「見るって……本物を持ってるのか？」


「まさかでしょ。秘宝なんて一番安いものでもこのアパルトマンが十軒けんは買えちゃうお値段なんだから」


　アラン氏が留学生に部屋を貸しているこのアパルトマンは元は貴族のパリでの別宅だったらしい。格安で購こう入にゆうしたとしても相当な額だったはずだ。その十倍となると、もはやボガートの想像の及およぶ範はん囲い外がいである。


「じゃあ知り合いに秘宝を持っている人でも？」


「誰でも見られるわよ。入場料さえ払はらえばね」


「入場料？　博物館か美術館にでも入ったのか？」


「知らないの兄様？　百貨店でロッシュオー・コレクションが公開されてるのよ。その中に〈アルフライラの秘宝〉も展示されてて、パリ中その話題で持ちきりだっていうのに」


　ロッシュオーといえばアメリア大陸に渡わたってテトラクオーツの採さい掘くつで財をなし、今や世界一の大だい富ふ豪ごうと呼ばれる一族である。そのコレクションとなると相当なものだろう。半月ほど前に百貨店の開かい催さい告知のポスターを目にした覚えがあるが、イラストの方に目を奪うばわれて日付までは気にしていなかった。失しつ踪そうしている間に始まっていたらしい。


「百貨店の展示か……それは見てみたいな」


「興味があるなら付き合ってあげてもいいけど」


　アデルはベッドに腰こし掛かけると、閉じたスケッチブックを胸に抱だいたままパタリと横になり、猫ねこのように身体からだを丸めた。


「ちょっとだけ寝ねかせて……行くのは午後からってこ……で……」


　後半は声が蕩とろけてよく聞き取れなかった。心配が晴れて安心したせいか、早くも寝息をたてはじめたアデルにブランケットをかけてやり、ボガートも隣となりに添そい寝して愛らしい寝顔を眺ながめた。


（秘宝の展示か。見物に行ったところで何か分かるとは思えないけど……）


　外見上は変化の見られない右手を顔の前にかざす。原因がシルバーガンにあるかどうかは分からないが、ペンを使わずに描かかれた絵はやはり魔法が絡からんでいるはずだ。ジェスターに相談するべきかと考えたところで、連れん絡らく先さきを聞いていないことに気付いた。


（この謎は……僕自身が解かねばならないってことか）


　レミー・ボガートの冒ぼう険けんは、まだ終わってはいなかった。
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　午後一時──


　昼頃から薄うす雲ぐもが出たが、それでも日差しは温かく、出で掛かけるには絶好の日和ひよりだった。


　ひと月ほど季節が戻もどったような陽気に、大通りではコートを脱ぬいだ紳しん士しやドレスの上に薄うす手でのショールのみを羽織った女性の姿も散見された。


　コンコルド広場のベンチに腰掛けて道行く人々を眺めながら、ボガートは膝ひざの上にスケッチブックを開げ、目に留まったものを片かた端はしから鉛えん筆ぴつで素そ描びようした。美大に入ってから教わった速写画の練習法で、歩いている人や犬、走っている自転車、木の枝に止まっては飛び立つ小鳥等々を構図にとらわれずに描いていく。一いち瞥べつしただけで物の形を把は握あくする才能を養うにはいい訓練だった。


　アパルトマンでの奇き妙みような現象を思えば人前で絵を描くことに不安を覚えないではなかったが、今のところ再発してはいない。アデルが二時間ほど眠ねむり込んでいる間に寝姿をスケッチしても同じ現象は起きなかったのだ。霊れい感かんが降りてくるほどの集中力と閃ひらめきが必要なのか、あるいは別の条件があるのか──それはまだ分からない。


　スケッチブックから顔を上げると、白地にブルーの細いストライプ柄がらのエプロンドレスが視界に飛び込んできた。真正面に立ち止まっているので嫌いやでも目に入る。ドレスと同じ柄の大きなリボン付きの帽ぼう子し。右手には白いパラソルを携たずさえている。スカートの丈たけは膝ひざ下したまでと短めで、編み上げのブーツと相まって、そのまま乗馬しても違和感のなさそうな活動的な印象を与あたえている。


　ボガートがページをめくってクロッキーを続行すると、エプロンドレスの少女はパラソルの先で石いし畳だたみをコツコツと突つついた。


「──お・待・た・せ！」


　アデライード・ヴィドックはボガートが絵を描くのに夢中で自分に気付いていないと思ったのか、ことさら注意を惹ひくように言葉を句切って声を張った。


「着ていく服がなかなか決まらなくって」


「うん。今日は暖かいからね」


　ボガートは鉛筆を持つ右手を止めずに答えた。強弱のタッチや陰いん影えいは使わずシンプルな描線だけでアデルの全身を描いていく。リボンが複雑な形を作っている帽子、長なが袖そでのパフスリーブ、パニエで膨ふくらみを持たせたスカート──簡略化しつつもディテールはなるべく拾っていくが、やはりどんなに急いでもあの鉛えん筆ぴつ画がほど速くは描けないし、精密さでも遠く及ばない。同じレベルの画えを描こうとすると優に二時間はかかるだろう。


　アデルが何かを待っている様子なのに気付いて、ボガートは微笑ほほえみかけた。


「そのドレス、とっても似合ってるよ。素敵だね」


「ふふ～ん、当然でしょ！」


　アデルは頰ほおを緩ゆるめて胸を張った。


「ねえ、その場でクルッと回ってみてくれないかな」


「こう？」


　アデルは右足で地面を蹴けり、爪つま先さき立だちになった左足を軸じくにして独こ楽まのように綺き麗れいに二回転ターンを決めた。スカートの裾すそが遠心力でふんわりと広がる。


「上手だね。もしかしてバレエを習ってる？」


「……す、少しだけよ」


　アデルはばつが悪そうにそっぽを向いた。バレエの他にも多くの習い事を掛かけ持ちしているようだが、何故か秘密にしておきたいらしい。絵と同じで途と中ちゆう経過ではなく完成形を見てもらいたいのだろう──ボガートはそう解かい釈しやくして追及はしなかった。


「絵を描くのは後にして。こっちは午後の予定をぜ～んぶキャンセルして兄様に付き合ってあげてるのよ!?　今日だけよ？　今日だけ特別なんだからね！」


「分かってるよ。ありがとう」


　スケッチブックを閉じると、ベンチの手すりに掛けておいたステッキと一いつ緒しよに脇わきに抱かかえて立ち上がる。ボガートは紺こん青じよう色のフロックコートにシルクハットという出いで立ちである。パリに来てから仕立ててもらったもので、生き地じからボタンのデザインに至るまでボガート自身が選んだ一いつ張ちよう羅らだった。普ふ段だん着ぎにするには少々派手に思えたため実際に着て外出するのは今日が初めてだが、きらびやかというよりは爽さわやかなドレス姿のアデルの隣に並ぶにはちょうどいい。


　エスコートしようとボガートが右みぎ肘ひじを差し出すと、アデルは頭から湯気が出そうなほど紅潮させた顔を帽子で隠かくし、「今日だけだからね！」と念を押してから腕うでを組んできた。


　ロッシュオー・コレクションの展示会が開催されている百貨店は第九区にあるが、二人がまず向かったのは第八区にあるパサージュ・デ・フォッセだった。


　パサージュとはフランス語で『通り抜ぬけの小こ径みち』を意味する。その呼び名の通り、劇場や観光地といった人気のスポットへの便利な近道として作られた通路で、そこを通る客を目当てにした商店が軒のきを連ねている。


　構造としてはガラス屋根の付いた商店街で、通路は石畳で舗ほ装そうされ雨天でも歩行者が雨に濡ぬれたり足元を泥どろで汚よごすことなく快適に買い物ができるよう工く夫ふうされている。


　パリには百に及ぶパサージュがあるが、パサージュ・デ・フォッセはその中でも歴史が古く、ヴィドック商店の一号店があった縁えんで今でもアデル親子とは親交が深い。


　ボガートがアデルと共に来るのはこれが三度目だった。パサージュの入り口にある鉄製の優美なアーチを見上げると、ボガートはいつも不思議な興奮を覚える。まるでおとぎの国へ通じる門のように思えるからだ。


　アーチをくぐるとガラス屋根越ごしの柔やわらかな日差しに包まれた歩ほ廊ろうが目の前に現れる。一いつ般ぱん的なパサージュの歩廊は一直線に伸のびているが、ここは数十メートル毎ごとに道が折れ曲がって蛇だ行こうしているため遠くまでは見通せない。これは意図してそう設計されたわけではなく、元からあった商店街に合わせて後から道を舗装し屋根を増設したためだという。


　入ってすぐ右側にあるパン屋から漂ただよってくる香こうばしい匂においが鼻び腔こうをくすぐった。ちょうど焼き上がりの時間らしく店先に客が集まっている。アデルがボガートの腕を引いた。


「サンドイッチはどう？」


「いいね」


　アデルはパン屋に飛んでいき、焼き上がったバゲットを棚たなに並べているエプロン姿の中年の店長に声をかけた。来るたびに立ち寄るのでボガートもその釜かま焼やけした顔を覚えている。店長はアデルを笑顔で迎むかえ、ボガートに気付いて会え釈しやくする。


「やあ嬢じようちゃん、天気がいいからおめかししてデートかい？」


「違ちがいます！」


　全力で否定するアデルをからかうように店長はガハハと笑った。アデルは矢や継つぎ早に注文し、店長を右往左往させてバゲットに具材を詰つめさせる。伝票に羽根ペンでサインして商品を受け取り、アデルは涼すずしい顔で戻ってきた。


「次はお茶ね」


　アデルは早足でパサージュの奥に進み、カフェの軒先から歩廊に出ているテラス席のひとつにバゲットの包みを置いた。ボガートは椅い子すを引いてアデルを席に着かせる。中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯のせいかカフェの客は数えるほどで、店内のカウンター席の方が埋うまっている。注文を取りに来た二十代のギャルソンもまたアデルの顔かお馴な染じみだった。


「ミルクティーをお願い。兄様は？」


「エスプレッソをいただくよ」


　飲み物を待つ間にアデルはパン屋の包みを開け、三種類のバゲットサンドをボガートに差し出した。


「これは生ハムとマリネした野菜のサンド。こっちはスモークサーモンとチーズのやつ。最後は鶏とりレバーと豚ぶた肉にくのパテに茹ゆで卵たまごのサラダね」


「豪ごう勢せいだね」


「こっちじゃ定番よ、こんなの」


　ボガートはサーモンのサンドイッチを選んで口に運んだ。バゲットは硬かたい外皮とサックリとした食感の内側とのバランスが絶ぜつ妙みようで、余分な味付けがないためサーモンとチーズの風味を邪じや魔ませず塩味が引き立っている。


「あそこのパン屋のバゲットサンドはどうして特別に美お味いしいのかな」


「親方が抜ばつ群ぐんに腕のいいパン職人だからよ」


「なら店をもっと大きくすればいいのに」


「元お弟で子しさんが百貨店に出店してるんだけど」


「支店？」


「ううん。レシピを持ち逃にげして勝手に出した店」


「ひどい話だ」


「借金まみれになって潰つぶれればいいのにねー」


「そこのバゲットサンドの味は？」


「だいぶ落ちるわね」


「なら安心だね」


「でも売り上げは親方の店の十倍だって」


「そんなに差が？」


「経営者としての手しゆ腕わんの違いね」


「…………」


　釈しやく然ぜんとしない気分になったが、逃げた弟子が悪いのか、逃がした親方が悪いのかは判断がつきかねる。せめて自分だけは親方の店の方を贔ひい屓きにするとしよう。


　ボガートがパテのサンドイッチに手を伸ばしたタイミングでギャルソンがエスプレッソと紅茶とミルクを運んできた。カップに紅茶を注いでもらいながらアデルがギャルソンに訊たずねる。


「最近何か変わったこと、ある？」


「ございますよ。そう……このパサージュのどこかに新しい店が入ったようです」


「変な言い方するわね」


　アデルが片かた眉まゆを上げて訝いぶかしむ顔つきになった。


「どこかに、なんておかしな話だわ。空き店てん舗ぽが埋まったのなら場所はすぐ分かるはずでしょ？」


「噂うわさなんですよ。深夜にこのパサージュを歩いていると、楽団の演奏と美しい女性の歌声、それに煌きらびやかな明かりが脇道から漏もれてくる。どうやらキャバレーが開店しているらしい──ところがどこを探しても辿たどり着けないのだとか」


「まるで怪かい談だんだね。幽ゆう霊れいが経営する店で、うっかり迷い込んだ客は帰ってこれないとか？」


「オ、オオオバケのキャバレーなんてあるわけないわ！」


　幽霊や怪異の類たぐいの話がまるでダメなアデルは血相を変えた。


「だいたいここにはキャバレーが入れるような大きな店舗なんてないでしょ!?」


「あくまで噂ですよ。新しい店の話ならもうひとつ──最近、子供の辻つじ占うらが出ています。これがよく当たると評判で」


「占うらないねえ……それも未み確かく認にん？」


「これは私も見かけましたよ。休みの店舗の軒先を借りて営業しているので日によって場所はまちまちですが、朝と午後に店を出していることが多いようです。星を散りばめた青い三角のテントが出ていたらそれです」


「可愛かわいいわね、それ。見かけたらちょっと覗のぞいてみようかしら」


　アデルはさらに景気について質問し、百貨店に客を取られて経営が苦しくなりつつあるパサージュの現状を知って憂うれえた。


「やっぱり……ここでしか手に入らない逸いつ品ぴんを扱あつかう専門店街として生き残るしか道がないのかもね」


　不思議そうな顔をしているボガートに気付いて、アデルはプッと頰を膨ふくらませた。


「父様の代理でここの組合の会議に出たりもしてるんだから、心配して当然でしょ？　パサージュといってもいったん客足が途と絶だえたらあっという間に潰れちゃうんだから」


「ここくらい店が多くても？」


「空き店舗が目立つようになると一気に寂さびれるのよ」


「そういうものなのか」


　経営に疎うといボガートにはとんと分からない事情だった。幽霊キャバレーが噂になるのはいい傾けい向こうなのか悪い傾向なのか──何にせよ客寄せになればいい話題なのだろう。サンドイッチを平らげ、エスプレッソの素す晴ばらしい香かおりと苦味をひとしきり楽しんだ後、二人はカフェを後にしてパサージュの奥へと進んだ。


　営業中なのか閉めているのか外からでは判然としない店舗も散見され、平日の午後という条件を差し引いても人気のほとんどない場所もあった。およそ商売繁はん盛じようとは言い難がたい状じよう況きようであることは素人しろうとでも察しがつく。


　かつては生せい鮮せん食料品や衣料品、生活雑貨を主に扱う市場から始まったパサージュ・デ・フォッセだが、時代を経るにつれて嗜し好こう品ひんや高級品を扱う専門店の割合が増えていったという。時計や写真機を扱う店や仕立屋ならまだしも、中にはネジだらけの店や歯車だらけの店等、もはや細分化されすぎて一般の客には用のない店も多い。ボガートの持つステッキもここで購こう入にゆうした品だが、『握りグリツプ』と『柄シヤフト』と『石突フエラル』をそれぞれの専門店で注文し、部品が揃そろったところで木工職人の店に持ち込んで組み立ててもらい、さらに表面処理と塗と装そう専門の職人の手を経へてようやく出来上がるという代しろ物ものである。既き製せい品ひんを定価販はん売ばいする百貨店の手軽さを知ってしまった庶しよ民みんにとってはますます敷しき居いが高く感じられることだろう。しかしパサージュ・デ・フォッセで取り扱う商品の品質は百貨店の既製品とは雲うん泥でいの差がある──それがアラン氏の力説するところであり、ボガートも認めていた。


　微び妙みような角度で折れ曲がる歩廊の二つめの角を曲がると、視界に奇き妙みような光景が飛び込んできた。


　十歳くらいの少女が椅子に腰こし掛かけて居い眠ねむりをしている。


　言葉にすれば何ということのない風景だが、スケールが違った。


　立ち上がればおそらく八メートル近くはあろうかという巨きよ大だいな少女なのだ。


　その肉体は木と鉄と布と革で出来ていた。このパサージュの他にない魅み力りよくを象しよう徴ちようする店のひとつ〈ジュゼッペ・デルクスの人形店〉の看板娘むすめ『リセッサ』である。


　身体からだのほとんどは木製だが、その造形は極きわめてリアルで、今にも目を覚まして動き出しそうな生々しさがある。リセッサの四し肢しから伸びたワイヤーはパサージュの天てん井じようの一部となっている鉄骨に繫つながっている。この巨人の少女人形はマリオネットなのだ。


　かつては十人がかりで操演されてパリの街中を歩き回ったという。初代ジュゼッペが興行師を引退する際にリセッサはこの場所に腰を下ろし、眠ねむりについたのだ。人形店はリセッサの座っている巨人サイズの椅子の中に作られており、店に入ろうとする客は巨人の少女の両足の間をくぐることになる。店の表に立って見上げると自分が小人になったような不思議な気分が味わえる。


　店の正面には飾かざり窓があり、現在取り扱っている人形の見本とともに、興行中のリセッサの写真が飾られている。古い写真で不ふ鮮せん明めいだが、そのため人形らしさが抑おさえられ、本物の巨人の少女が街の建物の間を闊かつ歩ぽしているように見える。


「……そうだ、アデル。自動人形オートマタはこの店でも作っているのかい？」


　ボガートはジェスターの屋や敷しきで出会ったアイリスのことを思い出して訊きいてみた。


「興味あるの？」


「最近、人間とほとんど見分けのつかないメイド人形を見る機会があってね。さぞや名のある人形職人の作に違いないと……ああいったレベルの自動人形オートマタはそれなりに普ふ及きゆうしているものなのか？」


「兄様の言ってる自動人形オートマタがどんなものかは知らないけど、人間に限りなく近い自動人形オートマタとなるととっても高価な代物よ。高価というか──作れる職人がこの世に五人くらいしかいないそうだから、値段よりもまず手に入れるのが大変なんだって」


「たったの五人か」


「正確には片手で数えられるくらいしかいないって話。精せい巧こうな機械仕じ掛かけを作るだけじゃダメで、心が宿らないと自動人形オートマタは完成しないそうよ」


「人形に心が宿るって……さまよえる霊れい魂こんを捕つかまえて人形に入れるとか？」


「そういうオバケみたいなのじゃなくて！」


　ボガートのオカルト寄りの思考をアデルは蹴け飛とばす勢いで否定した。


「精密で高度な機械には〈機械の心〉が宿るっていうのよ。人形の心臓になるテトラドライブの設計に秘密があって、並の人形職人じゃ真ま似ねできないんだって」


「機械の心……か。面おも白しろいな」


　アイリスの振ふる舞まいはかなり人間に近かったが、生身の人間の繊せん細さいさとはやや遠い印象を受けた。〈機械の心〉が人間のそれよりもずっとシンプルな──たとえば飼い主の命令に忠実な犬のようなものだと思えば納なつ得とくがいく。


「さすがに父様の伝つ手てでも超ちようのつく人形職人は紹しよう介かいできないけど、博覧会が開かれれば自動人形オートマタも出展されるだろうし、目にする機会もあるかもね」


　第六回目となるパリ博覧会は二年後の開かい催さいが予定されていた。リセッサがお披ひ露ろ目めされたのは一八五五年の第一回パリ博で、それ以来、高度な技術で作られた人形が出展されるのは恒こう例れいになっている。


「その時は一いつ緒しよに見に行ってくれるかな？」


「それは……まあ、暇ひまがあれば付き合ってあげてもいいけど」


　飾り窓のガラスに映る二人の背後を大きな人ひと影かげが通り過ぎた。アデルは振り返ってその人物を凝ぎよう視しし、驚おどろいたように声を上げた。


「〈海うみ坊ぼう主ず〉の……おじさん!?」


「誰だれだって？」


　ボガートはアデルの視線の先を追った。後こう肢しで立ち上がった熊くまのような大男が、大きな酒さか樽だるを右みぎ肩かたに担かつぎ、左手には容量四十リットルほどのミルク缶かんを提さげている。グレーの作業用シャツにジーンズ、帆はん布ぷのエプロンという労働者風の出いで立ちで、見たところパサージュ内の飲食店に仕入れの品を運ぶ途と中ちゆうらしい。大きな荷物を二つも持っているにもかかわらず滑すべるような淀よどみない足取りで悠ゆう々ゆうと歩を進めている。


「知り合いか？」


「んーと……たぶん」


　自信なさげに答えたアデルは、真しん偽ぎを確認するつもりか大男を追いかけた。ボガートも後に続きながら訊たずねる。


「どうして〈海坊主〉なんだ？」


「本名が分からないからみんなでそう呼んでたの」


「みんなでって……要領を得ないな」


「お父様の船に乗ってた時に海の上で拾ったのよ」


「遭そう難なん者しやか」


「それが面白いのよ。海に浮ういてる流木の上に立ってたんだけど、何な故ぜか困ってる様子はなかったわ。船長さんたちは気味悪がって無視しようとしたんだけど、私は反対して浮き輪を投げたのね。そしたらその浮き輪をトーンと蹴って、舷げんをタタタターッて駆け上がって乗り込んできたわ」


「駆け上がった……船ふな縁べりを!?」


　アデルが乗っていた船とはボートではなく大型の商用帆船だったはずである。


「龍盤ロンバン人みたいだけど言葉は通じなくて、でも力持ちでよく働くから父様が雇やとったの。パリで船を下りたっきり行方ゆくえ知れずでどうしたのかと思ってたけど──」


　聞けば聞くほど正体不明の謎なぞの人物だった。東方の大国・龍盤ロンバンには恐おそろしく身軽な曲芸師がいると聞くがその類だろうか。


　ボガートはアデルの話を聞きながら違い和わ感を覚えた。アデルは早足で追っているが一向に大男との距きよ離りが縮まらない。歩ほ廊ろうにはそれなりに人の往来があり、大きな荷物を抱かかえた大男が駆け足で通り抜ぬけられるほど空すいているわけではない。しかし〈海坊主〉と呼ばれた男はことさら避よけている様子もないのに誰にもぶつかることなく大おお股またに歩いている。ゆったりした足取りに見えるのに追いつけないのは何故なのか──ボガートは自分の目測が狂くるっているのかと疑った。


　歩廊の曲がり角にさしかかり、大男の背中が鉄柱の向こうに消える。ボガートは思わず駆け足になってアデルを追い越こし、鉄柱の向こう側へ飛び出した。


「──アウッ!?」


　女性と鉢はち合あわせしそうになり慌あわてて避ける。


「失礼」


　ボガートはシルクハットを持ち上げて謝意を表しながら歩廊の先に視線を走らせた。この辺りの店てん舗ぽか脇わき道みちにでも入ったのか、大男の姿は忽こつ然ぜんと消えている。


「メルセデス・レイ!?」


　アデルの言葉にボガートは振り返り、ぶつかりそうになった女性の容よう貌ぼうを確かく認にんした。


　小麦色の肌はだをした若い女で、ダークブロンドの髪かみを三つ編みのシニョンに結ゆっている。ボガートと肩を並べるほどの長身だが、小顔で均整の取れた体つきは優美そのもので、肩にパッドの入ったオレンジ色のスーツがよく似合っていた。スカートはボリュームを抑えたタイトなものだ。


「レミー……ボガート!?」


　同じアパルトマンの住人で声楽科の学生──メルセデス・レイは、まるで親の仇かたきにでも出会ったように眉み間けんに皺しわを寄せ口角を歪ゆがめた。筆で一息に描えがいたような柳りゆう眉びに、見開かれた円つぶらなグリーンの瞳ひとみ。鼻筋や顎あごのラインもすっきりと整っていて控ひかえめに言ってもかなりの美人なのだが、ボガートは彼女の笑った顔をついぞ見た記き憶おくがない。


「戻もどってきたのか……」


　レイはボガートの右手に目を向けた。


「怪け我がはどうした？」


「何ともないよ」


　ボガートは右手を顔の前で開いて表裏を見せる。レイは安あん堵どするどころか、さらに不快感を増したように鼻を鳴らした。


「怪我をしたフリをして私を謀はかったというわけか。卑ひ怯きような真似を」


「どうしてそうなるかな。僕には君を騙だます理由がない」


「つまり私が勝手に早はや合が点てんしたと言いたいのだな」


「…………」


　ボガートは弁明を諦あきらめて軽く肩をすくめた。言い争うつもりはないが初手から喧けん嘩か腰ごしで来られては処置なしである。


　レイの冷ややかな態度は今に始まったものではない。初対面から──ボガートが彼女の視界に入ったその瞬しゆん間かんから、すでにその表情には警けい戒かい心しんと嫌けん悪お感が露あらわになっていた。理由には心当たりがない。


「メルセデス、もしかして占うらなってもらってたの？」


　アデルが呑のん気きに口を挟はさむ。ボガートはレイの背後──閉店中の店舗の軒のき先さきに張られた三角形の青い天幕に気付いた。さっきのギャルソンの噂うわさ話ばなしにあった辻つじ占うららしい。アデルに問われたレイは見るからに落ち着きを失い、頰ほおを強こわ張ばらせた。


「アデライード・ヴィドック──それは大家の娘としての質問か？」


「そんな堅かた苦くるしく考えなくていいわ。気になったからちょっと聞いてみただけ」


「ならばこちらに答える義務はない。プライベートに関わる事こと柄がらなのでな」


　レイは勝ち誇ほこったように答えると、ボガートを鋭するどい目で一いち瞥べつして踵きびすを返した。


「失敬する」


　二人を押しのけるようにして歩み去るレイを見送りながら、アデルは感心したようにため息をついた。その目には甘い憧しよう憬けいの色がある。


「メルはいつ見ても別べつ嬪ぴんさんよね～。父様に言わせると『別嬪さんを通り越して男前』だそうだけど」


　その評価にはボガートも納得だった。南方生まれの女性は皆みな気が強いというが、レイのように普ふ段だんから軍人を思わせる男言葉は使わないだろう。今日はたまたまスカート姿だったが男装している割合の方が多い印象がある。


　レイが去ると、アデルはテントの垂れ衣ぎぬを開けて中を覗のぞき込んだ。大人が三人も入れば満員になってしまうサイズのテントの中央には丸テーブルが置かれ、対面に黒いローブを着た子供が腰こし掛かけている。


「いらっしゃいませ」




[image: ]


　占い師は愛あい想そ良く微笑ほほえんで二人を迎むかえた。アデルと同じ年とし頃ごろだろうか、少なくとも十四歳より上には見えない。一見して少年か少女か判断に迷うほどの美び貌ぼうの持ち主である。深いブルーの瞳、波打つ黒くろ髪かみは光の加減で微び妙みように青みを帯びて見える。色白で線が細く、可愛かわいらしいというよりはどこか神秘的で占い師という職業には相応ふさわしい。


「さあ、何を占いましょうか？」


「今出て行った女性は何を占ったの？」


　辻占の少年は意外そうに眉まゆを上げてアデルを見、頭を振った。


「他のお客様の占いの内容はお教えできません。守秘義務というものがありますからね」


「ちゃんとしてるのね。偉えらいわ」


　アデルは満足げに頷うなずいた。レイの秘密を知りたかったわけではなく、商売人としての職業意識を試ためしたらしい。


「占いといってもいろいろあるでしょ。何が専門なの？」


「何でも応じますよ。でもそうですね……一番得意なのは失うせ物捜さがしでしょうか」


「じゃあ、さっきこの前を通った大男がどこへ行ったか分かる？」


　それは占いではなく単に聞き込みではないのかと思ったが、ボガートは黙だまっていた。


「そこの路地に入りましたよ。ですが追いかけても捕まえるのは無理でしょうね」


「どうして？」


「猫ねこよりも身軽で逃にげ足が速いからです」


「ふうん……って、もしかしてあんた、知り合い？」


「はい」


　少年はあっさりと認めた。


「僕らの間では〈海坊主〉ではなく〈ガンプ〉と呼ばれています」


「本名は？　どこの出身なの？」


「彼は自分が認めた人間にしか名乗りません。出身は東の果ての島国ですが……それ以上は僕の口からはちょっと」


「大きな荷物を抱えてたけど、どこかで仕事に就ついてるわけ？　ちゃんと屋根付きの部屋に寝ね泊とまりして三食食べてる？」


「キャバレーに住み込みで働いてますよ。厨ちゆう房ぼう係ですから食事には困ってませんね」


「そうなの？　だったらいいわ。仕事がなくて悪党の仲間にでも入ってたらって心配してたから……そうそう、これは？」


　アデルは握にぎった右手の親指を立てて自分の鼻先に押し当てた。


「これですか？」


　少年もその仕草を真ま似ねすると、握っていた四本の指を同じタイミングで開いて、風に揺ゆれる草の葉のようにヒラヒラさせる。二人は噴ふき出すが、一人蚊か帳やの外のボガートには事情がさっぱり飲み込めない。


「それはいったい何の合図だい？」


「『俺にまかせとけ』のサインよ。これが出たら心配ないってこと」


　人を小こ馬ば鹿かにしているようにしか見えないジェスチャーだが子供には通じるらしい。アデルは早くも辻占の少年と打ち解けた様子だった。


「とりあえず座りませんか？　初めてのお客様に限り、見料はいただいていません」


「初回無料？　思い切ったサービスね。ずいぶんな自信じゃない」


「ただし、占いは三分間だけですよ」


「なーるほど、お試しってわけね」


　アデルは少年の対面のスツールに腰掛けた。少年は小さな砂時計を取り出してテーブルに置く。天地を逆にすると銀色に煌きらめく砂がくびれたガラス管の中を流れ落ちはじめた。ガラス管を収めている枠わくは真しん鍮ちゆう製で、よく磨みがかれ手入れされているが表面の細かな傷や錆さび具合からしてかなりの年代物だろう。


「何を占いましょう？」


「そうねえ……困ったわね。昨日までなら最優先で占って欲しいことがあったんだけど、もう解決しちゃったし。う～ん……」


　アデルの占って欲しかった事柄とはもちろんボガートの行方ゆくえに違ちがいない。確実に落ちていく砂に急せかされたアデルは腕うで組ぐみをやめて口を開いた。


「そうそう、お気に入りの髪留めパレツトが見つからなかったんだけど、どこへ行ったか占いで探してくれる？」


「いいですよ」


　少年が目の前に置いてある黒い布を取り去ると、三角形の台に乗せられた大人の拳こぶし大だいの無色透とう明めいの球体が現れた。占い師が幻げん視しに使う水すい晶しよう球といえば定番中の定番だが、その球体はそれとは少し違っていた。透明な球体の中には四つの正三角形の面を持つ正四面体が封ふうじられていたからだ。


「それでは──〈星詠みアストルジユ〉を始めます」


　少年が両手をかざすと、球体の中の正四面体が緑色に発光しながらゆっくりと回転しはじめた。それとともに天幕の内側にちりばめられた星の刺し繡しゆうが本物の夜空の星のように瞬またたきはじめる。幻想的な光景にアデルは口をポカンと開けて見入った。


（テトラクオーツか？）


　球体の中の正四面体はここ十数年の間に新しいエネルギー資源として注目を集めている物質に違いなかった。


　その原料は液体の状態で地下に埋まい蔵ぞうされていて、高圧の条件下で電気を流すと正四面体の結けつ晶しようが形成されるため〈テトラクオーツ〉の名がある。この結晶は単体ではただの美しい宝石でしかないが、完全に同じ質量の結晶同士を近付けると、その間に磁力にも似た奇き妙みような力が作用し、熱や光を発生させる不思議な性質を持っている。


　この特性を利用した最も単純な構造の〈テトラドライブ〉は内側に螺ら旋せん状の溝みぞを切った金属パイプの両りよう端はしに結晶をはめ込んだ形のものである。しかし同じ質量の結晶を量産する技術は未完成であるうえ、結晶同士の間に働く力の性質やその利用法も研究段階にあるため、現状では〈テトラドライブ〉から発生する熱を利用した蒸気機関等が一いつ般ぱん的だった。ジェスターの自動車が蒸気機関ではない新しい仕組みのエンジンを搭とう載さいしていることにボガートが驚おどろいたのはそのためである。


　球体の中のテトラクオーツが光を放ちながら動いているのは、対ついになる同じ質量の結晶がテーブルの下に隠かくされているか、あるいは少年自身が身に着けているのだろうとボガートは推測した。どちらにせよ、これは占いを神秘的に見せるための演出にすぎない。天幕の形が正四面体に近いのも心理的な効果を狙ねらってのことだろう。


「天球の星が定められた法則に従い運行するように、人もまたそれぞれの軌き道どうを持ち、時には交差し、時には離はなれ、互たがいに影えい響きようを及およぼし合ってその軌道を変えていきます。それを計算するのが〈星詠みアストルジユ〉の真理──」


　落ちた砂と上に残った砂の量が逆転した頃ころ、少年は水晶球にかざした手を戻して顔を上げた。正四面体の結晶の動きが止まり輝かがやきも消える。


「髪留めパレツトなら化け粧しよう台だいの下に落ちてますよ」


「そこなら最初に探したわよ？」


「もう一度よく探してみてください。死角に入って見落としているだけですよ」


「ホントに!?　小人が隠したんじゃなくて？」


　実のない問答をしているうちに砂時計の最後の一ひと粒つぶが落ちる。


「時間です。延長されますか？」


「いいわ。うちに帰ってから確かめればいいし」


　席を立ったアデルはボガートの腕うでを引いてスツールに座らせた。


「いや、僕は……」


「どうせタダなんだから占ってもらえばいいじゃない」


　ボガートの意志を確かく認にんもせずに少年は砂時計を逆さにし、水晶球に手をかざして占いを始めた。再びテトラクオーツが発光し、天幕内に幻想的な星空を浮うかび上がらせる。少年の白い頰がクオーツの発する緑色の光に染まり、瞳ひとみの中で正四面体が回転している。少年の側から見ればボガートの顔も同じように見えるだろう。


「ははあ……あなたは星の巡めぐりがとても良い方ですね」


　辻占の少年は何が面おも白しろいのか、えくぼを作って微笑んだ。


「それに女性にモテるでしょう」


「そんなの見れば分かるじゃない」


　アデルが唇くちびるを尖とがらせる。当然だと言いたいらしいがボガートには自覚も自信もない。


「そうかな。毛け嫌ぎらいされている人もいるが……」


「それは誤解です」


「さっきも露ろ骨こつに冷たくあしらわれたところだぞ？」


「彼女が蛇だ蝎かつのごとく嫌っているのはあなたではなく、あなたによく似た別の人物です」


「つまり……人違い？」


「いえ、言うなれば八つ当たりのとばっちりです」


「なお酷ひどいな。その通りウイ・ジユ・スイなら僕の側には改善の余地がないじゃないか」


「そういうことですから気にしない方が吉きちですよ」


　どうやら対策を教えてくれるつもりはないらしい。


「あなたは誰だれからも好かれるし、何かと贈おくり物をされますね。わざわざ苦労して求めなくても欲しいものが向こうから勝手にやってくる。いざ何かしらの必要が生じても頂きもので間に合ってしまう──そういう幸運の持ち主です」


「ずいぶんと張り合いのない運命だな。僕には自分の力で勝ち取るものはないのかい？」


「贅ぜい沢たくを言わないでください。大多数の人々は人生に足りない何かを求めて流離さすらう運命さだめにありますが、あなたの場合は天から授かったり人から頂いたものをどう使うか──その取捨選せん択たくの決断だけなんですから」


「まさに貴族的ね。言うことなしじゃない」


　アデルはご満まん悦えつの様子だが、少年は目を細めて意味深に小首を傾かしげた。


「ただし……贈り物といっても良いものばかりとは限りませんよ。あなたは最近、見知らぬ人から贈り物を受け取りましたね？　でもその贈り物はあなたの手に余る代しろ物もので困っている……」


「────!!」


　そのものずばりの指し摘てきにボガートの背筋に戦せん慄りつが走った。動どう揺ようをアデルに悟さとられまいとしたが到とう底てい誤ご魔ま化かせたとは思えない。


「僕は……どうすればいい？」


「それは分かりません」


「分からない!?」


「星の巡りに任せていればいいと思いますよ。必要なものはいずれあなたの手に入るでしょうし……でも、そうですね。ひとつ助言するなら──その贈り物が問題なのは、それに欠けたところがあるからです。カップの欠けたティーセットや、虫に食われたリンゴのように……」


　ボガートは助言に耳を傾かたむけようと身を乗り出したが、少年は言葉半ばで水晶球から手を離した。見ると、砂時計の砂はすでに落ちきっている。


「続きは有料になりますが」


「いくらだ？」


　アデルの問いに、少年は羽根ペンを走らせたメモを呈てい示じした。ボガートには占うらないの相場はよく分からないが、アパルトマンの月額賃料より一ひと桁けた上である。それを見たアデルはボガートの襟えり首くびをつかんで立ち上がらせた。


「今日はここまでね。楽しかったわ。あなた名前は？」


「〈星詠みアストルジユ〉のカミーユ・ロンディーネです。どうぞ御ご贔ひい屓きに」


「ええ……またね。行きましょう、兄様」


　強ごう引いんに天幕から引っ張り出されるボガートに、カミーユは小さな箱のようなものを投げて寄よ越こした。外へ出たアデルは早足で天幕から離れ、次の角を曲がったところでようやく歩調を緩ゆるめた。


「どうしたんだい、アデル？」


「どうもこうもないわ。兄様、見料を払はらって延長してもらおうか迷ったでしょ!?　占いなんてピタリと言い当ててるようで実は誰にでも当てはまりそうな話題で客を釣つってるだけなのよ」


「かなり具体的な内容だったように思うんだが」


「たった三分でそこまで辿たどり着くのがテクニックなのよ。あの占い師……綺き麗れいな顔してとんだ食わせ者だわ」


「高いのか？」


「高いわよ！　でも値段相応だとしたら、なお怖こわいわ」


「何が問題なのかよく分からないな」


「あれだけの値段を吹ふっかけるってことは、売り物に自信がある証しよう拠こよ。本物の大占せん星せい術じゆつ師しかとんでもない詐さ欺ぎ師しか……どっちにしても商売上手には違いないわね。相手のペースに乗せられそうな時はいったん冷静になって出直すのが上策よ」


　不利な条件の取引は避さけるべきという商売人の知ち恵えが働いたらしい。


　意気揚よう々ようとパサージュの北側の出口に向かうアデルの後ろを歩きながら、ボガートは左手を開いてカミーユから受け取ったものを確認した。それはブック型の紙マッチで、カバーの表には広告が印刷されている。ピンク色のハートと黒くろ猫ねこのシルエットを組み合わせたどこか扇せん情じよう的なデザインが目を惹ひいた。


　広告にある店の名前は──〈キャバレー・ソムニウム〉。


　果たしてこれは良い方の贈り物なのか、それとも逆境と試練をもたらすものなのか、あるいは単にサービスとして配っているだけの品なのか。ボガートは判断がつかないまま、それをそっとコートのポケットに仕し舞まった。


　パサージュの北側出口からオスマン通りに出たところで騒そう動どうに出くわした。


　軽キ装ヤ二ブ輪リ馬オ車レを引いていた馬がいきなり跳はねて竿さお立だちになったのだ。


　まだ若い御ぎよ者しやが慌あわてて手た綱づなを引き、鞭むちを振ふるって従わせようとするが、馬はますます暴れて手が付けられなくなる。恐こわがりの馬が何かに驚いてパニックになったのではない。こういった場合、多くは御者が不慣れで馬に侮あなどられているのだ。


「危ない！」


　軽い馬車が引きずられて傾き、それにつられた暴れ馬がこちらに迫せまってきた。ボガートはアデルを抱かかえて跳とび退すさるが間に合わず、前ぜん肢しの蹄ひづめで蹴けられるかと思われたその時──馬は竿立ちになったまま動きを止めた。


（……何だ!?）


　奇妙に思いながらも、ひとまずアデルを連れてその場を離れる。


　見ると、馬の顔に紅あかい布が巻き付いて視界を奪うばっていた。そのマフラーのような細長い布は真上に伸のびていて、体重五百キログラム近い馬の巨きよ体たいを後肢で立ち上がらせたまま吊つっている。


　建物の二階の壁へき面めんに張り付いてた男が飛び降りて、馬の背に跨またがった。馬は観念したように大人しくなり、前肢を地面に下ろす。馬の顔に巻き付いていたマフラーが外れ、バネが縮むように男の手に吸い込まれた。


（するとこの男が馬を吊って──!?）


　男が馬の背から跳ちよう躍やくして二人の目の前に降り立った。分厚い岩がん壁ぺきが現れたような巨きよ軀くの持ち主である。しかしその身のこなしは恐おそろしく軽い。ボガートに対して背を向け、紅い布を覆ふく面めんにしているが、その服装と体格からして先ほど見かけた巨漢に違ちがいない。


「〈海うみ坊ぼう主ず〉のおじさん!?」


　アデルの呼びかけに巨漢は横目で一いち瞥べつすると、右手の親指を鼻の頭にくっつけ、四本の指を立ててヒラヒラさせた。『問題ないパ・デ・プロブレム』のサインに見える。


〈海坊主〉の左手から紅い布が飛ひ燕えんの速さで真上に伸び、三階の高さにある旗はた竿ざおに巻き付いた。直後、巨漢の身体からだはそれに釣り上げられるように飛ひ翔しようする。目で追ったボガートが捉とらえられたのは建物の屋上の向こうに消えるマフラーの残像だけだった。


　辺りには十数人が居合わせていたが、〈海坊主〉が地面に立っていたのはそれこそほんの数秒である。一部始終を目もく撃げきした者が果たして何人いただろう。ボガートでさえ白昼夢を見たような気分だった。


「は、速い……」


「そりゃあそうよ」


　アデルは自じ慢まんげに胸を張ってボガートを見上げた。


「さっきの占い師、あれはたいしたことないわね。おじさんに〈ガンプ〉なんて渾あだ名なを付けるなんて」


「どうしてだい？」


「〈ガンプ〉っていうのはアメリアの方言で『うすのろ・まぬけ』って意味なのよ。本当のおじさんはランカー島の山やま猿ざるよりも身軽で素す早ばやいんだから」


　つまり実態を知らない人間が見た目の印象だけで付けた渾名ということか。


「いったい何者なんだ？　アラン氏もあんな正体不明の人物をよく信用して船に乗せたものだな」


「きっとヤーパンの伝説の〈ニンジャ〉ってやつね。それか龍盤ロンバン国の天てん雷らい山で修しゆ行ぎようした〈ガライヤ〉かも。どっちにしても東方の神秘よ」


「怖くはないのか？」


「ぜーんぜん。だってああ見えて子供好きだもの」


　どう贔屓目に見ても怪かい人じんなのだが、言葉が通じなくても子供には関係ないらしい。


　馬はすっかり落ち着いて御者に従っていた。圧あつ倒とう的な力を持った人間と出くわして反はん抗こう心しんが消し飛んだ様子だ。誰も傷つけることなく騒動を収めるあたり、なるほど悪人ではなさそうだ。何より人を見る目はアデルの方が確かだった。


（魔ま法ほう使つかいの殺し屋が暗あん躍やくしているくらいだ。あんな怪人がいたって不思議じゃない）


　ボガートの〈光の都パリ〉に対する印象はこの一週間で大きく様変わりしていた。
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「──この眺ながめは壮そう観かんだね。素晴らしい」


　鉄骨とステンドグラスで構成された壮そう麗れいな大ドームを見上げながら、ボガートは感心してしきりに頷うなずいた。


「これでもう少し空すいてればね」


　ボガートの右みぎ腕うでにしがみついたアデルは辟へき易えきしたように呟つぶやく。


　オスマン通りに面したパリ最大の百貨店〈ギャラリー・ラプンツェル〉は地下一階、地上七階の巨きよ大だいな建物で、一いつ般ぱん的なパサージュの十倍の売り場面積を誇ほこる。しかしその広さにもかかわらずどこへ行っても人、人、人──うんざりするほどの人ひと混ごみで、二人は人の流れから押し出されるようにしてバルコニーに退たい避ひしたところだった。


　バルコニーは百貨店のほぼ中央に位置する吹き抜ぬけのセントラルコートを望む回かい廊ろうにあり、オペラ座を彷ほう彿ふつとさせる豪ごう華か絢けん爛らんな景観が視界一いつ杯ぱいに広がっている。


　入店して一時間と経たっていないが、お祭り気分でテンションの上がっているボガートに比べ、アデルは早くも少々くたびれた様子だった。


「カフェにでも入って休もうか？」


「どこも一杯でしょ。待たされた挙げ句にデ・フォッセより高くて不ま味ずい紅茶なんて飲みたくないし」


「じゃあ寄り道せずに〈秘宝〉を見に行こう。七階だったかな」


　ボガートはスケッチブックに挟はさんでおいたリーフレットを確かく認にんした。リーフレットは入り口の案内所でもらったもので、宣伝用ポスターの縮小版である。植物の蔓つるを模した曲線デザインの枠わくに、輪りん郭かく線のはっきりした流行の絵え柄がらで立ち姿の美少女が描えがかれている。無料で配布されるリーフレットにしては手の込んだ多色刷りの版画で、緑を基調にした色使いが美しい。ロッシュオー・コレクションは七階の南ブロックにある特設会場で展示されていて、〈アルフライラの秘宝〉はその目玉だった。


「ここからだと四階も上がるのか。エレベーターに乗ろうか？」


「一基が故障中で大行列になってたじゃない」


「なら階段か」


　このフロアへ来るのに使った階段はどこだったろうかとボガートは考えたが思い出せない。あまりに広いのと客が多すぎてどこをどう歩いてきたか覚えていないのだ。


「や、やあ。き……君たちも秘宝目当てで来たのかい？」


　二人と同様にバルコニーで休きゆう憩けいしていた男が不意に声を掛かけてきた。


　色白で丸々と肥えた恰かつ幅ぷくのいい男だった。赤茶色の癖くせ毛げに、どこか眠ねむそうなグレーの瞳ひとみ。尖とがった鼻とへの字口。目鼻口のパーツが中央に寄っていて顔面に余白が多い。顎あごが首回りりの肉に埋うずまっていて境目はほとんど確認できない。綺麗に殻からを剝むいたゆで卵にシルクハットを被かぶせてモーニングコートを着せたような印象の人物である。


「んん……きゅ、急に話しかけてすまないねえ」


　たどたどしい口調なのは癖くせではなく、マカロンを頰ほお張ばったまま話しているからだ。男は口元についた菓か子しの粉をナプキンで拭ぬぐうと、帽ぼう子しを持ち上げて会え釈しやくした。太たい鼓こ腹ばらのくせに手足は妙みように細長く、銀のリングをはめた指も繊せん細さいそうに見える。年ねん齢れいは二十代半ばといったところか。


「しかしこの盛せい況きようぶりには参るね。人混みは暑くてかなわん」


　シルクのハンカチを取り出して額の汗あせを拭う。二人の怪け訝げんそうな顔に気付いた男はようやく自己紹しよう介かいした。


「失礼。私はラウール……ラウール・グルトンだ。ロッシュオー・コレクションを見に行くんだろ？　ちょっとした近道を知っているんだが、君たちも一いつ緒しよに来るかい？」


　ボガートはアデルと顔を見合わせた。アデルも要領を得ない顔で小首を傾かしげている。


「それは有り難がたい申し出ですが……どうして僕らを？」


「少し興味があってね。それに一人で見て回るのもつまらない。来たまえ。案内しよう」


　ラウールは返事を待たずに歩き出した。


　せっかくの厚こう意いを無下にすることもないと後についていくと、ラウールは百貨店内の歩き方を心得ているらしくスキップするような軽かろやかな足取りで進んでいく。妙な威い圧あつ感を感じたのか、客の方が率そつ先せんして道を空けてくれるため、ボガートとアデルは人混みをかき分ける必要がなかった。


　ラウールは紳しん士し淑しゆく女じよでごった返すエレベーターホールを横目に通り過ぎ、一いつ般ぱん客きやくが入ってこないように設置してあるパーティションのロープをステッキの先に引っかけて外し、従業員用の通路に二人を招き入れた。人ひと気けのない通路を進んで扉とびらをひとつ開けると床ゆかが分厚い絨じゆう毯たんに変わる。


「この先に二つのエレベーターがある。来らい賓ひん用とロッシュオー家専用のものがね」


　果たして通路の奥には二基のエレベーターが並んでいた。一般客用のエレベーターもそれはそれで豪ごう華かな造りだったが、こちらは見るからに輝かがやきが違う。右の扉は白銀色、左の扉は黄こ金がね色いろでどちらも鏡のように磨みがき上げられている。三階にある昇しよう降こう口ぐちのためかほとんど使われた形けい跡せきがない。贅ぜいを尽つくしたＶＩＰ用設備を目まの当たりにしたアデルは信じられないといった顔で目を瞬しばたたかせる。


「……どうせメッキよね？」


「この銀の扉一枚で三万リーヴルは下らないだろうね。さすがはロッシュオー、本物の大だい富ふ豪ごうだ。しみったれてない」


　ラウールは壁かべにある鍵かぎ付つきの制せい御ぎよ盤ばんを開けて操作した。遠くからモーター音が響ひびいてくる。銀色の扉の上にある時計に似た階表示メーターの針が『１』から『３』へと移り、上品なベルの音が鳴った。


「扉を開けてくれるかな？」


　ラウールに促うながされてボガートは銀の扉に手を掛けた。


「おっ……重い！」


　全体重をかけると扉はゆっくりとスライドし、エレベーターのカゴの内扉が現れた。アコーディオン式の内扉も銀色である。こちらの重量は外扉ほどではないが、下手に動かすと傷をつけそうで慎しん重ちように押し開く。三人でカゴに乗り込むと、今度は重い外扉を内側から動かさねばならない。


「大だい丈じよう夫ぶだ。レバーがある」


　外扉の内側には開閉用のレバーが作り付けられていた。レバーを横に倒たおして扉を閉じ、さらに内扉を完全に閉めることで安全装置が解除される。ラウールが操作盤ばんの七階を押し、昇降ハンドルを上に入れた。軽い振しん動どうとともにカゴが上じよう昇しようをはじめる。


「──おっと、いかんいかん」


　五階と六階の間でラウールはハンドルを戻もどしてカゴを急停止させた。振ふり向いたラウールの目つきが異様に熱っぽいのを見て、怯おびえたアデルがボガートの背後に隠かくれる。


「な……何か？」


「そっそっ、そのスケッチブックなんだが……不ぶ躾しつけなお願いだとは分かっているが、見せてくれないか？　いや、貸してくれとは言わない。さっき開いていたページをもう一度見せてくれればいい」


　奇き妙みような頼たのみだが断る理由もとくにない。ボガートは請こわれるままにリーフレットを挟んだページを開いた。


「そう、それだ！　ああ、違ちがう……それじゃ逆さまだ。縦に！」


　ラウールの目当てはリーフレットではなく、向かいのページにボガートが描いた鉛えん筆ぴつ画がだった。奇妙な夢の中で見たストロベリーブロンドの美女のスケッチである。ラウールは穴の空くほどスケッチを凝ぎよう視ししながら鼻息を荒あららげた。


「むふう～やはりそうだ……この女だ！　おお、我が愛いとしの君……」


　クリームたっぷりのケーキを見つけた食いしん坊ぼうのような喜き悦えつ満面の笑えみに、ボガートも少々気け圧おされて半歩さがった。


「君は……そういえば名乗ってもらったかな？」


「レミー・ボガートです」


「ではボガート君。答えてくれ。この美しい女性と君は知り合いなのかい？」


「いえ、そういうわけでは……これは記き憶おくを頼たよりに描いた似顔絵のようなもので、本人を目の前にして描いたものではありません。それにあまりよく描けているとは──」


「いやいや、見事に特とく徴ちようを捉とらえている絵だよ。彼女とはどこで出会った？　名前は!?」


「どこで出会ったのかも定さだかじゃありません。もちろん名前なんか知りようもない。きっとどこかで見かけて……後になってふと呼び覚まされた夢のような記憶をもとに描いたような具合で」


　我ながら要領を得ないにもほどがある苦しい言い訳だとボガートは内心苦く笑しようした。しかし殺し屋の記憶を覗のぞき見したなどと言えるわけもない。


「つまり……自分で描いておいてどこの誰だれかも分からないと？」


「そういうことです」


「──はふうっ！」


　ラウールは大おお袈げ裟さに両手で顔を覆おおい、天てん井じようを仰あおいで嘆たん息そくした。


「いったいこの女性が何だというのですか？」


「もしかして結けつ婚こん詐さ欺ぎにでも遭あったとか？」


「アデル……さすがにそれは」


「簡単な推理よ！　だってこんな美人が相手じゃ釣つり合いが──むぐぐ」


　ボガートがアデルの口を慌あわてて押さえるのと、目を血走らせたラウールが向き直ったのが同時だった。


「ボガート君！」


「は、はい」


「君は……雷に打たれたことがあるかい!?」


「ありません。落らく雷らいに当たったら死んでしまいますよ」


「違うわ兄様。『雷の一撃ル・ク・ドウ・フードル』っていうのは『一ひと目め惚ぼれ』の喩たとえよ」


　洒落しやれた言い回しだが、確かに正せい鵠こくを得た表現だ。


「それも残念ながら……父が言うにはおよそ麻疹はしかと同じ類たぐいの病気だとか」


「父上の説はある意味で当たっている。時に死を招く熱病であるという点ではね。しかし所しよ詮せんそれは喉のど元もと過ぎて熱さを忘れた者の意見だよ。この胸の甘美なる痛みは罹り患かんした当事者以外には理解できまい！　いや、誰にも！　誰にも──」


　感極きわまって歌い出しそうなラウールの肩かたを華きや奢しやな手が摑つかんだ。エレベーター内には三人しかいない。故ゆえにその手は当然ながらアデルのものである。


「ラウールさん……お察しします！」


「おお、分かってくれるか！」


　二人は握にぎった拳こぶし同士で乾かん杯ぱいの動作をする『どら猫ねこの握あく手しゆ』を交かわした。同どう病びよう相あい憐あわれむの図である。


「お嬢じようさん、名前を伺うかがっても？」


「アデライード・ヴィドックです」


「ヴィドックというと……もしやアメリアで成功した大商人と近きん縁えんで？」


「父のアラン・ヴィドックは貿易商ですが──」


「ほほう、ヴィドック商会の御ご令れい嬢じようでしたか！　これはお見み逸それ致いたしました」


　ラウールが急に尊大な口調を改めた。ヴィドック商会がどの程度の規模の商社なのかはボガートはよく知らないが、それなりに有名なのか、あるいはラウールの見識が広いのか。


「大商人なんてとんでもない。父は何かと採算の合わない取引をしがちですから」


「なあに、目先の損得に惑まどわされない慧けい眼がんをお持ちなのでしょう。『時には損が最高の利』と申しますからね」


「そう仰おつしやっていただけると父も喜びます」


　父親を誉ほめられてアデルはまんざらでもない様子だった。


「ところで似顔絵の美人とはどちらで？」


「あれはそう……一週間ばかり前のこと、月の綺き麗れいな夜でした──」


　ラウールは胸に手を当て、芝しば居いがかった身み振ぶりで見えない月を仰いだ。


「好こう事ず家かの集まる秘密の会合で彼女を見かけましてね。まさに青せい天てんの霹へき靂れき！　おお、この世にこんな美しい人が居たのかと──ひと目で恋こいに落ちました。どうにかして彼女の目に留まりたいものだと熱望しましたが、こう見えて内気で人見知りな質たちの私は声を掛けるタイミングを計りかねていました。すると会合も半ばというところで彼女は退席し、一人で帰ってしまったではないですか。これは好機とばかりに私は彼女を尾び行こうしました」


「それは……紳しん士し的とは言えないのでは？」


「左様。あまり誉められた行こう為いとは言えませんな。送り狼おおかみと誤解されても反論はできません。しかしそこは恋に駆かり立てられた男にありがちな暴走とご容よう赦しや願いたい。その夜のうちに、せめて彼女に名乗るくらいのことはしておかねば気が済まなかったのです。そして私の行為は無む駄だではなかった──本物の送り狼が別にいたのですからね」


「何があったんですか？」


「運河沿いの道を歩いているうちに、私は彼女を尾行しているもう一人の人物の存在に気付いたのです。見るからに怪あやしい風ふう体ていの男で、一人歩きの女性にとって危険きわまりない人物だとひと目でピンときました。恋する男の勘かんの冴さえです」


　むしろ盲もう目もく的な思い込みによるものではなかろうか。


「案の定、彼奴きやつは彼女に近付いて不ふ埒らちな行為に及およぼうとしました。私は今だとばかりに二人の間に割って入り、彼女を助けようとした。ところが卑ひ怯きようにも彼奴はピストルを取り出し──ＢＡＮＧ！　私に向けて引き金を引いた！」


「撃うたれたの!?」


「幸いにも弾だん丸がんは外れましたが、私は不覚にも気を失ってしまい──しばらくして目を覚ました時には彼女も悪漢も姿を消していたのです」


「よく無事だったものだ」


　話が本当なら見かけによらず勇ゆう敢かんなところがあるらしい。


「彼女は？　悪漢から逃にげおおせたの？」


「もちろんそうだと信じています。心配になってモルグにも行ってみましたが……いや、この話は余計ですな。もしも私と彼女が同じ『双子の炎フラム・ジユメル』を魂たましいに抱いだいているとするなら、やがては運命に導かれて再会できるでしょう。ボガート君の描えがいた似顔絵と出会ったのもその予兆かと」


　ラウールのいう『双子の炎フラム・ジユメル』という言い回しはボガートも知っていた。『運命づけられた二人のそれぞれの中で燃えている火』を意味している。アデルも女の子だけにこういった話には目がないらしい。


「ロマンチストでいらっしゃるのね」


「恋を知った男は皆みんなロマンチストなのです」


（言い切った!!）


　歯の浮うくような台詞せりふもここまで照れも臆おく面めんもなく断言されると、いっそ清すが々すがしい。ボガートはこれがパリ流の伊だ達て男おとこなのかと思ったが、すぐにそれは早計だと判断を保留した。ラウールのような男はパリにおいても一風変わった人物であるに違いない。


「失礼、少々おしゃべりが過ぎたようだ」


　ラウールは昇しよう降こうハンドルに手を掛かけた。カゴを動かすモーターの音が響いてくる。しかし──それは三人の乗るカゴのものではなかった。


「……隣となりの昇降路シヤフトだな」


　ラウールは空いている方の手で二人に黙だまるように手て振ぶりで指示し、耳をそばだてる。


「オーナー本人か身内が来たようだ。ここは先を譲ゆずるとしよう」


　上昇するカゴが隣のシャフトを通過する音が聞こえた。カゴが上の階で停止し、内と外の扉とびらが開く音が続く。さらに三十秒ほど待ってからラウールはようやくハンドルを操作し、自分たちの乗ったカゴを七階へと着けた。ボガートが再び重い扉を開いてカゴから降りると、隣の昇降口の扉はすでに閉じられ、ホールにも人の姿はなかった。ラウールは分厚い絨じゆう毯たんの毛足の乱れを確かく認にんするように足元に目を落とす。


「ふむ……さあ、こっちだ」


　ラウールは三階で乗った時とは逆方向に伸のびている廊ろう下かを進む。突つき当たりの扉を開いた途と端たんに喧けん噪そうが聞こえてきた。パーティションの前に立っている蝶ちようネクタイ姿の若い従業員がボガートたちに不思議そうな顔を向ける。


「お客人を二人案内してきた。ロッシュオー・コレクションの展示会場はこちらでいいのかな？」


「左様でございますが、ええと……」


　何か要領を得ない様子の従業員にラウールは招待状らしきカードを示し、何事かを耳打ちする。従業員はすぐに得心がいったらしく愁しゆう眉びを開き、パーティションを開いて三人を招き入れた。従業員の案内で三人は衝つい立たてで仕切られた物置と思おぼしき場所を通り抜ぬける。これはいったどこへ向かっているのかと不安になり始めた頃ころ、ボガートたちはようやく開けた場所に出た。


「うっ……うわ～……」


　アデルが声を上げようと口をポカンと開けたまま絶句する。


　ロッシュオー・コレクション──当代随ずい一いちの大だい富ふ豪ごうが蒐しゆう集しゆうしたお宝の一部を公開するという触ふれ込みの特別展示企き画かくだが、その実態はボガートたちの予想を超こえていた。


　まず目に付くのは古今東西の絵画や美術品、目ま映ばゆいばかりの宝石をちりばめた銀細工の装そう飾しよく品ひんである。しかしよく見み渡わたしてみれば展示品はいわゆる財宝ばかりではなく、中世の騎き士しが使ったであろう甲かつ冑ちゆうや刀とう剣けんから近代の銃じゆうや火か砲ほうに至る武器、テトラドライブを組み込んだ人の背せ丈たけほどの高さのコイルを持つ小型発電機、電信や電話の通信機器、電気式蓄ちく音おん機き等々の最新の機械がそこここに点在していた。


　これが美術品と金銀財宝ばかりならアデルも素す直なおに歓かん声せいを上げるところだが、あまりにも雑然としすぎている展示の状態を見て驚おどろき方が分からなくなってしまったのだ。


「ハハハ、この規模はコレクションというよりミュージアムではないか！　いや……いっそプチ博覧会とでも呼ぶべきかな」


「……確かに」


　ラウールの評はロッシュオー・コレクションの印象を見事に言い当てていた。


　美術品と最新機器が同列に展示されているところがそう感じさせるのだろう。百貨店側から指定された順路はあるものの展示品の種類で分けられている様子はなく、詰つめかけた大勢の見物客たちもどう鑑かん賞しようしたものか戸と惑まどっているように見えた。ボガートたちが入ってきたのは順路の途と中ちゆうにある従業員用の通用口らしい。


「ところでここは正規の入り口ではないようですが……」


「無論。近道を案内すると言った」


「そういえば入場料も払はらってないけど」


「この私が案内するからには細かいことは気にせずともよろしい」


　ラウールは順路を無視して会場内を気ままに歩き回りながら、ひとつひとつの展示物を二人に解説してみせた。


「この翡ひ翠すいの首くび飾かざりはローズシルト家の第十二代当主が愛人のために作らせた逸いつ品ぴんだ。その愛人は首飾りを受け取った七日後に変死を遂とげているがね。遺体の首と指には鮮あざやかな緑色の痣あざがあったとかなかったとか──私に言わせれば首飾りよりもそれを収めていたという専用の箱が怪しいね。五万リーヴル」


「この銀のティアラとさっき見たバングルは、どちらも同じ四百年ほど前の金銀細工師の手に成るものだ。さほど有名じゃないし作られた時期も二十年ほど開きがあるがね。しかし作品を並べてみれば一目瞭りよう然ぜんだ。作品を蒐集しておけばいずれ再評価されて価値もぐんと上がるだろう。もっともロッシュオー氏がそれを知っていてコレクションに加えたとは思えんがね。これ単体なら一万二千」


「この青白磁の大皿はなかなかいい。龍盤ロンバン国からの輸入品か……いや、この図ず柄がらはヤーパンだな。渦うずを巻く潮流を描くのは海の民たみだ。案外こういったものの方が目が利きくのかもしれないな……私も一枚欲ほしいくらいだ。でも五千は出せないかな」


「うん？　この蝶の標本は……昆こん虫ちゆうについては門外漢なので断言はできないが、南アメリアのバルゼア地域にのみ生息するという珍めずらしい種類かな？　本物だとすれば、このケース三つでひと財産だ。三万から三万五千はするんじゃないか」


「ああ、こいつはコッド＆グラハム社が試作したテトラクオーツを弾丸として撃ち出す銃だな。注文通りのサイズの結けつ晶しよう体たいを四つ揃そろえるだけでも至難だというのに、威い力りよくが空気銃と変わらないってんでお蔵入りになった代しろ物ものさ。アイデアは素す晴ばらしいがシリンダーの強度が設計の要求に応こたえられてないんだ。テトラクオーツを弾丸の加速機構にのみ使えば無火薬銃として仕上げることも可能なはずだが、そこまでは頭が回らないらしい。正直ガラクタだから値段は付けられないな」


「おいおい……こいつは幻まぼろしの宮きゆう廷てい画家ジョット・ジャコッビによるマリー＝テレーズ・ドミニク・ファビエンヌ・アナ＝マリア・モンテーニュの肖しよう像ぞう画がじゃないか！　こんな安っぽいイーゼルに立てかけておいていいようなものじゃないぞ。オークションにかければ二十万からのスタートってとこか」


　どの展示品についても何かしら蘊うん蓄ちくを傾かたむけるラウールの博識ぶりに、ボガートとアデルはただただ圧あつ倒とうされて聞き役にまわるしかなかった。


　見識の広いアデルもヴィドック商会では取り扱あつかいのない古美術品については疎うとく、機械関係も初期の試作品が多いため口を挟はさむ余地があまりない。ボガートに理解できるのは絵画だけだが、ラウールは歴史的な価値については語るものの芸術的評価は二の次らしい。ほとんどの展示品には簡単な紹しよう介かい文ぶんすら添そえられていないためか、ラウールの解説に興味を惹ひかれた他の客が寄ってくるようになり、いつしか三人の周囲には人ひと垣がきが出来上がっていた。彼らのお気に入りはラウールが解説の最後に加える展示品の評価額で、高値が付くたびに驚きと羨せん望ぼうのこもった溜ため息いきを漏もらした。


「でもどうしてこんな展示になってるのかしら？　せめて美術品と機械くらい分ければいいのに……雑すぎない？」


「ふむ。当然の疑問だね」


　順路の後半に展示されていたのは八本のテトラドライブのシリンダーを車体の左右から突き出させた自動車だった。ジェスターが乗っていた車と同じくテトラドライブを蒸気機関の熱源としてではなく直接動力としてエンジンに組み込んである。最新技術の塊かたまりである自動車を前にして、ラウールは閃ひらめくものがあったのか目を輝かがやかせて指を鳴らした。


「これが最も新しい展示品ということは……分かったぞ！　ハハハ……なるほど、そういうことか!!」


　ラウールは二人に向き直り、ステッキで周囲の展示品を指し示す。


「つまり……ロッシュオー・コレクションは額面通りのプライベート・コレクションだった！」


「何がつまりなのか説明してもらえると助かる」


「失礼、真相があまりに単純明快だったものでね。一見乱雑に並べられているように見えるこれらの展示物だが、この順路には明快な意味がある。セザール・ロッシュオー氏がテトラクオーツの採さい掘くつと精製事業で大富豪となって以降に購こう入にゆうしたり投資したりしたものを年代順に並べているんだ。絵画や骨こつ董とう品ひんが混ざっているから混乱したが、機械装置に着目してみれば何のことはない」


「歴史的にも価値の高い宝物は？」


「おおかた没ぼつ落らく貴族が金に困って手放したものだろう。ロッシュオー氏個人の趣しゆ味みで買い漁あさったというよりは担保として受け取ったにすぎないのかもしれない。何にせよ氏にとっては単に『思い出の品』としての価値があるだけだ」


「あなたの説の通りだとして……では〈秘宝〉は何ど処こに？」


「過去にないとすれば？　当然、現在に決まっている」


　順路を先に進むと果たして〈アルフライラの秘宝〉専用の区画が作られていた。ステンドグラスの目め隠かくしがはめ込まれた高い鉄てつ柵さくで仕切られており、外からは展示品は窺うかがい知れない。入り口は正面のゲートひとつきりで、鳥とり籠かごのような鉄柵を取り囲んでいる客は無む秩ちつ序じよに群がっているわけではなく、よく見れば順番待ちの長ちよう蛇だの列を作っていた。


「さすがに大人気ですね」


「やれやれ……あれに並ぶのはゾッとしないね」


　ラウールは二重顎あごのたるみの下まで垂れてきた汗あせをハンカチで拭ぬぐった。


「どうしようか、アデル？　並ぶと一時間くらい待つことになりそうだけど」


「もう～倍出せば優先的に入れたりしないの？」


「まあまあ、待てば海路の日和ひよりありだ」


　とっておきの秘策でもあるのか、ラウールはアデルに下手くそなウインクをして見せた。先ほど三人を案内してくれた従業員が戻もどってきてラウールに耳打ちする。


「若奥様がこちらにいらっしゃるそうです」


「ほう……それはご足労な。いや、ありがとう」


　ラウールからチップを受け取った従業員は驚きまじりの喜色を浮うかべ、恐きよう縮しゆくした様子で下がっていった。アデルがボガートの袖そでを引いてささやく。


「今渡わたしたの二十リーヴル銀貨よ。見た目通りに太っ腹ね」


　わざわざ教えるということはチップの相場からすると破格らしい。


「パリの物価からするとどれくらいの価値なんだい？」


「向こう二週間はそこそこ贅ぜい沢たくなランチが食べられるわね。ディナーなら一週間分。普ふ通つうはせいぜい五サンチーム銅貨一枚か二枚ってとこよ」


「それだけの額に見合ったサービスが期待できるのかな？」


「並ばなくて済むなら何でもいいけど……」


　ほどなくしてアフタヌーンドレス姿の若い女性が姿を現した。女性が従業員の言っていた『若奥様』であろうことはすぐに知れた。黒服の執しつ事じや使用人たちが護衛するように取り巻いているからだ。年の頃は二十代半ば、柔にゆう和わそうだがやや線が細く、どこか物もの憂うげなグレイの瞳ひとみが印象的な美女である。タマネギのように結ゆい上げた栗くり毛げの髪かみにダイヤをちりばめた蝶ちようの形のバレッタを着けている。ドレスを見ただけでも相当な資産家だと分かるが、大勢の使用人を従える女主人の威い厳げんらしきものはあまり感じられない。


　女性に挨あい拶さつしようとラウールが帽ぼう子しを取ったその時──アデルが急に声を上げた。


「──ベルタさん!?」


「え……？」


　戸惑いの表情を浮かべる女性の前に歩み出ると、アデルはスカートをつまみ膝ひざを軽く折って挨拶した。


「お久しぶりです。パロメッテ発サン・ディール行きの列車でご一いつ緒しよさせていただいたアデライード・ヴィドックです」


「まあ……アデルさん！　あなたなの!?」


　ベルタと呼ばれた女性は表情を和やわらげると、歩み寄ってアデルの手を取った。


「アメリアからいつこちらに？」


「二か月ほど前です」


「そうなの。私はほんの一週間前よ」


「船ふな酔よいはいかがでした？」


「ひどいものよ。昨日あたりからようやく足が地に着いた感じで……でもまだ少し揺ゆれてる気がするの」


　いきなり談だん笑しようしはじめた二人にラウールは呆あつ気けにとられ、挨拶しかけた格好のまま固まった。首だけを巡めぐらせてボガートを見る。説明を要求している顔だが、訳が分からないのはボガートも同じだった。答えようにも肩かたをすくめるほかない。


　ベルタ付きの執事らしい三十代の黒服の男が機を見て口を挟んだ。


「奥様、私共にお客様を紹介していただけますか？」


「ああ……ごめんなさいジョエルさん。私ったらつい夢中になって──こちらはヴィドック商会の社長アラン・ヴィドック氏のお嬢じようさんです」


　アデルは深々と一礼する執事のジョエルに挨拶を返すと、ボガートにベルタを紹介した。


「兄様、こちらの方はベルタ・リュリさん。セザール・ロッシュオー氏の秘書で、去年アメリアに居た頃ころに偶ぐう然ぜん知り合ったの。列車の個室のチケットが二重売りで……」


　そこまで言ったところでアデルは奇き妙みような雰ふん囲い気きに気付いた。ベルタの取り巻きの使用人たちや執事が息を呑のみ、何か気まずそうな、物言いたげな顔でアデルを見つめている。


「ええと……あれ？　その……奥様って？」


「ベルタ様は旦だん那な様とご婚こん約やくされております。挙式はまだ先ですが、肩かた書がきが秘書のままでは何かと不都合がございますので『奥様』とお呼びさせていただいております」


　執事がすかさず口くち添ぞえした。大だい富ふ豪ごうの秘書と婚約者では立場は大おお違ちがいである。


「えええっ!?　こっ、婚約!?　おめでとうございます！」


「そんなにかしこまらないで。私たち、お友達でしょう？」


　事実上のロッシュオー夫人と知って慌あわてるアデルに、ベルタはすまなそうに苦笑した。


　ボガートに続いてラウールが夫人に自己紹介する。


「芸術アカデミー学会員のラウール・グルトンと申します。今回の特別展示はなかなかバラエティに富んでいる。ですが、これらの展示物の価値を正しく評価できるほどの人物はパリにおいても稀まれでしょうな」


　初めてラウールの肩書きを知り、ボガートはなるほどと自得した。アカデミー学会員ならば博識なのも頷うなずける。偏へん屈くつな変わり者が多いのも学会員の特とく徴ちようだと噂うわさで耳にしていた。


　ベルタは有能な秘書らしく、この手の対応が難しい人物の扱いにも慣れている様子で、自じ慢まんげな響ひびきのあるラウールの物言いにも顔色を変えずに答えた。


「セザール様のごく個人的なコレクションですから、美術的価値という点ではサロンの展覧会には及およびませんわ。がらくた同然のようなものも一緒くたに並べておりますでしょう？　三角水すい晶しようの機械仕じ掛かけなんて置いておいても一いつ般ぱんのお客様は楽しまれないと私も申し上げたのですが……」


「いえいえ、私は興味深く拝見させていただきましたよ。もっとも我々にとってのメインディッシュはやはり〈アルフライラの秘宝〉でして──」


　ラウールの視線の先にある観覧待ちの行列を見て、ベルタは事の次し第だいを即そく座ざに理解したようだった。


「これは失礼致いたしました。私でよければご案内させていただきますわ」


「ではお言葉に甘えるとしましょう」


　アデルが手を打って飛び跳はねた。


「やったあ！　ありがとうございます、奥様」


「アデルさんまで『奥様』はよして。恥はずかしいわ」


　緊きん張ちようが解ほぐれて素すの表情が出たのだろう、はにかむベルタの顔には朱しゆが差し、はじめに見せていた憂うれいの影かげは消えていた。並んで歩き出す二人の後にボガートとラウールが続く。


「当初の予定とは違ったが……こうも上う手まく事が運ぶとは驚おどろきだね。私の交こう渉しよう術を披ひ露ろうするまでもなかった」


　ラウールがボガートにだけ聞こえるように小声で話した。口ぶりからすると従業員に伝つ手てを頼たのんでベルタに面会し、アカデミー学会員の立場を利用して秘宝の展示室に優先的に入れてもらうつもりだったらしい。しかしラウールの交渉術とやらでベルタが気持ちよく承しよう諾だくしたかといえば疑問だった。交渉といってもひどく強ごう引いんなやり口だろうと想像に難かたくないからだ。


「ボガート君の天使は幸運の運び手かも知れないねえ」


　冗じよう談だんにしても大おお袈げ裟さに誉ほめすぎだと思ったが、悪い気はしなかった。こと社交性においてアデルが人並み外れた才能の持ち主であることは疑いようもない。


「それにしてもとんだ玉の輿こしだな。はてさてどんな手を使ったのやら、だ」


「…………？」


　それはラウールの独り言であったらしい。アデルについて言ったのでなければベルタに向けられた台詞せりふだろう。大富豪と婚約したとなれば世間から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられるのは当然だが、浮うき世よ離ばなれして見えるラウールの口から嫉しつ妬とじみた言葉が出るとは意外に思えた。案外俗ぞくな感覚の持ち主なのか。


　警備上の理由からか、秘宝を展示している区画の出入り口は一箇か所しよしか設けられていないらしく、順番待ちの列はいったん退かされ、ボガートら三人はベルタとともに正面口から中へ招き入れられた。


　ロッシュオー・コレクションの目玉である〈アルフライラの秘宝〉の展示はこれまで見てきたものとはまるで趣おもむきを異にしていた。機械も美術品も区別せず同列に並べられていた外の展示とは違い、見るからに強固な特製のガラスケースに収められた秘宝ひとつにつき二人の警備員が脇わきに付いて目を光らせている。


「扱あつかいが……ずいぶんと違うな」


「当然です。盗とう難なんに遭あったら大変な損失ですからね。秘宝は高額すぎて保険の対象になりませんから」


　ベルタの物言いは若奥様というよりはやはり秘書のそれだった。加えてベルタ自身は秘宝の一般公開についてはあまり快く思っていないらしい。主しゆ催さい者しや側としては気苦労が絶えないのだろう。入場制限をかけているのも混乱を避さけるためと考えれば無理からぬ処置といえる。


　秘宝の収められたケースは十余りあり、ボガートはアデルとともに手近にあるひとつを覗のぞき込んだ。


「これが……そうなの？」


　アデルの感想は驚きよりも戸と惑まどいの割合の方が大きかった。ボガートの抱いだいた第一印象も同様である。明確に銃じゆうと分かる形態をしていた〈シルバーガン〉とは違い、展示されている〈アルフライラの秘宝〉は何とも名状しがたい形状をしていた。銀色の金属の塊かたまりであるという点を除いてはボガートの知る限りどんなものにも似ておらず、少なくとも手に持って使う道具とは思えない。磨みがき上げられたように滑なめらかな曲面と、精確無比の直線の溝みぞが平行に並ぶ部分があり、どう見ても自然物では有り得ない。明らかに人工物でありながら人の手で作られた痕こん跡せきが見当たらない──見方によっては美しいともグロテスクとも言え、観察すればするほど奇妙な気分になってくる不思議な物体だった。


「これは……何かもっと大きな機械の一部じゃないのか？」


「兄様もそう思った？　でも何の機械だかさっぱり想像がつかないのよね～」


　アデルでなくとも同じ所見を抱くだろう。機械の一部だとしても外装なのか内装部品なのかさえ分からない。現代の技術では破は壊かいも分ぶん析せきもできないため素材すら判然としないのだ。唯ゆい一いつボガートに理解できたのは、この謎なぞに満ちた超ちよう技術の産物である〈アルフライラの秘宝〉を美術品として蒐しゆう集しゆうしようとする人間の気持ちだった。知的好こう奇き心しんを弥いやが上にも刺し激げきすると同時に、その探求を断固として拒こばむ物体でもある。どんな文明を持つ存在が何の目的でどうやって作ったのか──その謎を解き明かしたいと誰だれもが思うだろう。


　ボガートとアデルはひとつひとつの秘宝をつぶさに鑑かん賞しようした。どれも両手で摑つかめるサイズだが形はまちまちで、やはり外見から用よう途との分かるものはなかった。他の客がそうであるように二人とも無言で見て回っていたが、見終えた頃になってボガートはラウールお得意の蘊うん蓄ちくがまるで披露されていないことに気付いた。見ると、ラウールは秘宝よりも展示のレイアウトに興味があるのか辺りを眺ながめている。


「ムッシュ・グルトン。この秘宝についての謎なぞ解ときはしてもらえないのですか？」


「むふう……」


　ラウールは皮肉めいた笑えみを浮うかべて答える。


「ここにある展示品が大きな機械の部品だという推測は妥だ当とうだが、そんなことは誰でも思いつくし、所しよ詮せんは全体像が分からないパズルのピースのようなもの……語ったところで無意味だ。超文明の遺物ではあるがとても〈秘宝〉と呼ぶには値あたいしないな」


「〈古代文明の遺物〉と〈秘宝〉は同じものでは？」


「出自は同じでもまるで別物だよ。遺物は遺物、言わば骨こつ董とう品ひんにすぎん。〈秘宝〉の名に相応ふさわしいのは実用に能あたうものだけだ」


「実用というのはつまり──」


　魔ま法ほうを秘ひめているということか、と言いかけたボガートを制するようにラウールは声のトーンを上げた。


「それにもうひとつ大きな問題がある。実に残念なことだがね……私の目に狂くるいがなければ、ここに展示されている〈アルフライラの秘宝〉は贋にせ物ものだよ」


　ラウールの声はよく通り、その場にいた人間──鉄てつ柵さくの外に並んでいる客を含ふくむ全員の耳に届き、周囲はたちまち騒そう然ぜんとなった。ベルタが血相を変えて駆かけ寄ってくる。


「ムッシュ！　急に何をおっしゃいます!?　ほんの少し見ただけで贋物などと……いい加減な鑑かん定ていをされては困ります！」


「私の鑑定に異を唱えると？　よろしい、では証しよう拠こをお見せしよう」


　ラウールは上着のポケットに右手を突つっ込こんで探さぐり、取り出したものを頭上にかざした。辺が膨ふくらんだ正三角形をした銀色のコイン──


（ヘイロウ・コインか!?）


　ボガートはそれがレベル[image: ]の魔法を使用可能にするコインだとジェスターの解説で知っている。アルフライラの遺物の中でもその数の多さから最も安価で土産みやげ物もの屋で護ご符ふとして売られている代しろ物ものである。ラウールが所持していても何ら不思議ではない。


「鑑定法は実に簡単だ。このコインで軽く引ひっ搔かいてみればいい。アルフライラの遺物ならば現代科学では破壊不可能な金属でできているはず。引っ搔いても傷がつかなければ本物、わずかでも傷つくようなら……当然ながら贋物と証明できるというわけです」


　どよめきが起きた。待たされて苛いら立だっていた客たちは贋物と聞いて色めき立ち、鉄柵の中に入ろうとして警備員と押し問答を始めた。


「さあ、ケースを開けていただきましょうか」


「そ、そんなこと……」


　ベルタは見るからに狼ろう狽ばいし青ざめている。ボガートは予想外の成り行きに戸惑いながらも口を挟はさめずにいた。分からないのはラウールの意図である。展示物が本物にせよ贋物にせよ、この場で指し摘てきして鑑定を迫せまるやり口はあまりに乱暴すぎる。わざと騒そう動どうを起こそうとしているのか、それとも真贋をはっきりさせたいだけでそれ以外のことはどうでもいいと考えているのか──それを見み極きわめるよりも先にアデルが声を上げた。


「どういうつもりなの、ラウールさん!?　ベルタさんを困らせるようなことは私が許さないわよ！」


「困る？　何を困ることがあるというのかな？　これらの展示物が本物であるなら堂々としていればよろしい。違うかい？」


　理り屈くつの上では正論だが、疑いをかけている時点でラウールの態度は甚はなはだ挑ちよう発はつ的である。ベルタはラウールの要求に応じるだろうか？　執しつ事じのジョエルは冷ややかな顔つきでラウールを見ている。ジョエルの命令があれば警備員たちは即座にラウールを捕とらえて外へ放ほうり出すだろう。しかし芸術アカデミー学会員の肩書きを持つ人物を問答無用で叩たたき出したとなればかえって贋物疑ぎ惑わくを裏付けることになりはしないか。そうなれば展示会の評判だけでなくセザール・ロッシュオー氏の世評にも傷がつく。ゴシップ好きのパリ市民を喜ばせる結果になるか否いなかはベルタの判断にかかっていた。


「ずいぶんと騒さわがしいではないか。何かあったのかね？」


　黒眼鏡をかけた紳しん士しが現れたのは、ベルタが緊張に耐たえきれずに卒そつ倒とうする寸前だった。


　紳士はラウールとは別の意味で恰かつ幅ぷくのよいがっしりした体格の持ち主で、年ねん齢れいは五十前後、顎あご鬚ひげはよく手入れされ、オールバックにした黒くろ髪かみには白いものが混じっている。身に着けているフロックコートはシャツの襟えりも含めてシンプルなデザインだが、仕立ても着こなしも洗練された印象で威い厳げんが感じられた。それまでラウールに向けられていた使用人や警備員ら全員の目が紳士に集まった。視線に込こめられているのは信しん頼らいと敬意である。


「ああ……旦だん那な様！」


　フラフラと頼たよりない足取りでベルタが黒眼鏡の紳士に歩み寄る。優やさしくベルタの手を取った紳士にジョエルが脇から耳打ちした。


「ふむ……なるほど。よろしい」


　紳士はラウールの前に歩み出ると、にこやかな笑みを浮かべて自己紹しよう介かいした。
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「はじめまして。私がここのオーナーのセザール・ロッシュオーだ。ラウール・グルトン君といったかな？　用件を伺うかがおう」


　およそ現在において王おう侯こう貴族を除いては最大の資産を有する大だい富ふ豪ごうが目の前にいた。この場に現れたその時から紳士がロッシュオー氏本人だということはボガートでさえ理解していた。新聞に載のるセザールの写真はいつも黒眼鏡をかけていて、今では世間でもトレードマークとして認にん知ちされている。目元に負った古傷を隠かくすためであるとか、左右どちらかの目を失明しているといった噂うわさはあるが真しん偽ぎのほどは定さだかではない。


「ここにある秘宝が本物かどうか確かめたいという話かな？」


「仰おつしやるとおりで」


　ロッシュオー氏を前にしてもラウールに悪びれた様子は微み塵じんもなかった。


「同じ〈アルフライラの遺物〉であるコインで引っ搔くつもりかね？　それは勘かん弁べんしてもらいたいな」


「何か不都合でも？」


「贋物だった場合、傷がついてしまうだろう？　それは困る」


　この言葉にはベルタや使用人たちも意表を突かれて啞あ然ぜんとなった。オーナー自らが贋物疑惑を肯こう定ていするような発言をするとは身内どころか客でさえ想像していなかったからだ。しかしセザールは周囲の反応をよそに得々と語った。


「これらの秘宝の銀色の輝かがやきが表面だけのメッキか否か？　そんなことは購こう入にゆうする際に私自身が確かめている。さすがにコインで傷をつけてみるという発想はなかったが……しかし逆に考えてみたまえ。そうでもしなければ見分けがつかないほど見事な贋物となれば、それだけでも充じゆう分ぶんに価値のある品物だとは思わないかね？　それに秘宝の入手には私もそれ相応に苦労をしたし、ひとつひとつの品それぞれに思い出深いエピソードがある……それらも含めて私の所有物だ。真贋の鑑定も私がそれをしたい時にする。今この場で君の手を借りるまでもない」


　ボガートはセザールの物言いに二重の驚おどろきを感じた。厳重な警備を配しているところから当然〈アルフライラの秘宝〉を特とく別べつ扱あつかいしているものと思い込んでいたが、セザール自身にとっての価値は他の展示品と同等であり、その真贋の如何いかんによって左右されるものではないというのだ。美術的な価値でも希少品としての価値でもなく『思い出の品』としての価値──図はからずもラウールが指摘してみせた通りに秘宝もまたセザール・ロッシュオーの極めて私的なコレクションの一部なのである。それを明言したうえで、美術的価値を見極めんとするラウールの提案を僭せん越えつであると断じている。


（これが当世随ずい一いちの大富豪と呼ばれる人物か──）


　貴族とはまた趣おもむきの異なる独自の価値観の持ち主だが、問題になっている品が〈アルフライラの秘宝〉であることを除けば『他人の持ち物を勝手な理屈で傷つけるな』という至し極ごく真っ当な意見を言っているにすぎない。


　ラウールはどう出るだろうか？


　セザールの反論を受けて秘宝を傷つけずに真贋を見極める方法を提示するならいいが、代案もなしにしつこく悪あがきを続けるようなら自分も止める側に回らねばならない──ボガートのその気構えは直後に裏切られた。ラウールの答えを待たずにセザールは名案を思いついたように指を鳴らす。


「しかしコインで引っ搔くというのはなかなか面おも白しろいアイデアだ。少々乱暴ではあるがね。ちょうどいま売買交こう渉しよう中の秘宝がある。それで試ためしてみるというのはどうかね、マダム・リッチー？」


「……お望みとあれば私は構いませんが」


　セザールに呼ばれてひとりの女が前に出てきた。


　細身のジャケットとタイトなロングスカートという一見して事務職を思わせる装よそおいの二十代半ばと思おぼしき婦人である。赤みを帯びた金きん髪ぱつをシニョンに結ゆい上げ、薄うす緑みどりの角張ったレンズの眼鏡をかけている。ジャケットがチェック柄がらでなければ喪も服ふくと見み紛まがうところだが、その地味な服装に比べて女から受ける印象はひどくちぐはぐだった。つまり──あまりに美しすぎるのである。


　ドレスで着き飾かざっていてもどこか地味で大人しい印象のあるベルタとは対照的に、このリッチーという女には隠そうとしても抑おさえきれない華はなやかさがあった。おそらくは天性のものだろう、端たん整せいな美び貌ぼうの持ち主というだけではなく明るいオーラを身に纏まとっている。


　アデルがボガートのコートの背中をつかんで激しく引っ張った。


「あの人……絶対そうよ、あの人だわ！　そうよね!?」


「何のことを言ってるんだい？」


「どうして分かんないの!?　もう～！」


　アデルはボガートの手からスケッチブックを奪うばい、先刻エレベーターの中でラウールに見せたページを開いた。描えがかれているのはボガートが夢の中で出会った謎なぞの女のスケッチである。


「ほら、この人でしょ？　瓜うり二ふたつよ!?」


「そうかな……」


　ボガートはスケッチと婦人を見比べてみた。確かに目鼻口の造作や配置はほとんど同じと言っていいほど似ているが、輪りん郭かくがスケッチの女よりもふくよかだ。何より両者の間には決定的な差異があった。


「確かに似ているようだけど別人だよ。年齢が違ちがうんだ。十歳とは言わないが七つか八つは若い。僕とそう変わらないくらいだ。ごマ婦ダ人ムではなくお嬢じようさんだな」


「でも……だったらラウールさんの言っていた人は？」


　ラウールはボガートのスケッチを自分の探している思い人本人だと言っていた。気になって見てみると、ラウールは惚ほうけたような顔でリッチーを凝ぎよう視ししている。


　リッチーは箱型のアタッシェケースを開いて中身を見せた。収められていたのは宝石ではなく、直径長さともに十センチほどの銀色の円えん筒とうだった。表面には亀かめの甲こう羅らか嚙かみ合わせた牙きばを思わせる六角形の溝みぞが彫ほられている。その銀色もクロムメッキとは異なる輝きで、表面に極めて薄うすい透とう明めいの膜まくがかぶっているように見え、光の加減で虹にじ色いろを帯びる。


「これが新しく発見された〈アルフライラの秘宝〉のひとつだ。やはりこれ単体では何に使うものかは分からないがね。マダム・リッチー、コインと同じ硬こう度どか確認してみても？」


「結構ですよ」


「そうか。ではグルトン君──」


　セザールに呼ばれてラウールはようやく我に返った。呼吸の仕方さえ忘れていたらしく鼻を鳴らして大きく息を吸い込むと、どもりながら言葉を絞しぼり出す。


「な……名前は!?」


「名前はない。形状から単に〈シリンダー〉と呼ばれているそうだが」


「ああ、そうではなく……いや失礼。ムッシュ・ロッシュオー、こちらの美しいお嬢さんマドモアゼルをご紹介願いたいのですが」


　ラウールが秘宝よりも美女に見とれていたと知り、セザールは苦く笑しようした。


「この方は秘宝鑑かん定てい人にんのミリアム・リッチー女史だ」


「鑑定人？　秘宝専門の？　それはそれは……マドモアゼル・ミリアム・リッチー。私はラウール・グルトン。お目にかかれて光栄です」


「こちらこそ」


　ミリアム・リッチーは素っ気なく応じた。お嬢さんマドモアゼルという呼び方はラウールは誉ほめ言葉として使っているつもりだろうが、ミリアム自身は逆に甘く見られていると感じて不ふ愉ゆ快かいなのかも知れない。


「お会いするのは二度目ですな。素す晴ばらしい偶ぐう然ぜんに感謝せねば」


　ラウールの言葉に、ミリアムは冷ややかな眼まな差ざしを向けた。


「……会ったことはないはずですが」


「あなたに覚えがなくとも無理はない。私が一方的に覚えているだけですからね。忘れようとしても忘れられないくらいで」


　ミリアムは形のいい眉まゆをわずかにひそめて怪け訝げんな表情を浮うかべる。その表情さえ美しい。ラウールは指先に挟んだコインを顔の前でヒラヒラさせてからポケットに戻もどした。


「せっかくだが止やめておきましょう。あなたのお持ちになった秘宝の真贋を鑑かん定ていするなどあまりに恐おそれ多い」


「どうして？」


「私にあなたを疑うことなどできましょうか!?　たとえあなたが詐さ欺ぎ師しで、その秘宝が贋にせ物ものだったとしても──きっと私は本物であると主張するでしょう」


「そんなことはしてもらわなくて結構ですわ」


　ミリアムは呆あきれたように言うと鞄かばんを閉じた。ラウールはどう見ても浮かれている。秘宝そっちのけで美女に夢中になっていることは誰だれの目にも明らかだった。


（あの態度からするとラウールが出会ったのはやはり彼女だったのか……？）


　夢で出会った美女のスケッチはボガートの主観では失敗作であり、ミリアム・リッチーにそっくりだったとしてもそれは言わば偶然にすぎない。運命的なものを感じるのは考えすぎというものだろう。


　セザールとベルタがボガートの方にやってきた。セザールはボガートには軽く会え釈しやくしただけだったが、アデルには腰こしを折って握あく手しゆを求めた。


「はじめましてお嬢さんマドモアゼル。セザール・ロッシュオーと申します。今日は父上のアラン・ヴィドック氏は一いつ緒しよではないのかな？」


「はい。父は商用でフランスにはおりません。あの……父を御ご存ぞんじで？」


　アデルの返答にセザールはおや、という顔になった。


「聞いていないのかね？　アラン氏とはかつてアメリアの開かい拓たく事業に共同出資した仲なのだよ。君が生まれる以前の話だ。かれこれ十五年も会っていないが……」


「初耳です。父はあまり昔のことは私に話しませんから」


「そうか……まあ君はひとり娘むすめだし、苦労した時代のことは語りたがらないものかもしれないな。ところで今の商売の方は順調かね？　いや、順調という言い方は違うな。そうそう──儲かってまっか？」


「ぼちぼちだそうです」


「ははは、なら安心だな」


　セザールは快活に笑った。


「アラン氏に会ったら伝えておいてくれたまえ。お互たがい忙いそがしい身だがいずれ暇ひまを作って……ぬるいビールでも酌くみ交かわそうとな」


　どちらもアトラス海を年中往復している商人である。偶然が重なるか直接的な商用の取引でもなければ再会は難しいだろうと思えた。


　ボガートはアデルに紹しよう介かいしてもらい、セザールに今日の目的であるところの秘宝についての質問をする機会を得た。


「ムッシュ・ロッシュオー。ここにある〈アルフライラの秘宝〉は古代文明の遺物というだけで、単体で何かの役に立つ代しろ物ものではないんですね？」


「フフ、君の知りたいことは想像がつくよ。つまり……〈魔ま法ほう〉の力を秘ひめた秘宝が本当に存在するのかどうかだ。違うかね？」


「その通りです」


　おそらくセザールは何人もの人間から同じ質問を受けているのだろう。


「答えはウイ、だ。存在するだろうね。しかし残念ながら私はまだそれを入手できてはいない」


「あなたほどの富ふ豪ごうでも手に入らないものがあるのですか？」


「金額の問題ではないのだよ」


　セザールは辺りをはばかるように声を潜ひそめた。


「〈アルフライラの秘宝〉の流通を独どく占せん的に管理しているギルドのような組織がある。そのギルドへの参入が認められなければ取引に加わることさえできないのだよ」


「秘密結社のようなものがあると？」


「フム、その呼び名の方が適切かもしれんな。そういった結社に加わるには会員の紹介などの特別な伝つ手てが必要だ。リッチー女史にはギルドとの取りなしを依い頼らいしたのだが……」


　そのミリアム・リッチーが不意に声を荒あららげた。


「──それはどういう意味ですか!?」


　ミリアムに詰つめ寄られたラウールが肩かたをすくめておどけて見せている。また何か失礼な発言で機き嫌げんを損そこねでもしたのか。ミリアムは早足でセザールのもとにやってきた。


「少々お暇をいただけますか？　グルトン氏と話をしたいもので」


「構わんよ。私はしばらくここにいる」


「それではまた後ほど……」


　ミリアムはラウールを引っ立てるようにして秘宝の展示区画から出て行く。ラウールは去り際ぎわにボガートの方を一いち瞥べつし、ウインクとともに軽く手を振ふった。口説く気満々の様子だが、樽たるのように肥えた巨きよ漢かんと氷の美女の組み合わせはいかにも不ふ釣つり合いに見える。


「そうそう、秘宝の話だったな。ちなみにここに展示してある秘宝の来歴は……」


　セザールが手近の秘宝のひとつに近寄って解説を加えようとすると、ベルタは不ふ審しんそうに眉をひそめた。


「あの……旦だん那な様？」


「何かね？」


　セザールが振り向くと、今度はアデルが何かに気付いてアッと声を漏もらす。ボガートにもすぐにその理由が分かった。


　セザールのフロックコートの背中に一枚のカードが張り付いていたのだ。


　黄金比の長方形をしたカードは掌てのひらに収まるほどのサイズで、表面にはメッセージのような文言が書かれている。セザールがわざとカードを背中に付けているのかと思ったが、ベルタの表情からしてその可能性はないだろう。


「どうした？　皆みんな妙みような顔をして……私の顔に何か付いているのか？」


「失礼致いたします旦那様」


　執しつ事じのジョエルがフロックコートの背中からカードを剝はぎ取り、セザールに手て渡わたした。


「ほう!?　ふうむ、これは──」


「何が書いてあるんですか？」


「アデル嬢、読み上げてくれるかね」


　セザールからカードを受け取ったアデルは、そこに書かれているメッセージを声に出して読み上げた。
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「ええと……『親愛なるムッシュ・ロッシュオー殿どのへ。貴公の所蔵する〈アルフライラの秘宝〉の中でも至高の一品とされる〈天使の卵〉を貰もらい受けに近く参上致します』」


「うむ。差出人の名は？」


「──『ジェスター・ザ・ルースター』」


「ジェスター……だって!?」


　驚おどろきすぎてボガートの声が裏返った。


　アデルの手からカードを取り上げ、文面を凝視する。メッセージとサインは流りゆう麗れいな手しゆ跡せきでインクのにおいはまだ新しい。裏面はダイヤ柄がらの地に簡略化された道どう化け師しのイラストが印刷されている。カードのサイズからいってもトランプのジョーカーを思わせる。


「兄様、そのカードの送り主を知ってるの？」


「ん？　あ、いや……」


　ボガートは言葉を濁にごし、カードをセザールに返した。


「このカードが私の背中に付いていたというのか？　いつの間に？　私がここに来た時にはすでにあったのか？」


　秘書のジョエルをはじめとする使用人や警備員たちは誰も見ていないと答えた。


「ではついさっきということか？　いったい誰が？　この中に〈ジェスター・ザ・ルースター〉なる人物が紛まぎれ込んでいるということか」


　一いつ般ぱん客きやくがセザールの背後に近寄ってカードを貼はり付ける機会は皆かい無むだったと言える。すると疑わしいのは傍そばに控ひかえていた者のうちの誰かということになる。


「しかしベルタがこんなイタズラをするとも思えんしな」


「も……もちろんですわ」


　ベルタはわずかでも疑われることを恐れているらしく怯おびえた表情を浮かべている。


「ボガート君はどうかね？」


「僕はロッシュオー氏の背後に回ってもいませんよ。アデルもそうです」


　答えながらボガートは周囲に視線を走らせる。ジェスターは変装の名人である。姿を変えてどこに紛れ込んでいてもおかしくない。


「ムッシュ・ロッシュオー、もう一度カードを見せてもらえますか？」


　アデルはセザールからカードを受け取ると、内容を確かく認にんするようにメッセージに何度も目を通した。


「ジェスターと名乗る人物に心当たりは？」


「ないな。少なくとも自分から己惚れ屋ルースターと名乗るような人物はね」


「だとすると……これは予告状ですね」


「予告状？」


　ボガートはおうむ返しに訊たずねた。


「それはつまり……どういう意味の？」


「考えてみて兄様。人の持ちものを勝手に貰い受けると宣言してるのよ？　つまり泥どろ棒ぼうというか強ごう盗とうというか──形はどうあれ、これって犯行予告よね」


「強盗の予告!?」


　どよめきが波のように広がった。秘宝の展示区画の出入り口は一箇か所しよだが声は外まで筒つつ抜ぬけである。秘宝を狙ねらう盗とう賊ぞくの予告状が届けられたという情報は瞬またたく間に展示会場全体に伝わり、ラウールによる贋にせ物もの疑ぎ惑わくの比ではない騒さわぎになった。その喧けん噪そうの中で、予告状の内容ではなく、そこに書かれている名前に衝しよう撃げきを受けているのはボガートひとりだ。





『──俺の名はジェスター。遠からず〈ジェスター・ザ・ルースター〉の二つ名で有名になる予定の男さ』





　ジェスターの名乗り台詞せりふが脳のう裏りに蘇よみがえった。イバラに覆おおわれた古い屋や敷しき、奇き妙みような仮面の老女、自動人形オートマタのメイドたち、武術の達人でもある老執事を思い出す。


（ジェスター、君が自分の身の上を語らなかったのはつまり──そういうことか!?）


　有名になるという言葉の種明かしがこの予告状だとするなら、ジェスターが正体を明かさず、ボガートを人事不省の状態にしてアパルトマンまで送り届け、屋敷の在処ありかを教えなかったのも頷うなずける。


（だが何な故ぜこんな予告状を!?　盗賊として名を売りたいなら秘宝を盗ぬすんだ後でカードを残していけば充じゆう分ぶんだろうに……）


　予告状など盗賊としての仕事をわざわざ困難にしているとしか思えない。ジェスターが何をしたいのか、ボガートにはまるで理解できなかった。


「フム……要するにこれは私に対する挑ちよう戦せん状じようだな。面おも白しろい！」


　人々の注目を集める中、セザールは実に嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。執事が気き遣づかわしげな顔で進言する。


「旦那様。面白がっている場合ではないかと」


「何を言っているのかねジョエル。あらかじめ犯行を予告しておくなど、実に紳しん士し的な盗賊だとは思わんか？　この挑戦は受けざるを得まい……いや、こちらが受けようと受けまいと向こうは勝手にやってくるわけだからな。万ばん全ぜんの備えで迎むかえ撃うつのみだよ」


　周囲の心配を他よ所そにやる気に充みち満ちているセザールの言葉に、物見高いことでは定評のあるパリ市民である客たちは大いに盛り上がり歓かん声せいを上げた。


「ひとつ質問してもよろしいですか？」


　アデルが軽く手を挙げた。


「このメッセージにある〈天使の卵〉という秘宝は──」


「そう、それが問題だな」


「あっ……いえ、待ってください！　展示品の中に〈天使の卵〉があるかどうかは言わなくて結構です」


「どういうことかね？」


「ええと……わざわざ予告状を送りつけてくる盗賊の狙いが何なのかなって思って」


「ふむ、言われてみれば確かに謎なぞだな。何か考えが？」


　アデルはこくりと頷くと、顎あごの先に左手の人差し指を当てるいつものポーズで考えを巡めぐらせながら答えた。


「私が思うに……この盗賊は〈秘宝〉がここから他所に移されるのを待っているんじゃないでしょうか？　だって狙っているモノを名指しされたら、普ふ通つうはそれを別の安全な場所に──例えば銀行の金庫とかに移すために運び出そうとしますよね？」


「警備が最も手て薄うすになる輸送中を狙われるということか」


「それともうひとつ、別の可能性があります」


「何かね？」


「これは私の想像になりますが……もしかすると盗賊は〈天使の卵〉と呼ばれる秘宝が何ど処こにあるのかさえ分かっていないのかも。だとすれば下手に運び出したり警備を固めると、かえって相手に所在を教えるようなものです」


　ボガートは展示されている秘宝を見回した。どれも固有名詞は付けられておらず〈天使の卵〉の名を冠かんするに相応ふさわしい形状のものは見当たらない。予告状を送りつけてきたということは、ここには展示されていないコレクションの中にあるということか。


　セザールは顎あご鬚ひげを撫なでながら何度も頷いた。


「なるほど……ふむ……なるほど。興味深い意見だ。君は実に聡そう明めいだね」


「恐おそれ入ります」


「しかしだ、アデル嬢じよう……私が〈天使の卵〉なる秘宝にまったく心当たりがないとすればどうかね？」


「え？」


　これにはアデルも意表を突つかれて目を丸くした。狙われている秘宝がどれなのかセザール自身にも分からないのでは警備のしようがない。推理の前提を覆くつがえされたアデルは混乱した様子でカードとセザールの顔を見比べる。


「じゃあ〈天使の卵〉と呼ばれる秘宝があるという話は？」


「噂うわさで耳にしたこともないな」


「するとこの予告状は間ま違ちがい？　それとも、この〈天使の卵〉というワードは秘宝それ自体を指してるんじゃなくて何かの隠いん喩ゆとか？　でも……う～ん……」


　頭の回転の速いアデルも情報不足ではお手上げだった。セザールもアデルにそこまで期待していたわけではないだろう。ボガートはふと、この場にいない人物のことを考えた。


「そうか……そうだ！」


「分かったようだな、ボガート君」


　セザールがニヤリと微笑ほほえむ。ボガートは頷いた。


「秘宝鑑かん定てい人にんが必要ですね」


「その通りだ。ジョエル、ミリアム・リッチー女史とラウール・グルトン氏を捜さがして呼び戻もどしてくれたまえ」


「僕も行ってきます。アデルはここで待っていてくれ」


　ボガートはそう言い置くと、数人の使用人を引き連れて出て行く執事の後に続いて秘宝展示区画を出た。


「太っちょの紳士と別べつ嬪ぴんさんならあっちの方へ行ったよ」


　客が指し示したのは入り口方面だった。秘宝は展示場の最さい奥おうにあるのだから当然といえば当然である。ジョエルは順路に点々と立っている警備員に二人の行き先を訊ねながら先へと進んでいく。


　ボガートは足を止めて辺りを見回した。ミリアムはラウールと二人きりで話をするために離はなれたはずだが、この展示場内には落ち着けそうな場所は見当たらない。恋こい人びと同士ならロッシュオー・コレクションを種に話も弾はずむだろうが、ミリアムの態度からして甘い雰ふん囲い気きになるとは想像しがたい。緊きん急きゆうに問い詰つめたい話があるなら人目につかない場所を選ぶだろう──ボガートの目はパーティションで仕切られている従業員用の通用口に吸い寄せられた。


　ボガートは通用口を通り、物置同然になっている薄うす暗ぐらい通路に足を踏ふみ入れた。会場へ来る際にラウールに案内されてきた通り道である。


「──それで？　私の持ってきた秘宝の出所が……何ですって!?」


　十歩と進まないうちに女の鋭するどい声が聞こえてきた。通路の先の曲がり角に、明かり取りの小窓からのものであろう光が差していて、床ゆかに人ひと影かげが伸のびている。


「まあまあ……そんなに眉まゆを吊つり上げて声を尖とがらせるもんじゃないよ。可愛かわいい顔が台無しじゃないか」


　籠こもったような猫ねこ撫なで声はラウールだ。人目のある場所では気取っていた口調がずいぶんとくだけたものになっている。床に落ちた影かげは一人分だが、ミリアムの影は横よこ幅はばの大きいラウールの影に重なって隠かくれているのだろう。


「せっかく再会できたんだ。こんな埃ほこりっぽいところじゃなくてさあ、もっと雰囲気のいい店に行こうよ。美お味いしいマカロンを出す店を知ってるんだ。奢おごるよ～？」


「結構です。それよりこちらの質問に答えてくださる？」


「質問って？」


「この秘宝が拾ったものだという話よ！」


　ボガートは声のする方に踏み出しかけた足を止めた。ラウールがミリアムを口説いているのかと思いきやどうも雲行きが怪あやしい。


「んん～？　そんなことを言ったかなあ？」


「確かに聞いたわ」


「それは妙みようだね。私は『道みち端ばたで秘宝を拾ったことはあるかい？』と訊きいただけだよ。その鞄かばんの中身がそれだとは一言も言っていないはずだけど？」


「なっ……」


「安心したまえ。その秘宝が拾い物だとしても私が所有権を主張することはない。せいぜいあの大だい富ふ豪ごうに大金を吹ふっかけて売りつけてやるといい。できることなら私が買い取りたいところだが、あいにくと持ち合わせがなくてね」


「あなた……いったい何者!?」


　それまで冷静だったミリアムの声のトーンが上がる。紳士として盗み聞きは恥はずべき行こう為いだが、ボガートは声を掛かけるタイミングを失っていた。


「やれやれ、何者とはご挨あい拶さつだね。命の恩人に向かって」


「誰だれが命の恩人ですって!?」


「私は言わば君にとってのナイトさ。同時に恋こいの奴ど隷れいでもある」


「訳の分からないことを……ムッシュ・グルトン、何度も言わせないで。あなたと会うのは今日が初めてですよ」


「いいや、会っている。その秘宝を拾った夜にね」


「────!!」


　ミリアムが息を呑のむ気配があった。しばしの沈ちん黙もくの後、妙に優やさしい声で


「そう言われても私には覚えがないのよ。そうね……よく顔を見せてくださる？」


　直後、稲いな妻ずまのような閃せん光こうが床の影をかき消した。


（……何だ!?）


　それはほんの瞬しゆん間かん的な発光で、音も臭においもしなかった。光源はボガートのいる位置からは見えないが少なくとも写真撮さつ影えい用のマグネシウムのフラッシュではない。異状を察して今度こそ声を掛けようとしたボガートは、次に聞こえてきた言葉に我が耳を疑った。


「──さあ、とっとと跪ひざまずきな。このブタ野郎！」


　見知らぬ第三者が割り込んできたのかと訝いぶかしんだが、それはミリアムの声に違いなかった。突とつ如じよとして豹ひよう変へんしたミリアムに命じられ、ラウールの影が縮こまる。膝ひざを折って床に跪いたのだ。代わりに肩かたを怒いからせて立つミリアムの影が現れる。


「こっちはあんたの愚ぐにもつかないおしゃべりに付き合ってるほど暇ひまじゃないんだ。さっさと吐はいてもらうよ……いつ、どこであたしに会ったって!?」


　いったいミリアムはいかにしてラウールに命令できる立場に立ったのか。銃じゆうでも突き付けて脅おどしているのか。しかしいきなりそんな乱暴な手段に訴うつたえるほど差し迫せまった状じよう況きようとも考えにくい。ボガートは足音を忍しのばせて通路の角に近付いていった。まだどちらの味方をするべきか決めかねている。


「フフッ、フヒッ……プヒィ～……」


　ラウールの荒あらい鼻息が聞こえてくる。ブタ野や郎ろうと罵ののしられたせいでもないだろうが、本人を知っていなければ本物と間違えそうなほど獣けものじみた息づかいだった。


「も……もっと……」


「なんだい？」


「もっとこう……勿もつ体たいぶった高貴な感じで罵ってくれないかなあ。それとヒールで肩をグイグイ踏んづけてもらえるとなおいい。綺き麗れいなふくらはぎと太ももの裏側が拝めるし～」


　変態的発言である。ボガートはラウールが射殺されるのではと心配したが、銃じゆう声せいが轟とどろくことはなかった。ミリアムはそのリクエストには応こたえず、狼狽うろたえて声を上うわ擦ずらせる。


「ちょっ……バカな！　どうしてあたしの命令に逆らえる!?　そんな減らず口が叩たたけるはずが……まさか術が効いて──？」


　不意にラウールの影が大きくなった。床に蹲うずくまった姿勢からいきなり飛び上がったような鋭い動きだ。


「はわっ!?　きゃっ……むぐっ……！」


　取っ組み合う物音とくぐもった悲鳴が聞こえてくる。ボガートは通路の角から覗のぞき込んで状況を肉眼で確かく認にんした。


「や……やめっ、こらっ……キモッ、ぐぬぬ……」


「ぬふふふふ～おお～マ・シェリ～」


　ラウールがミリアムを抱だきすくめているようだが、ボガートからは巨きよ漢かんの背中越ごしにジタバタともがいている女の手足だけが見えている状態である。


（うーむ、これは……常識的に考えて女性の方を助けるべき場面なのか？）


　ここに至ってもまだ判断がつかないのは自分でも驚おどろきだった。


　他人の争いに割って入る際はよくよく事情を確かめてからにせよ、というのが父の教えである。しかし先ほどのやりとりからすると双そう方ほうのどちらが良いとも悪いとも言えない。むしろどちらの味方をしても厄やつ介かいな立場に立たされそうな嫌いやな予感があった。正直な気持ちを言えば何も見なかったことにして帰りたい。


（姑こ息そくな手だが……たった今来たフリをして何食わぬ顔で声を掛けるしかないか）


　そのくらいの方便は許されるだろう。ボガートがようやく意を決して止めに入ろうとしたその時──


　フロアを揺ゆるがす重い衝しよう撃げきとともに、ガラスの砕くだけ散る音が盛せい大だいに鳴り響ひびいた。


　鉄の梁はりが剝むき出しになっている天てん井じようから埃が落ちる。


　壁かべの向こうから聞こえてくる、木と石が破は壊かいされる音。人々の悲鳴──


「地じ震しん……か!?」


　ボガートは咄とつ嗟さに床に伏ふせた。しかし揺れているのは地面ではなさそうだった。振しん動どうは階上から伝わってくる。


「くっ……放せっつってんだろこのデブ！　ああもう──アッタマ来た!!」


　逆上したミリアムの怒ど声せいがしたかと思うと、ラウールの巨体が通路の壁に叩き付けられた。奇き妙みようなことにラウールの全身にはストロベリーブロンドの髪かみが絡からみついている。しかもその量は通路を埋うめ尽つくすほどで、とうてい一人分の女の髪ではない。


（なっ……!?）


　ボガートは目を瞬しばたたかせた。


　ラウールの身体からだを搦からめ捕とる髪が不気味なぬめりを帯びた触しよく手しゆに変化したのだ。


　内側にピンク色の吸きゆう盤ばんの列を備えたその触手の形には見覚えがあった。ボガートの故郷では『悪あく魔まの魚』と呼ばれる八本腕の海かい洋よう棲せい軟なん体たい動物のそれだ。


「はんぎゃああああ～っ！　タタタタタタタァコォォォ～!?」


　触手に拘こう束そくされたラウールはパニックに陥おちいっている。百キログラムを優に超こえる巨体が易やす々やす持ち上げられ、再び投げ飛ばされて壁を突つき破やぶった。


「フン……そのブタ面、二度と見せるんじゃないよ！」


　触手がするすると引っ込んでいく。その光景を呆ぼう然ぜんと見送っていたボガートは慌あわてて通路の角から飛び出したが、ミリアム・リッチーの姿は消え失うせていた。天井近くにあるガラス窓が開いていて、その周囲には巨大なナメクジが這はったような粘ねん液えきと吸盤の跡あとが残されている。ボガートは通路に戻り、壁に開いた大穴を覗き込んだ。ラウールは顔を押さえてのたうち回っている。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　怪け我がは!?」


「ううう……タコ……タコ嫌きらい……ジンマシンが、ジンマシン出る～」


　出血を伴ともなう怪我は見当たらないが、物理的なダメージよりも巨大なタコの触手に搦め捕られた精神的ショックの方が大きいらしい。頭を搔かきむしりながら駄だ々だっ子このように足をバタバタさせているラウールにはボガートの声は届いていないようだった。


　動転した男の叫さけびや女性の悲鳴が聞こえてくる。謎なぞの振動はまだ続いていた。


「お……おい、あれは何だ!?」


「ば、化け物だ！　鉄の化け物──」


　乾かわいた銃声が響く。誰が何に向かって発はつ砲ぽうしたのか。銃じゆう弾だんが鉄板に当たって弾はじかれるような音が聞こえる。


「化け物だって……!?　アデル！」


　ボガートはラウールの介かい抱ほうを中断して立ち上がり、アデルのもとへと駆かけ出した。
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　順路を隔へだてる衝つい立たての裏から飛び出したボガートは逃にげ惑まどう人々の波に逆らって秘宝展示区画に向かった。


　鳥とり籠かごのような柵さくで囲まれた区画のちょうど真上の天井が破れ、ステンドグラスの破は片へんが粉雪のように降り注いでいた。破壊された窓まど枠わくの一部が落下して派手な音を立てる。


　客たちが天井を指さして口々に「化け物だ」と叫んでいる。頭上を仰あおいだボガートは思わず立ちすくんだ。


（鉄の顔──!?）


　天井に開いた穴から、数メートルはあろうかという巨大な鉄の顔が覗き込んでいた。


　それは顔というよりは骨──皮を剝はがれた髑どく髏ろだった。


　鉄の髑髏は両目にコーヒー豆を二つ並べたようなゴーグルをはめ、下した顎あごは蒸気機関車の先頭に付いているカウキャッチャーのようなチンガードで覆おおわれている。


　バリバリとガラスの砕ける音が響いた。尖とがった黒い指が穴を押し広げ、耳のあたりまで髑髏の顔が内側にめり込んでくる。


　多くの客は天井の一部が崩ほう落らくしたことに驚いて避ひ難なんしたが、近くにいて巨大な髑髏を目まの当たりにした者たちは恐きよう怖ふに縛しばられて動けずにいた。警備員がピストルを発砲するが、髑髏に当たっても耳みみ障ざわりな音を立てるだけで傷ひとつつけられない。先ほど聞こえたのはまさしくこの音だ。跳はね返された弾だん丸がんが目め隠かくしのガラスを砕き、柵の向こうにセザールとベルタ、そしてアデルの姿が見えた。


「アデル！　無事か!?」


「兄様！」


　ボガートは柵越しにアデルと手を取り合った。頑がん丈じように作られている鉄柵には人が通り抜ぬけられるほどの隙すき間まはなく、乗のり越こえようにも四メートル以上の高さがある。警備上の理由で出入り口を一箇か所しよにしたことが徒あだとなり、区画の奥にいたアデルたちは逃げるに逃げられない文字通りの鳥籠状態だった。


「撃うつな！　跳ちよう弾だんが人に当たる！」


　戻もどってきたジョエルが命令すると、警備員たちは我に返って発砲を止めた。
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「あの巨大な鉄の顔はいったい何だ!?」


　床ゆかにへたり込んでいるベルタを庇かばいながらも、セザールは肝きもの据すわった様子で天井を見上げた。恐怖よりも好こう奇き心しんの方が勝まさっている人間はこの大だい富ふ豪ごうくらいのものだった。


「あれは偶ぐう然ぜん空から落ちてきたのか？　それともここを狙ねらって来たのか!?」


　その疑問に答えるように鉄髑髏がガバリと口を開いた。口こう蓋がいから突き出した筒つつから人頭大の黒い鉄球が次々と吐き出される。十個余りの鉄球は秘宝を収めたガラスケースを粉ふん砕さいし、鈍にぶい音をたてて床に転がった。


「きゃあああッ！」


　足元に転がってきた鉄球に驚いてアデルが尻しり餅もちをつく。


　鉄球はよく見ると単純な金属の塊かたまりではなく何らかの機械のようだった。二つの半球が歯車を挟はさんでいる構造で、中央の歯車が時計仕じ掛かけのように規則正しく動いている。


「……ば、爆ばく弾だん!?」


　誰だれかが反射的に口にした言葉が引き金となった。


「爆発するぞ！」


「逃げろ！　逃げろ──ッ!!」


　それまで足がすくんで動けずにいた客や従業員だけでなく警備員までもが持ち場を離はなれて我先にと逃げ出した。


「アデル、ここから出るんだ！　上の奴やつは気にせず走れ！」


　ボガートは避難する人々とぶつかり押し戻されながらも正面口に向かった。アデルは床に散乱するガラスの破片や鉄球のため走るというわけにもいかず、スカートの裾すそを引っかけないように両手でたくし上げ、それらの障害物を避さけつつおっかなびっくりの足取りで展示区画を横断する。先に正面口に辿たどり着いたのはボガートだった。


「こっちだ！」


　横よこ倒だおしになった展示ケースを乗り越えようとするアデルに向かって手を伸のばしたその時、鉄球の歯車が嚙かみ合ってガチャリと大きな音を立てた。


　次の瞬しゆん間かん──十個余りの鉄球から緑色の光が放射され、ボガートの手が空を切った。


「なっ……!?」


　アデルの身体が宙に浮ういていた。アデルだけではない。秘宝展示区画内に存在するすべての人間、すべての物体が浮ふ上じようしている。緑色の光に満たされた区画内に踏ふみ込むと、とたんに天地の感覚が消失し、ボガートの両足が床から離れた。


「これは……いったい何がどうなって──」


　空中を泳ぐように手足を動かすが思わぬ方向に身体が回転し、上下左右が目まぐるしく入れ替かわった。伸ばした手の指先が鉄柵に引っかかり、しがみついてようやく身体を固定する。アデルの方に顔を向けると鉄髑髏が下に見えた。ボガートは今、天地逆の状態で摑つかまっているのだ。


「アデル！　破片に気をつけろ！」


　周囲には天井にあったステンドグラスや展示ケースのガラスの破片も漂ただよっていて危険だった。摑まるあてがないアデルは近くにあった鉄球のひとつに抱だきついた。


「その鉄球には触さわらない方が」


「そんなこと言ったって……この球、クルクル回らないし」


「回らない!?」


　球体だけに他の物体よりもよく回りそうに思いがちだが、アデルの言う通りどの鉄球も浮上はしていても回転はしていない。見たところ床に対して水平を維い持じしている。磁石のような見えない力が働いているのだろう。理り屈くつは不明だが、この怪かい現象の原因であることは間ま違ちがいない。


「アデル、その球を足場にして柵の方まで跳とぶことはできるか？」


「ええっ!?　上も下も分からないのに……」


　アデルは鉄球を押したり引いたりしたが、空中に固定されているわけではないため簡単に動き、足場としては使えそうになかった。ボガートは周囲を見回したがロープの代わりになりそうなものも見当たらない。もしあったとしても『重さ』が消える緑色の光の中ではアデルのところまで投げて届くだろうか。何にせよ謎の光が消えれば数メートルの高さから墜つい落らくすることになる。急いで身体を固定する必要があった。


「うわっ!?　な……何か出てきた！」


　アデルが鉄髑髏を指さす。髑髏の鼻の穴から二匹ひきの大だい蛇じやが這い出してきた。それは真しん鍮ちゆうに近い鈍い黄色の金属製で、胴どう回まわりの太さがひと抱かかえもある。先せん端たんの形状は蛇頭というより昆こん虫ちゆうのそれに近く、何かを摑むのに適した三本爪づめのハサミを備えていた。


　真鍮色の大蛇だか大ムカデだかは一匹が宙に浮いている展示ケースを捕とらえ、もう一匹が秘宝を咥くわえると、それを鉄髑髏の口の奥へ運んでいく。


「秘宝を──食ってる!?」


「食べてるんじゃないわ……あの目のところをよく見て！　中に人が乗ってる！」


　ボガートは鉄髑髏のゴーグル部分に注目した。スリットにはガラス窓があり、左右の眼がん窩かの奥に動く影かげがあった。それは眼球ではなくどうやら人間らしい。


「人間が動かしている!?　この髑髏の化け物はつまり……乗り物か！」


「秘宝を奪うばいに来たのよ！　きっとあの予告状の盗とう賊ぞくの一味よ」


「ジェスターが……!?」


　事前に予告状を送りつけたとはいえ、こんな巨大な重機で乗り込んでくるなど乱暴狼ろう藉ぜきの極きわみである。ジェスターはあの奇き妙みような屋や敷しきにこんなものを隠かくし持っていたのか。


　大蛇のような自在腕テンタクルは秘宝を次々に収集していった。秘宝の近くには職務に忠実な警備員が何人か浮いていたが、水みず溜たまりに落ちた羽虫同様、無む駄だにもがくだけで何の抵てい抗こうもできずにいる。展示されていたすべての秘宝がものの数分とかからず髑髏の口の中に飲み込まれ、自在腕は続いて緑色の光を放つ鉄球の回収作業に移った。光はいつの間にか弱まっていて、鉄球から最も遠い位置にある破片から順に重力に引かれて落下しはじめている。


「アデル、逃げろ！」


「……ど、どうやって!?」


　アデルは鉄球に摑まりながら足をバタバタさせたがまったく前に進む気配がない。ボガートの五感に重さの感覚がゆっくりと戻ってきた。鉄球が回収されて光の影えい響きようの及およぶ範はん囲いから外れたのだ。十秒ほどで完全に重力が戻り、ボガートは四し肢しで鉄柵に摑まって体重を支えた。自在腕が最後に残ったアデルの鉄球に迫せまる。


「きゃ～！　来ないで!!」


　アデルが暴れたため二本の自在腕もなかなか捕らえられずにまごついた。そうしているうちにアデルが抱きついている鉄球が明めい滅めつをはじめる。自在腕のハサミがアデルの胴を摑んだのとほぼ同時に光が消えた。急激に本来の重さを取り戻した鉄球は少女の腕からすっぽ抜け、もう一本の自在腕でもキャッチできずに床に落ちていった。下で再びガラスの砕くだける派手な音が響ひびく。


　今やアデルの身体からだを支えているのは巨きよ大だい髑どく髏ろの鼻から伸びた自在腕一本だった。床までの高さはおよそ六メートル。投げ捨てられたらおそらく軽い怪け我がでは済むまい。背筋が凍こおり付くような数瞬が過ぎ──髑髏が動きだした。天てん井じようの開いた穴から顔が引っ込んでいく。アデルを捕らえたまま退散するつもりか。


「くっ……待て！」


　ボガートは鉄柵を天井までよじ登ると、二メートル以上先にある、ひしゃげたステンドグラスの窓枠に飛び移った。下方から悲鳴の混じった驚おどろきの声が上がる。自分でも無茶をしているという自覚はあるが恐おそれている場合ではなかった。窓枠を梯はし子ご代わりにして百貨店の屋根の上に出る。


「兄様──！」


　アデルの声に振ふり向いたボガートは、屋根の上に斜ななめに張り付いている鉄の髑髏を発見して思わずうめいた。


「巨人……じゃない!?」


　髑髏の下は胴体ではなく、カニか蜘く蛛もを思わせる八本の脚あしが首から直接生えていた。屋内から見ていた時はまるで百貨店を見下ろすほどの大巨人が覗のぞき込んでいるように思えたが、それは錯さつ覚かくにすぎなかったのだ。手の指に見えたのも脚の先だった。


「化け物の正体見たりだ。とんだペテンだな」


　首だけの重機だと分かったところで四頭立ての大型馬車の優に倍ほどの大きさがある。充じゆう分ぶんに化け物と呼んでいいサイズだが、見積もりが大きすぎたため何か騙だまされた気分になっていた。そこにはジェスターに対する疑念も上乗せされている。


「その子を放せ！　人ひと質じちのつもりか!?」


　ボガートは右手に冷気を感じた。アデルから死角になるように半身を引いて右手に目をやる。指先から手首にかけての皮ひ膚ふが滑なめらかな銀色に変わっていた。皮膚の下から水銀が染しみ出しているように見える。


（自分の意志では扱あつかえなかった〈シルバーガン〉がこの状じよう況きようで出現する──!?）


　ボガートは二指を揃そろえて指ゆび鉄でつ砲ぽうの形を作った。思い描えがいたのは銀色のリボルバー式拳けん銃じゆうである。しかしあともう一息というところで銃の形は完成せず、水銀は再び皮膚の下に沈しずんで見えなくなった。


（闘とう争そう心しんに呼応したのかと思ったが……やはり僕の手には余る代しろ物ものか）


　あるいはＪ・Ｄが拳銃として使わなかったからだろうか。しかしアデルの前でいきなりライフルやショットガンを──ましてやガトリング砲のような重火器を取り出すのはあまりに不自然すぎる。


　髑髏型重機がカニ歩きで百貨店の外がい壁へきを下りはじめた。ボガートはほとんど反射的に窓まど枠わくを蹴けって屋根を駆かけ降り、迷うことなく宙に身を躍おどらせていた。髑髏の右側頭部に辛かろうじて着地し、表面にピンクのハートマークと黒くろ猫ねこの影かげ絵えが描かれたハッチのノブに手を掛かける。ハッチは分厚いものの油圧式で動き、開くにはさほど力を要しなかった。


　中を覗き込むと、半球状の内部空間の前部に横並びに二つの御ぎよ者しや席せきがあり、黒ずくめの二人組が乗り込んでいた。どちらも黒い革の全身スーツに身を包み、丸いゴーグルと猫ねこの耳のような突とつ起きのある覆ふく面めんを着けている。


「うきゃっ！　ののの、乗り込んできた！」


　妙みように可愛かわいらしい声を上げたのは、ラウールよりもさらに丸々と肥えた女だった。相棒の方は対照的に細身で、覆面から露ろ出しゆつしている鼻や口元のラインがやけに骨っぽい。


「あらま、なかなかのイケメンじゃない」


　細身の方がボガートを横目で見ながら二本あるクランク状の操そう縦じゆう桿かんを動かす。


　直後、ボガートは背後からいきなり突つき飛ばされて操縦室内に転がり込み、反対側のハッチに激げき突とつした。空いている方の自在腕でパンチを食らわせてきたのだ。


　起き上がろうとして無意識に摑んだレバーが動いてハッチが開き、ボガートの身体は重機の外へ飛び出した。辛うじて左手一本でぶら下がる形になる。


「キャ～兄様！　落ちちゃダメ──ッ！」


　自在腕に捕らわれたままのアデルが届かない手を伸ばす。


「い・い・い・イケメンの兄ちゃんが落っこちそうだけど……どどど、どうしよう？」


「放ほっとけ。地上に降りるまで我が慢まんしてもらう」


　重機は百貨店の外壁に蜘蛛のように横向きで張り付いている。身体を御者席のシートにベルトで固定している二人はボガートを今すぐにどうこうする気はないらしい。


　アデルを助けに来て自分が助けられるわけにはいかない。ボガートは左ひだり腕うでで懸けん垂すいし、ハッチの凹へこみに指先を引っかけようと右手を振り上げた。


（──うっ!?）


　異様な手て応ごたえがあった。まるで柔やわらかな粘ねん土どを握にぎったような感かん触しよく。


　見ると、銀色に変色した手がハッチの鉄板に食い込み、指の形に穴を開けていた。


　痛みも、熱さも感じなかった。それどころか、指先に軽く力を込こめるだけで厚さ数ミリの鉄板が温めた蠟ろうのように簡単にねじ曲げられる。


（そうか！　銃の形を成していなくてもこの銀色の金属は秘宝そのもの……現代の技術では破は壊かい不可能な物質なんだ）


　魔ま法ほうの弾丸ではなく秘宝の材質そのものを利用するだけならヘイロウを消費せずに済むだろう。ボガートはこの〈銀の指〉を使うことに躊躇ためらいを覚えなかった。かぎ爪のように曲げた右手の指先をハッチに突き立てて身体を引き上げ、再び操縦室に乗り込んだ。


「おい、すぐにアデルを下ろせ！」


「きゃわ～！　ままま、舞まい戻もどってきやがったわ！」


「騒さわぐな。うるさい」


　細身の女賊が操縦桿を動かすのを見たボガートは咄とつ嗟さに床ゆかに伏ふせた。頭上を自在腕のパンチが通過する。何度も同じ手は食わない。止まった自在腕に〈銀の指〉の手刀を叩たたき付けると、蛇腹状の外装を突き破やぶって手首まで埋うまった。油圧の管が破は裂れつしたのか、透とう明めいなオイルが噴ふき出す。


「なにぃ？」


　泡あわを食った女賊が操縦桿を引いた。


　右手を引き抜ぬく暇ひまもなく、ボガートの身体は自在腕とともに重機の外へ引きずり出された。オイル漏もれによって先端までパワーが伝わらなくなった自在腕はボガートの体重を支えきれずに弧こを描いて動き、もう一本の自在腕とぶつかった。


「はひゃあっ!?」


　衝しよう撃げきでアデルを捕らえていたハサミが開いた。ボガートは宙に投げ出されたアデルに左手を伸のばす。だがまるで届かない。


「うおおおっ！」


　ボガートは自在腕を蹴って右手を引き抜き、アデルを追って跳んだ。


　落下しながら、ボガートとアデルの視線が合う。


　互たがいに伸ばした手と手、その指先が触ふれ合う──寸前、アデルの姿が消えた。


（──なっ!?）


　ボガートの手は空を摑つかみ、身体はそのまま墜つい落らくしていく。


　高度はおよそ三十メートル──地面に叩き付けられるまでの猶ゆう予よはわずか三秒。


　その一秒が十倍に引き延ばされる感覚があった。


　ボガートは右手を空に向けた。


　銀色に染まった右手の指が変形を始める。


　──銃？


　普ふ通つうの銃では無理だ。魔法の弾丸を発射したところでこの危機は回かい避ひできない。


　必要なのはショットガンでもライフルでもない。


　変形が完かん了りようし、ボガートの右手に出現したのは──クロスボウだった。


　板バネの弓の弦つるはすでに発射位置まで引き絞しぼられ固定されている。装そう塡てんされているのは普通の矢ではなく、捕ほ鯨げい用の銛もりのように先せん端たんに大きな返しが付いている。


　引き金を引く。弦を固定しているストッパーが解放される。


　ビシュン！


　銀色の銛が風を切る一いち条じようの光となって飛び、髑髏型重機のこめかみの辺りに命中した。


　銛とクロスボウを繫つなぐワイヤーがピンと張る。落下の勢いのままボガートの身体は振り子のように大きく弧を描いた。


（上出来──!!）


　ボガートは内心自分自身に喝かつ采さいをおくった。


　八歳の誕生日、父に連れられて泊とまりがけで出で掛かけた初めての狩かりの思い出が蘇よみがえる。その時に少年ボガートが水鳥を仕留めた武器もクロスボウだった。


　ひとまず墜つい死しは免まぬかれたとはいえ当面の危機はまだ去っていない。アデルはどこへ消えたのか。見上げるとそこに答えはあった。アデルは枝にでも引っかかったような格好で宙に浮ういていた。


「アデル！」


　呼びかけるがアデルは気を失っているらしく、糸の切れたマリオネットのように四肢に力が入っていない。


　ボガートは銛に繫がったワイヤーを巻き取って上じよう昇しようした。クロスボウにウインチの機構が内蔵されているわけではないが、銛とワイヤーとクロスボウはシルバーガンが変形した一体のものであり、ワイヤーを縮めるくらいのことは考えるだけで可能だった。


　近付くと、アデルの周囲に奇き妙みような靄もやがかかっているように見えた。手を伸ばして摑もうとするも、アデルの身体は逃にげるように浮き上がり、髑髏型重機の上まで運び去られた。


　見ると、髑髏型重機の自在腕テンタクルはすでに収納されている。ではアデルを捕とらえているのはいったい何なのか？


　ボガートはさらにワイヤーを巻いて重機の側面に取り付いた。重機のボディ表面で何かが蠢うごめいているのが分かるが、至近距きよ離りまで来ても正体が判然としないのは異様だった。


「──ううっ!?」


　ボガートの右みぎ腕うでに、不意にぬるりとした感触の冷たいゼリーを思わせる何かが触れる。腕を包み込んだそれは半はん透とう明めいの状態から鮮あざやかなピンク色に変色し、正体を現した。無数の吸きゆう盤ばんを持つ頭足類の触しよく手しゆである。


　重機の表面に擬ぎ態たいしていた何者かが立ち上がった。


　まだ二は十た歳ち前の若い女──それもとびきりの美女だ。


　重機に乗り込んでいる女賊たちと同じ身体からだの輪りん郭かくも露あらわな革のスーツを着込んでいるが、それ以外の部分があまりに異様だった。


　生きて動いている巨きよ大だいな頭足類をフードのようにかぶり、髪かみの代わりに身長よりも長い触手を伸ばした怪かい異いな姿である。後頭部から伸びた触手を重機の表面に這はわせ、吸盤によって身体を固定する一方、モミアゲに相当する触手でアデルを捕らえている。


　八本の触手はタコだがモミアゲの触手はイカの触腕のように先端の部分に吸盤が集中していた。また頭の両側には虎とら縞じまの巻き貝が髪飾かざりのように付いている。全体の印象はタコだが部分ごとに見ていくとタコ以外の海の生き物が混じっている。


「上へ！」


　怪かい人じんタコ娘むすめの命令に従い、重機が壁へき面めんを上りはじめた。


　屋上の広場にいた客たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。屋上に出て重機が水平になると、タコ女はシルバーガンの銛を引き抜くついでにボガートの身体を放り投げた。床に転がったボガートはすぐに身を起こす。


「君はいったい──」


　ボガートは目の前の怪人が夢に出てきた女と同一人物だと気付いていた。そしてこの触手はラウールを襲おそった怪異と別物とは考えにくい。


　だとすれば──この女はミリアム・リッチーのはずである。


　夢の女と年ねん齢れいが違ちがって見えたのは変装していたかららしい。言動からして髑髏型重機で襲しゆう撃げきしてきた盗とう賊ぞくの仲間だろう。しかしミリアムはセザール・ロッシュオーと〈アルフライラの秘宝〉の取引をしている最中のはずだ。何な故ぜこんな方法で秘宝を奪うばう必要があるのか？　一度に様々な思考がボガートの脳のう裏りを駆け巡めぐったが、いま問い質ただすべき質問はひとつだった。


「君たちはジェスターの仲間か!?　予告状を送りつけておいて、こんな形で襲撃するとは乱暴狼ろう藉ぜきにもほどがあるぞ！」


　威い嚇かくしようと右手を上げて、初めてボガートは手の中のクロスボウが消えていることに気付いた。やはりまだ自在に出し入れできる代物ではないらしい。


「ジェスター……予告状？」


　ミリアムはまるで心当たりがないらしく、苛いら立だたしげに口元を歪ゆがめた。


「ジェスターなんて名前には覚えがないね。それに予告状だって？　強ごう盗とうに入るのにわざわざ親切に予告するバカがいるかい」


「するとあの予告状とは無関係……？」


　盗賊の話を鵜う呑のみにするのもどうかと思うが、ミリアムが噓うそをつかねばならない理由もなかった。ミリアムにしてみれば今日の襲撃は予定通りの行動で、ジェスターの予告状こそが想定外なのか。


「だったらいい。いや、よくもないが……それよりもアデルを返してもらおう！」


「この子かい？　返すのは構わないけどね……代わりにひとつこっちの質問にも答えてもらうよ。イケメンさん」


「質問……だと？　何を聞きたい!?」


「あんたが隠かくしてる銀色のモノ──」


　突とつ然ぜんの銃じゆう声せいがミリアムの言葉を遮さえぎった。


　逃げ出した客と入れ替かわりに屋上に上がってきた警官が発はつ砲ぽうしたものだった。一発目は威嚇射撃だったらしく、なだれ込んできた十数名の警官が扇おうぎ状じように並んでピストルを構える。


「盗賊め、ただちに投降しろ！　抵てい抗こうすれば射殺する！」


　分隊長らしき警官の勧かん告こくに、ミリアムは臆おく面めんもなく艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。銃撃戦になればアデルが巻き込まれる。ボガートは警官隊とミリアムの間に割って入った。


「待ってくれ！　人ひと質じちがいるんだ」


「下がっていろ。死にたいのか!?」


「ポリ公の言う通りおとなしく退どいてな。怪け我がしたくなかったらね」


　ミリアムは革スーツの胸むな元もとに右手を差し入れ、懐かい中ちゆうから縦長の絵札を一枚取り出した。頭足類の特とく徴ちようを持つ幻げん獣じゆう〈クラーケン〉が描えがかれた絵札である。それを鼻先でサッと振ふると、左目の瞳ひとみの中にハート形のルビーの輝かがやきが生まれた。


（あの目……!?　やはりあの女だ！）


　Ｊ・Ｄの記き憶おくの中にあった謎なぞの美女も奇妙な左目を持っていた。おそらく魔ま法ほうに類する力だろう──しかし、現実はボガートの想像を超こえていた。


　ミリアムがアデルを抱かかえたまま髑どく髏ろ型重機の頭頂部で身を伏せる。髪の代わりに生えている触手を八方に伸ばすと、触手の間にある膜まくがパラシュートのように袋ふくろ状じように広がり、重機全体に覆おおい被かぶさった。重機の脚あしの先までがタコの組織でコーティングされていく。わずか数秒後──鉄の重機を芯しんにした巨大な魔物がそこに出現した。髑髏型重機はタコ女と合体して巨大な〈クラーケン〉に変身することを前提に設計されているらしい。


「うう撃うて！　撃て──ッ!!」


　十数丁のピストルが一いつ斉せいに火を噴いた。


　銃じゆう弾だんの雨がピンク色の皮ひ膚ふに無数の穴を穿うがっていく。硝しよう煙えんの臭においが鼻をつく。


　銃声が止やんだ。流れ弾だまを避さけて身を伏せていたボガートの耳に、小さな固いものがコンクリートの床に落ちて転がる乾かわいた音が聞こえてくる。


　それは銃弾だった。


　皮膚の凹へこみから押し出された銃弾がこぼれ落ちている。タコの皮膚は銃弾の貫かん通つうを許さず、威い力りよくを殺して受け止めていたのだ。相手がまったくの無傷だと知って警官たちは棒立ちになる。


　魔物の耳のあたりから白っぽい筒つつ状じようの器官が突つき出した。


「な、何だ？　あの大砲のようなものは!?　口か？」


　まごつく警官たちに向けて、筒から真っ黒な煙けむりが噴き出された。濃のう厚こうな煙えん幕まくが視界を覆い尽つくし、辺りを夜のような闇やみに閉とざす。煙そのものは無味無む臭しゆうで刺し激げきもないが、瞬まばたきしても自分の手さえ見えない。ボガートは自分が視力を失ったのかと不安を覚えた。


「全員その場を動くな！　撃つな！」


　警官隊も相手を見失って恐きよう慌こうを来きたしている様子だが、分隊長が素す早ばやく命令したこともあって同士討ちは避けられた。


（この煙幕に紛まぎれて逃げるつもりか!?）


　ボガートは恐おそれると同時にこの煙幕を逆に利用する手を思いついた。


　今ならシルバーガンを出しても見み咎とがめられることはないはずだ。しかしシルバーガンの威力で対たい抗こうしようというのではない。ミリアムが逃とう走そうしても追つい跡せきできるようにマーキングすればいい。


　闇に閉ざされた視界の中、ボガートの右手に金属の冷気が生じた。


　イメージしたものは大口径のショットガンである。想像上の銃身に左手をそえる。ひやりとする硬こう質しつの手て触ざわり。シルバーガンは実体化していた。


（破は壊かい力りよくは必要ない。マーキングできればそれでいいが……）


　魔弾を撃てばヘイロウを消費する。魔法使いではないボガートが秘宝を使えば何が起きるか分からないが、このままミリアムを逃がすわけにはいかない。


『──シルバーガンで戦うつもりならやめときな。どんなリスクがあるか分からん』


　背後からささやく声がした。


「ジェスター！　君か!?」


『──ウイ、ジュ・スゥイ』


　一いつ瞬しゆん喜んだボガートだが、すぐにジェスターが予告状の送り主であることを思い出して複雑な気分になった。しかしこんな時に頼たよりになる人物は他にいない。


「手を貸してくれないか？　アデルが人質になっているんだ」


『──人質？　なるほど』


　声はすぐ傍かたわらから聞こえるが、奇妙なことに気配は感じられない。


『──それでどうするつもりだい？』


「Ｊ・Ｄが使ったのと同じ手だ。魔弾を撃ち込んでマーキングする」


『──ふむ。そいつは悪くない手だな。だがやれるのか？』


「攻こう撃げきするわけじゃない。ヘイロウの消費は最小限で済むはずだ」


『──よし……相手は煙幕に紛れて移動しているぞ。俺が合図するから、声のした方に向けて撃て』


「それだと君に当たるんじゃないのか？」


『──その点は心配無用だ。いいな、次に俺の声が聞こえた方向に撃つんだ』


　ジェスターは現れた時と同じように何の気配もなく移動したらしい。声が聞こえたのはほんの数秒後、二時の方向からだった。


「──こっちだ！」


　ボガートは即そく座ざに発砲した。ワインのコルク栓せんを抜ぬいたようなささやかな銃声。


　シルバーガンから放たれた魔法の散弾が煙幕を切り裂さいて拡散しながら飛び、刹せつ那なの光の軌き道どうを描いた。


　煙幕は一分近くもの間、屋上に留とどまっていた。黒い煙の成分がゆっくりと沈しずんで床ゆかに墨すみの川を作る。視界が晴れると、魔物の姿は屋上から消え失うせていた。


「いない……？　どこへ消えた!?」


　髑髏型重機が変身したクラーケンは巨大で、屋上には姿を隠せるような場所はない。警官たちは周辺を捜そう索さくした後、逃走したものと判断して屋上から退散していった。百貨店の外で目撃者を探して後を追う──警官隊を指揮している分隊長の指示は的確だといえる。相手が普ふ通つうの犯罪者であれば、という但ただし書き付きだが。


　ボガートは警官たちの後に続いて階下に下りると見せかけて、階段に隠れて屋上の一角を注視した。給水ポンプが収められている建屋である。ボガートの目にはその一部が蝶ちようの鱗りん粉ぷんを帯びたかのようにキラキラと光って見えていた。


　鱗粉の煌きらめきははっきりと〈クラーケン〉の輪りん郭かくを浮うかび上がらせている。見事な擬ぎ態たいで建屋と同化しているが、ボガートの視覚からは丸見えだった。警官たちが気付かなかったところからしてボガート以外には見えないらしい。


　クラーケンが身じろぎした。追っ手がいなくなったと判断して移動するつもりか。


　ボガートは階段から飛び出し、コートに隠していた右手を突き出した。シルバーガンは再びクロスボウに変形している。


　発射されたワイヤー付きの銛もりは空中で分ぶん裂れつして放射状に広がり、投と網あみと化してクラーケンの巨きよ体たいを包み込んだ。


「捕とらえたぞ……！」


　ボガートは人質交こう渉しようを持ちかけるつもりだったが、クラーケンは網あみをものともせずに歩き出した。〈アルフライラの秘宝〉であるシルバーガンは鉄をも容易に引き裂くほどの硬こう度どを有する。超ちよう硬こう質しつワイヤーでできた蜘蛛の巣で包み込んだも同然だが、クラーケンの皮膚にはダメージを与あたえられていない。


（物理的な力では傷もつかないのか？　やはり魔法の産物だからか!?）


　単純に考えれば相手の防ぼう御ぎよ力りよくよりも高いレベルの魔法でないと有効な攻撃にならないのだろう。シルバーガンを変形させただけではただの金属でしかないということか。クラーケンの圧あつ倒とう的なパワーで屋上の端はしまで引きずられたボガートは捕ほ獲かくを断念して投網を解き、クロスボウ形態を解除した。


「このまま逃にがすわけには──」


　ボガートの意志に呼応してシルバーガンがさらなる変形を遂とげる。


　今度は大物だった。右みぎ腕うでの肘ひじから先が大砲の筒と化している。しかしその先せん端たんに開いている穴は大砲のそれではなく、蜂はちの巣状に並ぶ三十七個の銃口だった。


　多銃身斉射ミトライユーズ砲である。


　回転式連発砲であるガトリング砲とは違ちがい、こちらは銃身の数だけライフル銃を束ねた構造になっていて、三十七発の魔弾を同時発射可能だ。


　狙ねらいはクラーケンの八本の脚──その半分でも粉ふん砕さいできれば歩行は困難になるはずだ。


　問題は破壊のための魔弾の射撃にボガート自身が耐たえられるか否かだった。Ｊ・Ｄの悪あく霊りようを葬ほうむった時は怒いかりに燃えて夢中で撃った。しかし今は拭ぬぐえない不安と迷いがある。


（撃てるのか!?　いや、アデルを取り戻もどすためだ──撃つ！）


　破壊のイメージをシルバーガンに込こめて放とうとしたまさにその時、ボガートは何者かに背後から突き飛ばされた。


「なっ!?」


　予想外の不意打ちに膝ひざをつく。その何者かは背後からボガートの首に腕うでを巻いて締しめ付けてきた。細い腕だが力は強い。両手を使って逃のがれようとするも、大砲のままの右腕が思うように動かせずに焦あせる。


（くっ……落ち着け！）


　動どう揺ようしたままシルバーガンを操作すれば暴発しかねない。ボガートはミトラィユーズ砲に装そう塡てんしていた魔弾を心理的に解除した。攻撃の意志をなくしたとたんにシルバーガンは融ゆう解かいし、右手が元に戻る。


　両手が使えるようになったボガートは首を絞しめている腕を外した。襲しゆう撃げき者しやはボガートを押し倒たおして馬乗りになってくる。身体からだを返して仰あお向むけになったボガートは首に伸のびてきた手を摑つかみ──そして我が目を疑った。


　襲おそいかかってきた敵の正体が、今まさに自分が助けようとしていたアデライード・ヴィドック本人だったからだ。


「ア……アデル!?」


　ボガートを見おろすアデルの顔は仮面のように無表情で、見開かれた双そう眸ぼうには知性の光がない。


「どうしたんだ？　僕のことが分からないのか!?」


　首を絞めようとする両手を摑んで押し返しながら問い質ただすがアデルは答えない。ボガートはアデルの両の瞳ひとみの奥にルビーのように紅あかく輝かがやくハート形のシンボルを認めた。


（あの女の眼めと同じ!?　すると魔法で操あやつられているのか！）


　ボガートは横に転がって逆にアデルを床に組み敷しいた。容易に押さえ込めると思いきや、アデルは十二歳の少女とは思えない怪かい力りきで抵てい抗こうする。催さい眠みん術じゆつにかかった人間は心理的な枷かせが外れて普ふ段だんとは別人のような力を発揮するというが、これもその類たぐいか。


　アデルは理性を失って凶きよう暴ぼう化しているわけではなく、ゴーレムよろしく無意識に命令を実行しているだけらしい。おそらくミリアムの一味の逃とう亡ぼうを助けるように命令されているのだろう。


　ボガートは汗あせだくになりながらアデルの両手首を摑み、床に押さえつけた。


「アデル！　僕だ！　目を覚ませ!!」


　鼻がくっつく寸前まで顔を近付けて呼びかけると、瞳の中のハートのシンボルが蒸発するように消えていき、アデルの身体から力が抜けた。呼びかけが通じたというよりは魔法の効果時間が切れたようだ。


　再び気を失ったアデルは二分ほどしてからいきなり飛び起きた。アデルはまず慌あわてふためき、ボガートの首にしがみついてくる。


「キャー！　落ちる落ちる落ちる……」


「落ち着いて。もう落ちる心配はないから」


「へ？」


　アデルはあらためて周囲を見回し、床に手を触ふれて感かん触しよくを確かめた。


「兄様、ここ──ここはどこ？」


「百貨店の屋上だよ」


「変な機械に捕つかまって、空中に放ほうり出されて……それからどうなったの？」


「もしかして何も覚えていないのか？　ミ……タコの能力を持った怪人のことは？」


「タコの怪人？　何よそれ」


　どうやらアデルの記き憶おくは墜つい落らくしたところで途と切ぎれているらしい。クラーケンはすでに逃げ去った後だった。ミリアムがタコ女に変身したり重機と合体した話をしたところで果たしてアデルが信じるかどうか。


「何だか分からないけど……とにかく助かったのよね？　私たち」


「助かった……？　そうだな。確かに命拾いをした」


　ボガートはアデルに手を貸して立ち上がった。


（命拾い──そう、命拾いだ……）


　妙みような魔法で操られはしたものの、ミリアムがアデルを置いていったおかげで結果的には魔ま弾だんを撃うたずに済んでいる。シルバーガンをアデルが覚えていないのは何よりの僥ぎよう倖こうといえた。


　しかし──と、ボガートの脳のう裏りにある疑問が湧わいた。


　この場に居合わせたはずのジェスターはどこに消えたのだろうか？
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　ふたりは階段を下り、七階の展示会場に戻った。一いつ般ぱんの客は避ひ難なんしたらしく残っていたのは関係者と事件の目撃者だけだった。


「おお、無事だったか！」


　秘宝展示区画まで戻ると、セザール・ロッシュオーとベルタ・リュリが迎むかえた。


「アデルさん、怪け我がはなかった？　私もう心配で心配で……」


　そう言うベルタの方が明らかに顔色が悪く、抱だき合ったアデルの方が支えないと倒れてしまいそうなほど神経が弱っている様子だった。


　だが考えてみればそれも無理はない。ひとつでもひと財産になる秘宝をすべて奪うばわれたのだ。鉄てつ柵さくで囲まれた展示区画内は文字通り嵐あらしの後の様相で、ジョエルの指示で従業員たちが破は壊かいされた展示ケースを片付けている最中だった。


　しかしセザールだけは打ちひしがれた様子もなく、むしろどこか愉たのしげですらある。ボガートから髑どく髏ろ型重機で乗り込んできた盗とう賊ぞくはジェスターとは別口だと聞いても興味が薄うすいのか軽く頷うなずいただけで、アデル救出の顚てん末まつの方を聞きたがった。


「それにしても君の身体能力はなかなかのものだな。体操の選手なのかね？」


「山奥の田舎いなか育ちというだけですよ。紳しん士しの嗜たしなみ程度に鍛たん錬れんはしましたが」


「謙けん遜そんだな。いや、紳士たるもの、婦人を守るために力を尽つくして当然ということかな。伝統に則のつとった貴族的思想には我々市民にとっても学ぶべき点が多々ある……と、それよりこれを見てくれるかね？」


　セザールが指さしたのは、床の瓦が礫れきに半ば埋うまっている鉄球だった。


「これは……？」


「盗賊の置き土産みやげだよ。アデル嬢じようが抱だきついていたものだ。これがエメラルドグリーンの光を放ち、その光を浴びた物体は重力から解き放たれ宙ちゆうに浮いた……それで合っているかね？」


「ええ、間違いなく。これも秘宝のひとつでしょうか？」


「おそらく違うだろう」


「秘宝ではないと？　どうしてそう断言できるんです？」


「分解してみないと分からんがね、私の予想では中に入っているのは〈テトラドライブ〉だよ。賭かけてもいい」


「……どういうことです？」


〈テトラドライブ〉は完全に同質量のテトラクオーツ二つをセットにすることでエネルギーを生み出すシステムである。一般的には蒸気機関の熱源としての利用法が知られている。ボガートの知識は一般市民とそう大差はない。


「〈テトラドライブ〉によって取り出せるのは熱エネルギーだけではないのだよ。設計次し第だいでは奇き妙みような力場が発生することが分かっている。無重力現象もそのひとつで、私の研究所でも確かく認にん済みだ。原理はまだ解き明かされてはいないが」


「ではこの〈浮き球〉は？」


「私よりもテトラ結けつ晶しようの研究を進めている技術者が作ったものだろう。国や企き業ぎようの研究機関に所属せず個人で研究している者も大勢いるからね。どういった経けい緯いで盗賊に利用されることになったのか……私のところへ持ち込んでくれれば喜んで出資するものを──」


　セザールは愛いとおしげに鉄球の表面を撫なで回した。


「秘宝のコレクションを奪われたのは残念だが、これと交こう換かんなら安いものだ」


『──ほほう、ではこれは必要ないと？』


　笑みを含ふくんだ男の声が頭上で反はん響きようした。


　顔を上げたボガートは、数メートル頭上の空間に銀色に輝く物体が出現するのを見た。まっすぐ落下したそれは鉄球に当たって撥はね返り、床ゆかに転がる。一見しただけでは用よう途と不明な銀色の金属の塊かたまり──


「秘宝……？　盗ぬすまれた秘宝が!?」


「おい、また来るぞ！」


　その場にいる全員が見守る中、再び頭上に秘宝が現れた。重機の開けた穴から投げ入れられているのではない。空中にいきなり出現しては降ってくるという不思議な現象は、盗まれた秘宝すべてが戻ってくるまで続いた。


『ロッシュオー氏の秘宝コレクション、確かにお返しした』


「君は何者だね!?」


『お分かりにならない？　予告状は届いているはず』


「すると……〈ジェスター・ザ・ルースター〉！　君がそうなのか!?」


『その通りウイ、ジユ・スウイ！』


　哄こう笑しようが頭上でグルグルと回った。ジェスターの声はどこから聞こえてくるのか、まるで分からない。


「何な故ぜ秘宝を取り戻もどしてくれたのかね？」


『無論のこと、私自身の名めい誉よのためだ。せっかく予告状を送ったのに泥どろ棒ぼう猫ねこに先を越こされたとあっては沽こ券けんに関かかわる。それに──ここに展示されているコレクションの中には私の求める品はなかった』


「君の求める品だと!?　それはつまり……」


『それでは大だい富ふ豪ごう、今日のところはこれで失礼する。いずれまた日を改めて参上するとしよう。〈天使の卵〉──必ず用意して待っていたまえ！』


　天てん井じように開いた穴の向こうに、夕陽を背に浴びた黒い人ひと影かげが一いつ瞬しゆんよぎった。快活な笑い声が風のように遠ざかる。


「盗賊は建物の外にいるぞ！　捕とらえろ！」


　警官隊が大おお慌あわてで飛び出していく。傍かたわらに寄り添そったアデルが溜ため息いきまじりに言った。


「ジェスターってつくづく呆あきれた盗賊よね。予告状を送りつけるだけでも非常識なのに、最初の仕事が盗まれた秘宝の奪だつ還かんなんて」


「……そうだな」


「どうしたの兄様？　何か可お笑かしくて？」


「ん？　ああ、いや……」


　どうやら自分でも気付かぬうちに笑えみを浮うかべていたらしい。ボガートは軽く頰ほおを叩たたいて表情の緩ゆるみを正した。


「まだ何も盗んでいないのに盗賊と呼ぶのもおかしな話だと思ってね」


「あはっ、確かにそうね！　お巡まわりさんもどんな罪状で捕まえるつもりなのかしら」


　あのミリアム・リッチーから秘宝を奪還した腕うでからすれば捕まる心配はなさそうに思えた。仮に捕まってもセザールに保ほ釈しやく金きんを肩かた代がわりしてもらえるだろう。しかし〈天使の卵〉なる秘宝を狙ねらっている限り、ジェスターがいずれ盗賊として世に出ることは確実だった。その時に果たしてボガート自身はどう振ふる舞まうべきなのか──それはまだ分からない。


　予想した通り、警官隊はジェスターの影かげさえ見ることなく取り逃にがした。


　盗賊と会話したボガートは事情聴ちよう取しゆのため警視庁に連行されそうになったが、「勇ゆう敢かんな紳士を盗賊と同列に扱あつかうなどもってのほか」と主張するセザールの口くち添ぞえもあって後日に延期になった。


　ボガートはセザールにいたく気に入られたようだった。


　百貨店の近くにあるロッシュオー所有のレストランでアデルとともに夕食を御ご馳ち走そうになり、今日の事件の顚末や秘宝にまつわる謎なぞについて大いに語り合った。クラーケンの姿と能力を持つ女盗賊の話に誰だれよりも驚おどろいたのはアデルである。


「その場にいたのに何も覚えてないなんて……もう、信じらんない！」


　用意された馬車に乗り込んで帰き途とについた頃ころには時刻は午後九時を回っていた。


　薄暗い馬車の中、隣となりに座ったアデルは妙に落ち着かない素そ振ぶりを見せた。急にボガートのコートの袖そでを引くと、少し甘えた声を出す。


「ねえ兄様、今日はこれからどうするの？」


「今日？　アパルトマンに帰るよ。一日のうちにいろいろありすぎたからね……ベッドに倒たおれ込んだらそのまま朝までグッスリだ」


「そっか……そうよね」


「それとも添い寝ねしてくれる？」


　アデルは慌あわてて袖から手を離はなすと、背筋を伸のばして身を硬かたくした。


「それはダメ！　絶対ダメなんだから！」


「じゃあ僕が添い寝してあげようか？」


「おっ……同じじゃない！」


「それもダメか。残念」


　馬車がアパルトマンの前で停とまった。降りようとすると、アデルがボガートの首にかじりつくようにして引き留めた。頰が触ふれ合い、吐と息いきが耳をくすぐる。


「兄様──」


「うん」


「今日は……ありがとう。大好き」


「僕もだよ」


　軽くキスを交かわし、おやすみを言って別れる。走り去る馬車を見送り、アパルトマンの玄げん関かんをくぐった。階段を上りながら、右手の感かん触しよくを確認するように手すりをつかんだ指を開き、閉じる。木の手すりが指で抉えぐられるようなことはなかった。今は何の気配も感じない。思い返してみれば、やはりシルバーガンは生命の危機に呼応して発現したのだろう。しかし使い勝手という点では普ふ通つうのピストルの方がよほど有用だろうと思える。


（普通の銃じゆうにならないのは仕方ないが……〈銀の指〉の状態でもかなり強力な武器だな。鉄の扉とびらでも破れそうだし──）


　ふと浮かんだ疑問に、ボガートの足が止まった。


（〈アルフライラの秘宝〉は地上最強の金属で出来ている。使いようによっては無敵の盾たてにもなる。Ｊ・Ｄはシルバーガンを防ぼう御ぎよにも使ったはずだ。肉体と一体化していてジェスターの魔ま法ほうでは奪えないわけだから……いったいどうやって勝てたんだ!?）


　ボガートが出会った時にはＪ・Ｄは瀕ひん死しの状態だった。想像もつかないことだが、ジェスターにはシルバーガンに対たい抗こうしうる強力な奥の手があったのだろう。


　自室のドアの前に立ったボガートは、鍵かぎを取り出そうとコートのポケットを探さぐった。指先が角張ったものに当たる。取り出してみると、それは占うらない師の少年にもらった紙マッチだった。厚紙のケースに印刷されているキャバレーの広告を見て、脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


（ピンクのハートに黒くろ猫ねこ──？　このデザイン、どこかで……）


　今日一日の記き憶おくにある画えと照合する。観察眼と記憶力には自信があった。肉眼でしっかり見たものであれば写真よりも詳しよう細さいに思い出せる。ボガートにとって唯ゆい一いつ誇ほこれる才能だが、美大には同じ特技を持つ生徒が何人もいるので自分だけが特別というわけではない。


　単純なハートの図形なら照合にそう手間はかからない。むしろ該がい当とうするデザインが多すぎるくらいだが、黒猫とセットとなれば絞しぼり込みは容易だった。しかし、記憶の中に合がつ致ちするデザインを見つけたボガートは思わず苦笑いを浮かべた。


「……まかさ、な」


　ハートと黒猫の組み合わせに合致したのは──髑髏型重機のハッチだった。さらに女賊ぞくの覆ふく面めんとコスチュームは明らかに黒猫を意識している。しかし組み合わせとしてはありふれたデザインであり、偶ぐう然ぜんと考えるのが妥だ当とうに思えた。


　ドアの錠じようを開けて自室に入る。ボガートは肌はだ寒ざむさを感じて眉まゆをひそめた。室温が外とそう変わらない。出で掛かけた時には暖だん炉ろの火はまだ残っていたため、コートを脱ぬいでも寒くない程度には室温は維い持じされているはずだった。


「窓を閉め忘れたかな……？」


　ハンガーにコートと帽ぼう子しを掛け、アトリエと寝しん室しつを兼かねた屋根裏部屋ロフトに上がる。吹ふき込んでくる冷気を肌はだに感じた。やはり窓を開けたまま気付かず外出してしまったらしい。


　ベッド脇わきの電灯のスイッチを入れる。電球の数は少なくアトリエを隅すみ々ずみまで照らすほどの光量はないが、電球の光の下で絵を描かくことはないため夜はこれで充じゆう分ぶんだった。


　冷気はアトリエの奥の窓から流れてきていた。シャツのボタンを外しながらアトリエに向かったボガートは、そこにあるはずのないものを見つけて凍こおり付いた。


　窓が開いていて、その手前の床──イーゼルに立てかけたカンバスの下に、革かわ靴ぐつを履はいた男の足が見えている。


「だ……誰だ!?」


　男は仰あお向むけに横たわったまま呼びかけにも反応しない。ボガートは意を決して歩み寄り、カンバスを退かせて男の正体を確認した。


　倒れていたのは恰かつ幅ぷくのいい紳しん士しだった。ゆで卵にスーツを着せたような体型、癖くせの強い赤毛、目鼻口のパーツが広い顔の中心に集まっている特とく徴ちよう的な風ふう貌ぼう──


「ラウール・グルトン!?」


　盗とう賊ぞくの襲しゆう撃げき以降行方ゆくえ知れずになっていたアカデミー学会員のラウールである。


　タコ女の触しよく手しゆにやられてひどくショックを受けていたため、他の客と一いつ緒しよに避ひ難なんした後そのまま帰ったのだろうと気に掛けずにいたが、そのラウールがどうしてこんな場所で寝ているのか？


　口元に手を当てると息はあった。首と顎あごの境目が判然としない顔をヒタヒタと叩いてみると、気がついたらしく薄うす目めを開ける。


「ラウール！　僕だ。レミー・ボガートだ。分かるか？」


「や、やあ……お邪じや魔ましてるよ」


　ラウールは息も絶え絶えながら軽口の方は健在だった。死にかけている男を介かい抱ほうするのは縁えん起ぎが悪いとＪ・Ｄの件で学習済みだが、一応は顔見知りのうえ場所が自分の部屋なので放置するわけにもいかない。


「立てるか？　とりあえず座って話を聞かせてくれ」


　ボガートは肩かたを貸してラウールを立ち上がらせた。やたら胴どう回まわりの大きい身体からだだが脂し肪ぼうの代わりに空気でも詰つまっているのか思いのほか軽い。しかし数歩と歩かぬうちにラウールは膝ひざから崩くずれ、身体を痙けい攣れんさせて牛のように呻うめいた。


「う……うぶ……ぶるるるるるるあァ～！」


　赤黒い液体が床ゆかに飛び散った。ラウールが吐と血けつしたのだ。容よう態だいを確認しようとしたボガートは総毛立った。鮮せん血けつは口だけではなく、鼻、目、耳の穴からも噴ふん出しゆつしている。
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　七つの孔あなから噴血したラウールは苦しげに顔面を搔かきむしり、俯うつぶせに倒れた。


「お、おい……ラウール!?　しっかりしろ！」


　もはや医術の心得のない素人しろうとの手に負える状態とは思えなかった。せめて気道を確保してやらねばとラウールの身体を仰向けにする。どんな力で搔きむしったのか、顔面の皮ひ膚ふが裂さけて血まみれになっていた。ボガートはあまりの惨むごたらしさに顔を背そむけたが、すぐに不可解な点に気付いてもう一度顔を覗のぞき込んだ。


　顔の中心にある尖とがった鼻が根本から抉られて千切れかかっている。しかし、その裂け目の下からもうひとつ別の鼻が覗いていた。


（鼻が……鼻が二つ!?）


　よく観察すると分厚い顔の皮膚全体が頭ず蓋がい骨こつからずれているように見える。ボガートは思いきって鼻の裂け目に指を差し込み、左右に広げてみた。メリメリと音をたててラウールの顔面が真っ二つに裂け、その下から別人の顔が現れる。


　ラウールの顔は極きわめて精せい巧こうに作られたマスクだった！


　目鼻耳から出血したのはマスクの中で吐はいた血が漏もれ出たのだろう。ボガートは近くにあった絵の具まみれのウエスで男の顔を拭ぬぐった。


　赤毛はウイッグで、本当の髪かみは短い金きん髪ぱつ。


　素す顔がおはラウールよりもずっと若く、ボガートとそう変わらない年とし頃ごろの男だった。


　野性的でありながらもどこか高貴さと色気を併あわせ持つその風貌は──


「これは……そんなバカな！　どういうことだ……!?　訳が分からないぞ」


　ボガートはウエスを投げ捨て、男の肩をつかんで揺ゆさぶった。


「いったい何がどうなっている!?　説明しろ！　ジェスター・ザ・ルースター!!」










これは稀き代だいの盗賊とひとりの紳士の出会いの物語だ。


やがて『ロッシュオーの双ふた子ごの塔とう事件』を端たん緒ちよに名を馳はせることになる〈ジェスター・ザ・ルースター〉──古代魔法文明の遺物〈アルフライラの秘宝〉を専門に狙う神出鬼き没ぼつの怪かい盗とうにして、百ひやつ鬼き夜行の世紀末都市パリを騒さわがせる大だい胆たん不敵な快男児。


その名は天性のエンターテイナーの代名詞であり、真の意味での魔法使いであり、また何者をも恐おそれぬ不死身の超ちよう人じんというイメージを人々に抱いだかせる。


しかしその実像は──舞ぶ台たい裏うらはこんなものだ。


素晴らしい美点を数多く備えているが、短所欠点もまた人並み外れて多い。


常人には不可能な神かみ業わざを易やす々やすとやってのける一方で、呆あきれるほど酷ひどい失敗をやらかすこともままある。


目先の瑣さ事じに気を取られてうっかり死にかける、なんてことは日常茶さ飯はん事じだ。


勇気と無む謀ぼう、高貴と俗ぞく悪あく、聡そう明めいと愚ぐ昧まいが同居する、およそ平へい穏おんとも安全とも無む縁えんな生まれついての冒険家アヴアントウリエ──それがジェスターという男だった。


文字通りの〈己惚れ屋の道どう化け〉を友とすること。


それによってどれほど奇き想そう天外な冒険に巻き込まれることになるのか──


この時のレミー・ボガートには知る由よしもなかった。







　あとがき







　初めての方は初めまして、そうでない方はお久しぶりです。


　いや～お待ちかねの新作ですよ、し・ん・さ・く！　何という甘かん美びな響ひびき！


　とはいえ以前から贔屓ひいきにしていただいている読者の中には「読んだ覚えがあるよ」という方もおいでかもしれません。何な故ぜなら本書は「ファンタジアバトルロイヤル」誌上で発表した読み切り短編『ロマンシング・ルースターズ／銀ぎんの指を持つ男』が元になっているからです。いわゆるパイロット版に対する本編というわけです。


　本作のコンセプトは──『魔ま法ほう×怪かい盗とう紳しん士し』！


　ただしその〈怪盗紳士〉が単独ではなく〈怪盗〉担当と〈紳士〉担当の二人に分かれているところがミソです。なので厳密に言うなら『魔法×怪盗×紳士』なのかも。


　新たに長編として書くにあたり手を加えたのは主に魔法を含ふくむギミック関連です。


　魔法が強度毎にレベル分けされている前提はそのままに、基本の魔法とは別に個人の才能によって非常に低コストで使える〈特技としての魔法〉を設定しました。


　さて、主人公にはどんな特パ技テ魔ン法トを使わせたものか──？


「怪盗なんだから〈盗ぬすむ〉魔法でいいじゃない」


　不意に脳内でどこぞの王おう妃ひっぽい人が囁ささやき、さらにその魔法に〈ムーンレイカー〉と命名した瞬しゆん間かん「こいつは貰もらったな」と確信しました。アイデアの歯車がガッチリ嚙かみ合ったような清すが々すがしさ。殺傷力ゼロで〈盗む〉ことだけに特化した魔法!?　主人公なのに……？


　いいじゃないか！


　前々から銃じゆう火か器きの代だい替たいでしかないような火力だけの魔法のどこがファンタジーだと思っていたので、今作ではこれぞ魔法だというところを描えがいて見せましょう。


　え？　文字通りの〈魔法の銃〉が出てくる話なのに言ってることが矛む盾じゆんしている？


　さにあらず！〈銀の指〉こと〈シルバーガン〉がただの銃か否いなか──そこのところは続巻にて披ひ露ろうすることになるでしょう。どうぞお楽しみに。





　さあて、お立ち会い！


　若き怪盗と紳士の魔法を巡めぐる奇き妙みような冒ぼう険けんの始まり、始まり──








　　平成二十四年二月二十三日




雑賀　礼史





ルースターズ


１．魔法銃とアルフライラの秘宝





雑さい賀が礼れい史じ
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